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令和３ 年度事業報告にあたり （ 法人と し ての総括）

令和3年度の事業を進めていく に当たり 、 5年から 10年の中⻑ 期事業計画を作成し 、 その計画に

基づいた事業運営を行いまし た。 中期事業計画の初年度と し て、 現在建設が進んでいるボール

パーク に関係する機関と の連携をはかり 、 施設周辺の環境変化に適切に対応し た事業再編・ 施

設整備を計画し 事業展開を行いまし た。 具体的には就労センタ ージョ ブを移転し 新規施設を整

備し まし た。 また、 重症心身障がい児者の支援拠点整備と 通所及び就労系事業所の課題解決の

ため、 北広島コ ラ ボを新規開設し 、 併せて機能訓練センタ ーの専用スペースを整備し まし た。

事業については、 年間を通し た新型コ ロナウイ ルス感染拡大の波（ 4派～6派） が影響し 、 利用

者様へのサービスや地域社会への取り 組みに多く の制約がかかり 満足な計画の遂行が出来ませ

んでし た。 そんな中でも 4月に「 看取り 援助推進室」 を新設し 、 既に特別養護老人ホーム東部緑

の苑で行っ ている「 看取り 援助」 を障がいの居住系サービスで取り 組み1件のお看取り を行う こ

と が出来まし た。 一方で11月に、 職員の利用者様への不適切な支援があり 、 北海道・ 石狩振興

局・ 北広島市から の勧告、 改善の文書を受け、 役職員一同真摯に受け止め、 再発防止に向けて

改善計画を立て一丸と なっ て取り 組んでいるこ と を報告さ せて頂き ます。

さ て、 平成3年度の決算内容についてですが、 収益面ではサービス活動増減差額で1億1千4百万

円のマイ ナスと 大変厳し い決算でし た。 特に就労支援事業（ 製パン・ 弁当販売・ レスト ラ ン

等） はコ ロナ禍の影響を受け当初予算から 約5千万円マイ ナスになり まし た。 し かし ながら 今年

度新規事業と し て始めた自治体向けの製袋事業では、 約1千5百万円と 僅かではあり ますが増収

と なり 、 次年度以降に期待が持てる事業と なっ ています。 その他の事業所においても 新型コ ロ

ナ感染拡大防止の観点から 短期入所の制限や事業の一時縮小など計画通り の執行が出来ません

でし た。 費用の面においては、 新規職員の採用・ 職員処遇改善のための手当や一時金の支給に

より 、 人件費が前年と 比較し て約６ 千万円の増加と なっ ています。 また新設事業所や移転に伴

う 減価償却費および設備備品の費用が増加し まし た。 いずれも 次年度事業に対する必要な投資

であり 、 新年度以降の事業でチャ レンジを重ね挽回をし て参り ます。

令和12年（ 2030年） 迄の⻑ 期計画では、 SDGs（ エスディ ージーズ） への取り 組みを念頭に、

北ひろ し ま福祉会の「 すべての人の幸福（ し あわせ） のために」 と いう 法人理念達成のため、

持続可能な社会の実現と 地域共生社会の実現に取り 組んで参り ます。



１ ． 長期事業計画・ 10年（ 2021年から 2030年SDGsの最終ゴールの年度 ）

（ １ ） 幸福（ し あわせ） を 追求する事業展開

①サービス提供事業の基盤強化

②切れ目のない支援体制の構築

③多様な相談支援ができ る体制の強化

④福祉と 医療の連携

（ ２ ） 地域福祉の推進を 図る 取り 組み

①誰も が活躍でき る地域活動の場づく り

②地域ニーズと 社会資源を 結び付けた地域活動の推進

（ ３ ） 災害に強い法人づく り

①安心し て暮ら し 続けら れる システムづく り

②地域の災害時のための関係機関と の協力体制づく り

③被災地への派遣など広域的な活動システムづく り

（ ４ ） 魅力ある法人づく り

①楽し い職場づく り

②地域と のネッ ト ワーク 構築／社会と のつながり

③情報の積極的な活用／伝える工夫

（ ６ ） 総資産経常増減差額率１ ． ２ ％以上を 維持する

２ ０ １ ９ 年経営協の現況報告による全国平均が1.19% である

２ ． 中期事業計画・ ５ 年（ ２ ０ ２ １ 年から ２ ０ ２ ５ 年）

【 基本計画】

（ １ ） 事業の再編と 施設整備

（ 新規施設整備）

① 就労セン タ ージョ ブの整備              

② 就労系事業所の再編                 

③ 重症心身障がい児者の支援拠点整備

④機能訓練センタ ーの整備

⑤障がい者用グループホームの整備

⑥デイ サービ スセンタ ーヴェ ールサテラ イ ト の整備

就労センタ ージョ ブ及び北広島コ ラ ボについては、 施設整備補助金、 旧敷地

や建物の売却益、 福祉医療機構から の借入金による整備を 実施し た。 就労セ

ンタ ージョ ブについては提供する商品の内容や大型の注文に対応出来るよう

整備し 令和4年4月から の本格稼働に向けて準備を し た。 また、 北広島コ ラ ボ

は重症心身障害児者の専門支援個所と し ての設備を 、 機能訓練センタ ーには

充実し たメ ニュ ー可能と する設備の整備を し た。

①令和3年11月完了

②生活介護事業所も 含め再編し 令和4年4月から 事業開始

③令和4年3月北広島コ ラ ボ内に整備、 4月から 使用開始

④令和4年3月北広島コ ラ ボ内に整備、 4月から 使用開始

⑤令和3年度施設整備補助金を 活用し 令和5年1月整備予定

⑥令和3年4月から 事業を 開始

事業計画 進捗状況

ボールパーク 整備に伴い、 移転が決定し た就労センタ ージョ ブ及び

いんく る（ 仮称） の整備については、 現行事業の継続のための整備

と はせず、 該当事業所以外の事業所の課題を 解決するための整備を

実施し ます。 また、 各施設の修繕に向け施設整備に係る積立金を 予

算化し 原資の確保を し ていき ます。

北広島市、 北海道日本ハムフ ァ イ タ ーズ、 エスコ ンフ ィ ールド 北海

道、 大林組など、 ボールパーク の整備に関係する機関と の連携を は

かり 、 施設周辺の環境変化に適切に対応し た事業再編・ 施設整備を

計画し 事業展開を 行います。

事業計画 進捗状況

（ ５ ） 事業を 継続するためにサービス活動収益 年２ ． ５ ％の

成⻑ を 維持する

２ ０ ３ ０ 年到達目標 サービ ス活動収益 対２ ０ ２ １ 年度比

１ ２ ５ ％以上

（ 年2.5% の根拠は２ ０ １ ９ 年経営協の現況報告による 全国平均が

2.31% である ）

北広島市、 北海道日本ハムフ ァ イ タ ーズ、 日本エスコ ン株式会社等と ボール

パーク 開業後、 今後の関り を 考慮し ながら 関係構築に努めた。

社会福祉法人の事業の効率性と 収益性を 同時に示す指標である。

（ ROA）

令和3年度から 新たな10年間の⻑ 期事業計画を 、 大き く ６ の項目に分け計画

の内容により 、 国連が定めた持続可能な開発目標Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 17のゴールの内11

項目にあてはめ作成し 取り 組んでいる。

令和3年度はその初年度と し て計画に沿っ て事業を 展開し ている。 個別具体的

には中期計画に対する報告、 令和3年度事業に対する報告、 各事業ごと の報告

において進捗を 報告する。

引き 続き⻑ 期計画に沿っ た事業運営に努めていく 。



（ 既存施設の修繕）

（ ２ ） 地域社会への取り 組みについて

（ ３ ） 職員処遇の改善と 多様な人材の確保について

（ ４ ） サービ スの質の向上への取り 組みについて

（ ５ ） 看取り 援助の取り 組み

３ ． 令和３ 度事業計画

【 基本計画】

（ １ ） 施設整備及び設備整備について

①就労センタ ージョ ブ新築令和３ 年１ １ 月末完成予定

※国庫補助金の状況により 実施年度変更の可能性あり

令和4年4月事業開始新規事業所「 北広島コ ラ ボ」 と し て完成引き 渡さ れた。

建物内1階には重症心身障がい者の支援拠点、 機能訓練専門スペースを 設置し

た。

事業計画 進捗状況

事業計画 進捗状況

と みがおかの空調設備及び暖房設備の改修に向けて、 北海道防衛局による島

松演習場の騒音の調査が実施さ れまし たが、 規定の騒音数値が検知さ れず令

和5年度から の工事開始は見送り と なっ たが引き 続き 取り 組んでいく 。 各施設

の屋上防水シート の状況を 確認し 、 と みがおか、 共栄、 北広島デイ センタ ー

については令和4年度に改修工事実施する。

新型コ ロナウイ ルス感染症の感染拡大も あり 十分な活動は出来なかっ たが、

地域貢献推進部が中心と なり 取り 組みを し た。 個別具体的な内容は地域貢献

推進部事業報告にて報告する。

職員が安心し て働き 続けら れる 職場環境の整備に努めている 。 なお、 外国人

技能実習生の採用は新型コ ロナウイ ルス感染症の流行により 進んでいない。

利用者サービスの質の向上に向け、 各委員会を 中心に取り 組みを 実施し てい

る。

看取り 援助推進室と 看取り 援助推進委員会が活動の中心と なり 、 障がい者居

住系サービスにおける看取り 援助の在り 方について検討し てき まし た。 令和3

年度は1名の入所施設利用者の看取り 援助を 実施し た。

と みがおかの空調設備及び暖房設備については、 防衛省の補助金を

活用し 令和4年度を 目途に改修を し ます。 また、 と みがおか及び共

栄の外壁塗装及び屋上防水シート 貼替については、 状態を 確認し 次

年度以降に実施し ます。 東部緑の苑についても 令和5年に竣工10年

目を 迎えるこ と から 修繕の必要性が出てく るも のと 予測さ れます。

以上の整備に向けた資金と し て施設整備積立金を 積み立てていき ま

す。

地域で求めら れている課題解決に向けて法人の資源を 活用し て取り

組んでいき ます。

介護講座、 みんなde食堂、 地域住民を 対象と し たイ ベント を 年間計

画に基づき 実施し ていき ます。 また、 町内会と 情報交換し 課題に取

り 組んでいき ます。 また、 法人本部については地域防災の拠点と し

ての役割を 担う と 共に、 法人の事業内容や活動、 役割などについて

の広報活動につと めていき ます。

職員の職場定着のため、 給与面における改善の他、 制度の充実によ

る安心し て働ける環境の整備に取り 組んでいき ます。 また、 人材不

足に対応する ため、 多様な人材の確保に取り 組みます。 引き 続き 新

卒採用の他、 高齢者、 育児や介護などで配慮の必要な方等の中途採

用にも 積極的に取り 組みます。 外国人技能実習生等を 採用し 福祉技

能を 通じ た国際貢献に取り 組みます。

令和３ 年度に予定し ていた施設整備は、 災害や感染症流行時などに備えた整

備を 実施し た。 また、 女性を 積極的に役職へ登用し た。 なお、 人事制度の整

備については、 今後の社会環境の変化や職員各層から の意見を 取り 入れるな

どし た整備を 今後すすめていく 。

令和3年11月に完成引渡さ れた。

利用者サービ スの質の向上を 図るため、 し まニチュ ード ※、 看取り

援助、 おまかせう んチーム※、 発達障がい 支援、 ノ ーリ フ ト ケア

推進等、 各チームによる取り 組みを 強化し ます。

※し まニチュ ード ・ ・ 相手に想いを 伝える コ ミ ュ ニケーショ ンツー

ル、  おまかせう んチーム・ ・ 排泄支援に関するチーム

今後の居住系事業の運営については、 既に東部緑の苑で行っ ている

「 看取り 援助」 の充実と 障がい者居住系サービスにおける 「 看取り

援助」 に取り 組んでいき ます。

中期事業計画及び⻑ 期事業計画の達成に向け、 また、 法人事業及び

施設・ 設備の整備を すすめていき ます。 なお、 整備にあたっ ては新

型コ ロナウイ ルス感染症の経験を 踏まえ自然災害だけでなく 感染症

流行に備えた整備と し ます。 また、 女性の役職への登用や、 将来を

担う 人材の育成に向けた人事制度の整備を おこ ないます。

②いんく る（ 仮称） 新築令和３ 年６ 月着工、 令和４ 年３ 月末完成予

定

※重症心身障害者専用スペース、 機能訓練センタ ー専用スペース整

備



④その他必要に応じ て実施

（ ２ ） 事業について

①就労センタ ージョ ブ事業の見直し

②看取り 援助推進室の新設

（ ３ ）  人事制度等について

①女性の積極的な役職登用

②現行人事制度の再検証（ 昇格、 評価制度等）

③Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に基づく 外国人材の採用（ 技能実習生等）

（ ４ ） 地域社会への取り 組み

①介護講座、 健康講座等の開催

③地域住民と の交流や防災に備えたイ ベン ト の開催

④町内会と の情報交換

⑤献血活動への積極的な取組み

⑥様々な機会を 通じ て法人の広報活動の実施

（ ５ ）  災害や感染症に強い仕組みづく り   

①地域の防災拠点、 福祉避難所と し ての施設整備

（ ６ ） 法人経営について

①サービス活動収益 年２ ． ５ ％の成⻑ の確保

②総資産経常増減差額率１ ． ２ ％以上を 維持

令和2年度の新型コ ロナウイ ルス感染症ク ラ スタ ーでの経験を 生かし 、 他法人

へ感染症対策スキルの提供や人的派遣を 実施し た。

目標達成にむけ引き 続き 取り 組んでいく 。

新型コ ロナウイ ルス感染症の流行により 外国人の入国に制限があり 、 取り 組

みが出来なかっ た。 引き 続き 取り 組んでいく 。

新型コ ロナウイ ルス感染症の流行により 個別の実施は見送り 、 屋外での活動

と なる災害時の炊き 出し 訓練と 合わせて実施し た。

地域貢献推進部が中心と なり 町内会活動へ積極的に参加し た。

地域貢献推進部が中心と なり 2回開催し た。

様々な活動を 通じ 広報活動に努めた。

法人本部の非常用電源回路の整備や新たに新築し た北広島コ ラ ボを 福祉避難

所と し て登録する整備を 実施し た。

3名を 課⻑ 職へその他各役職への女性の登用を おこ なっ た。

引き 続き 取り 組んでいく 。

新型コ ロナウイ ルス感染症の流行により 1回のみの実施と なっ た。 引き 続き 取

り 組んでいく 。

就労センタ ージョ ブ工事に伴う 残土は土壌の質が良く なかっ たこ と から 、

ボールパーク 周辺道路工事によ る残土を 活用し 駐車場の整備を 実施し た。 な

お、 完成は北広島コ ラ ボ工事の関係で令和4年度と なっ た。

改善や修繕が必要な個所については、 可能な限り 時間を 置かず整備し た。

事業収支の改善するよう 組織の改編、 事業内容の見直し を おこ なっ た。

看取り 援助推進室を 立ち上げ、 利用者が望む場所で最期まで生活でき る場所

と し て入所系施設における看取り 援助実施に向けた取り 組みを 始めた。

進捗状況

②感染症対応の経験から 得たスキルや知識を 、 法人での今後の対策

に生かし ていく 他、 感染症対策の ト ッ プラ ンナーと し て他法人で

の発生時には積極的に支援を し ていく 。

事業計画

③駐車場整備（ 広場めーでる ） 令和３ 年３ 月着工、 令和３ 年７ 月頃

完成予定

※就労センタ ージョ ブ新築工事残土、 ボールパーク 関連道路工事残

土利用による 埋め立て工事

②子ども を 含めた地域住民の食育を 目的と し た「 みんなde食堂」 の

開催



◇職員について

２ ０ 代 ３ ０ 代 ４ ０ 代 ５ ０ 代 ６ ０ 代 ７ ０ 歳以上 平均年齢

81 99 57 40 26 15 39.9

18 12 21 21 13 0 44.2

2 14 10 9 11 2 48.4

101 125 88 70 50 17 41.6

※令和4年3月31日現在。 パート 職員含む。

男性 女性 合計

163 155 318

30 55 85

28 20 48

221 230 451

※令和4年3月31日現在。 パート 職員含む。 法人全体には法人本部職員を含む。

平均勤続年数 年間採用者数 年間離職者数 離職率

7.8 47 26 8.3%

5.5 11 6 7.0%

7.4 64 34 7.7%

介護福祉士 社会福祉士 精神保健福祉士 保育士

107 23 12 35

50 4 1 0

168 34 13 35

※令和4年3月31日現在

付与人数 有休付与総数 有休取得日数 1人当平均取得数 有休取得率
リ フ レッ シュ

休暇取得率

228 3,767 3,142 14.6 83.4% 100%

73 1,049 843 12.9 80.3% 100%

341 5,222 4,438 14.6 85.0% 100%

介護職員北海道平均

226,000円／月

3,159,800円／年

北ひろ し ま福祉会平均

その他

その他

※法人平均は係⻑ 以下の正職員（ 一般嘱託含） 平均。 北海道平均は令和２ 年賃金構造基本統計都道府県別賃金を参照。

正規職員平均月収 263,656円／月

障がい福祉事業

介護保険事業

法人全体

介護保険事業

法人全体

介護保険事業

法人全体

障がい福祉事業

介護保険事業

法人全体

障がい福祉事業

障がい福祉事業

介護保険事業

法人全体

2.13%
障がい福祉事業

正規職員平均年収 4,000,628円／年

年 齢

男女比

障がい者の雇用率

平均勤続年数・ 採用者・ 離職者

福祉系資格保有人数

有給休暇・ リ フ レ ッ シュ 休暇の取得状

平均賃金



主任 係⻑ 課⻑ 部⻑ 合計 構成比

34 22 11 14 81 73%

19 7 3 1 30 27%

53 29 14 15 111 100%

※令和4年3月31日現在

◇利用者について

と みがおか 共栄 就労セン タ ージョ ブ 北広島デイ セン タ ー 北広島セルプ グリ ーン パーク 北ひろ つなぐ

80 77 60 60 76 118 10

98.9% 100.8% 81.8% 113.8% 93.1% 97.0% 97.0%

※と みがおか、 共栄は入所利用者。 就労センタ ージョ ブは8月迄定員40名。 グリ ーンパーク 北ひろ は12月迄定員117名

東部緑の苑 短期入所東部緑の苑 ヴェ ール 人数

100 20 35 24

98.1% 75.6% 56.9% 1

※ヴェ ールは5月迄定員25名 ※令和3年4月～令和4年3月

※令和4年3月31日現在

定 員

平均稼働率

北広島セルプ 13,502円

東部緑の苑 29人

就労センタ ージョ ブ 24,919円

定 員

平均稼働率

女性

全体

事業所 平均工賃

男性

事業所

東部緑の苑

共  栄

事業所

と みがおか

共  栄

待機者数

47人

32人

役職者の状況

定員・ 稼働率

看取り 援助件数

入所施設の待機者数

就労事業平均工賃



◇その他

と みがおか 共栄 就労セン タ ージョ ブ 北広島デイ セン タ ー 北広島セルプ グリ ーン パーク 北ひろ めーでる フ ィ ッ ト マン

気づきメ モ 54 35 22 89 49 75 0 0

イ ンシデント 10 14 0 9 1 9 0 0

事  故 1 6 0 2 1 3 0 0

つなぐ 相談室こ こ にこ こ に 東部緑の苑 ヴェ ール ｹｱﾌﾟ ﾗﾝｾﾝﾀｰ東部緑の苑 法人本部 法人合計

気づきメ モ 13 0 0 0 0 0 337

イ ンシデント 1 1 172 4 0 4 225

事  故 0 0 39 2 0 0 54

※気づきメ モ＝ヒ ヤリ ハッ ト 、 介護事業では全てイ ンシデント と し て対応

（ 身体拘束の状況）

施設名

概要

実施人数

拘束期間

内容

施設名

概要

実施人数

拘束期間

内容

施設名

概要

実施人数

拘束期間

内容

自傷や他害につながる 行為がみら れた時に、 手を

抑える、 ホールディ ン グスを おこ なっ た。 また、

不調時に部屋を 移動する。

北広島セルプ と みがおか・ 共栄

手などの抑制 ホールディ ングス、 レスト レーナー使用

と みがおか

令和3年9月4日3分程度

手などの抑制

令和3年11月1日～12月1日

１ 年間

自傷行為を 止めるため手、 腕を 抑える。 転落防止のため、 車椅子乗車時にベルト 、 就寝時

にベッ ド ４ 点柵を 使用。

北広島デイ センタ ー 北広島デイ センタ ー

利用者自身の排せつ物を 手で取ろ う と する行為に

対し て、 手又は手首を 抑える

1名

※当法人では原則と し て身体拘束は行わない。 し かし 、 以下の「 緊急やむを得ない場合」 の3要件に該当する場合は身体拘束

をおこ なう 事も ある。 （ 「 緊急やむを得ない場合」 の3要件 ①切迫性、 ②非代替性、 ③一時性）

共栄

手などの抑制 車椅子ベルト ・ ベッ ド ４ 点柵

1名 １ 名

手などの抑制、 ホールディ ングス、 場所移動

1名 １ 名

令和3年5月12日～9月30日

職員への暴力と 物品を 投げつける 行為があり 手首

を 抑える 。

入所施設利用者の採血や医師の診療時にホール

ディ ングスを おこ なっ た。 また、 歯科治療時のレ

スト レ ナーを 使用し た。

複数名

令和3年10月5日3分程度 医療行為、 歯科治療時

イ ンシデント 及び事故の発生状況

身体拘束および虐待の状況



（ 虐待の状況）

施設名

発生日

経過等

施設名

種 類

罹患者数

内容

施設名

種 類

罹患者数

内容

グリ ーンパーク 北ひろ

東部緑の苑

共  栄

ノ ロウイ ルス感染症

利用者40名・ 職員8名

令和3年4月2日に利用者1名に症状がみら れ検査の結果、 共栄全体で利用者40名職員8名が感染し

た。 千歳保健所の指導のも と 感染症対応を おこ ない5月6日に終息し た。

介護職員が、 入居者のト イ レ 介助の拒否行為に対

し て利用者の右頬及び首あたり を 強く 押さ えつけ

左頬骨の骨折及び皮下出血の怪我を 負わせた（ の

ち に暴行行為と さ れる） 。 翌日、 北広島市及び北

海道石狩振興局に報告。 被害者家族から 厚別警察

署に被害届が出さ れ、 該当職員が逮捕さ れる 。 北

海道石狩振興局及び北広島市によ る監査が行われ

る 。 該当職員は傷害罪での罰金刑が確定し 退職

（ 諭旨退職） と なる 。 法人と し て家族に謝罪し 慰

謝料を 支払っ て和解と なる 。 なお、 監査の結果、

北海道知事よ り 令和4年1月26日に介護保険法によ

る 勧告を 受け「 勧告事項改善状況報告書」 と 指導

監査文書指導に対する「 改善状況報告書」 を 提出

し ている 。

支援職員が昼食後の利用者の行為に対し て不適切

な声掛けを おこ なっ た。 偶然利用者の所持し てい

た携帯電話が自宅に繋がっ ていて、 利用者の家族

が不適切な声掛けを 聞き 事象の発覚に及ぶ。 発生

当日、 北広島市に報告する。 発生後、 職員におこ

なっ たアン ケート の結果、 他にも 過去に当該職員

によ る2件の疑われる事象が報告さ れる 。 北広島

市及び北海道石狩振興局によ る指導監査があり 、

ご家族が利用者を 思い深く 傷を 受けている 事から

「 心理的な虐待」 と 判断さ れた。 事業所に対し て

も 他の職員から 過去の不適切な事象についての報

告を 受けていたにも 関わら ず、 対応を 怠っ ていた

事に対する 指摘を 受けている 。 ご家族には改善策

を 説明し 理解を いただいている。 令和4年3月31日

現在、 指導監査の結果は示さ れていない。

北広島デイ センタ ー

令和3年10月4日 令和3年10月14日

新型コ ロナウイ ルス感染症

利用者３ 名・ 職員３ 名

令和3年5月8日にグリ ーンパーク 北ひろ の男性職員1名が新型コ ロ ナウイ ルスへの感染が確認さ れ、

レ ク リ エーショ ン行事を つう じ て複数のグループホームの利用者への感染が拡大し た。 また、 職員

への感染も あり ク ラ スタ ーと なっ た。 千歳保健所、 北海道石狩振興局、 北広島市による対策本部が

設置さ れ対応にあたっ た。 感染し た利用者2名が中等症と なり 入院し たが治療の結果回復し た。 最終

的には5月28日に終息と なっ た。

感染症等の集団発生状況



種別

実地指導

実地指導

実地指導

監 査

実地指導

実地指導

監 査

過失あり

過失なし

合 計

と みがおか 共栄 就労セン タ ージョ ブ 北広島デイ セン タ ー 北広島セルプ グリ ーン パーク 北ひろ めーでる フ ィ ッ ト マン

過失あり 1 0 2 8 5 3 0 2

過失なし 1 0 0 1 1 0 1 0

合 計 2 0 2 9 6 3 1 2

つなぐ 相談室こ こ にこ こ に 東部緑の苑 ヴェ ール ｹｱﾌﾟ ﾗﾝｾﾝﾀｰ東部緑の苑 法人本部 法人合計

過失あり 1 0 0 4 1 4 31

過失なし 0 0 0 0 0 0 4

合 計 1 0 0 4 1 4 35

※35件中24件が1月と 2月に集中し て発生し ており 、 大雪の影響を 受けていると 思われる。

4件

1件

令和2年度

5件

令和3年度

31件

4件

35件

施設名 実施期日

北広島デイ センタ ー 令和3年11月25日

共   栄 令和3年10月25日

東部緑の苑 令和3年10月7日～27日

結果

と みがおか 令和3年10月25日 指摘事項無し

虐待事案に対する監査

勧告

介護保険法に基づく 事業の人員、 設備及び運営に

関する基準等の順守

文書指導

非常勤パート 職員への研修機会の確保

指摘さ れた事項の改善に向けた取り 組みの実施と

勧告事項改善状況報告書及び改善状況報告書の

提出

指摘事項無し

就労センタ ージョ ブ 令和3年10月28日 指摘事項無し

虐待事案に関する監査 結果待ち

北広島セルプ 令和3年10月28日

文書指導

社会生活支援特別加算の個別支援計画への記載が

ない。 また、 要件と さ れている研修の未実施。 状

況を 改善し 改善状況報告書を 提出。

グリ ーンパーク 北ひろ 令和3年10月29日 指摘事項無し

車両事故の発生状況

行政監査・ 実地指導



と みがおか 共栄 就労セン タ ージョ ブ 北広島デイ セン タ ー 北広島セルプ グリ ーン パーク 北ひろ めーでる フ ィ ッ ト マン

自己所有 0 0 2 1 6 0 0 0

リ ース 5 7 10 16 5 6 2 2

合 計 5 7 12 17 11 6 2 2

つなぐ 相談室こ こ にこ こ に 東部緑の苑 ヴェ ール ｹｱﾌﾟ ﾗﾝｾﾝﾀｰ東部緑の苑 法人本部 法人合計

自己所有 0 0 1 0 0 4 14

リ ース 3 1 5 5 3 3 73

合 計 3 1 6 5 3 7 87

車両保有状況
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令和３ 年度 人事部 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開 

２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

 コ ロナ感染により 新卒の採用活動（ 非対面・ 説明会中止等） に大きく 影響を受けたも のの、 令和4年度新卒採用が

16名（ 目標20名） と 前年を上回るこ と が出来たのは地道な採用活動によるも のであっ た。

 人材定着の面においては、 退職者数は昨年を下回るも のの障害部門の正職員の退職者の増加が見ら れ、 次年度以降

も 気がかり である。 多様な働き方（ 職種変更） については11名が選択、 制度の有効性が確認出来た。

 ホームページやSNSへの取組みについては、 期待する内容に刷新するこ と は出来なかっ たため次年度以降に課題を

残し た。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

人材の定着

法人全体の離職率5％台を目指す

 障害 5％（ 14名以下）

 高齢 7％（ 6名以下）

（ 退職者）  正職員・ 一般嘱託 20名

      ﾊ゚ ﾄーﾀｲﾑ嘱託      14 名

 全体 7.7% （ 34名／443名）

 障害 8.3% （ 26名／312名）

 高齢 7.0％（ 6名／85名）

採用促進 福祉職場のイ メ ージアッ プ

11/13（ 土） 「 福祉のリ アルが聞けるるセミ ナー

2021」 （ ８ 法人共催） を開催。

（ 会場参加 18名・ オンラ イ ン参加 16名）

1/22（ 土） 「 福祉の世界ふれあいフ ェ ア」 （ ブラ ン

チ札幌月寒） に参加。

採用促進 新卒採用20名の確保（ 令和4年度採用）

ZOOM を活用し 、 説明会や面談を随時開催。

令和4年度採用人数 内定18名（ う ち承諾16名）

次年度も 施設見学を可能な限り 継続し 、 目標人員に

近づけるよう 取組んでいく 。

採用促進

中途採用向けた取組

・ W EBサイ ト を有効活用し た取り 組み

・ 職員紹介採用

・ 星槎道都大学と のｲﾝﾀ ﾝーｼｯﾌﾟ 連携

（ 中途採用実績）

 正職員 23名（ 障がい15名・ 高齢6名・ 他2名）

 一般嘱託  2名（ 障がい・ 高齢）

 ﾊ゚ ﾄーﾀｲﾑ 28名（ 障がい23名・ 高齢1名・ 他4名）

 

・ ハローワーク ・ Indeed・ 陽だまり PRESS

 法人ホームページ採用による採用

・ 職員紹介による採用

 共栄１ 名・ 東部緑の苑５ 名

・ 地域貢献推進部による星槎道都大学と の

 ｲﾝﾀ ﾝーｼｯﾌﾟ 連携による採用 11名



多様な働き方の促進

（ 障害者雇用率の厳守）

令和3年度報告はク リ ア

（ 法定雇用率 2.3％）

人材の定着 表彰制度の充実化 令和3年上期き ら り ・ スピリ ッ ツ賞 12名授賞

人事制度の検証

と 改定
健康経営優良法人の認定申請を行う 健康経営優良法人2023の認定に向けて調査中

人材の定着
多様な働き方の促進

（ 非正規雇用⇔正職員⇔限定正職員）

 パート   → 限定正職  2名

 限定正職 → 総合職   1名

 一般嘱託 → 限定正職  1名

 総合職  → 短時間限定 2名

 総合職  → 一般嘱託  2名

 パート   → 一般嘱託  1名

 総合職  → 限定正職  2名

人材の定着 有休休暇取得促進

現在、 令和３ 年度分の取得率を集計中。

集計結果を周知すると と も に、 有休取得の制度につ

いても 今一度案内し 適正な取得を促す。

人材の定着

人事制度の検証

と 改定
男性の育休取得

セルプ W 職員 6/10～7/11

東部  A係⻑  7/23～8/31

と みがおか O副主任 1/18～2/20

取得促進に向けて情宣をすすめていく 。

能力開発室による

人材育成の強化
復職者へのフ ォ ローアッ プ研修

フ ォ ロー研修・ ・ ・ ２ 度（ ５ 名） 実施し ている。

今年度より こ の研修についても レポート 提出を求め

た。

フ ォ ロー研修の法人内講師の育成については、 候補

者が特定でき ていないのが今後の課題である。

能力開発室による

人材育成の強化
役職者の役割の周知と 育成

役割が各人で明確化できるよう 「 課⻑ が主催する係

⻑ 研修」 を提案し 、 実施し た。

効果と し ては目に見えたも のは少ないが、 こ の研修

を継続し て課⻑ の役割・ 係⻑ の役割を明確化し てい

く 。

能力開発室による

人材育成の強化
スタ ンダード 研修の充実に向けて

虐待・ 不適切支援の事象を起こ し た法人と し て、

「 チーム支援」 の研修充実を研修委員会に提案し

た。 （ 「 虐待防止に効果を発揮するチーム創り 」 を

念頭にし た研修の中身） 来年度以降その方向で研修

が展開さ れる予定。



女性職員が安心し

て働ける職場づく

り への取組

女性活躍推進委員会

・ ダイ バシティ に対応するため新たな方向性に

 ついて検討中

・ 就労センタ ージョ ブと コ ラ ボ弁当の実現化

 次年度に向けて新商品の発売を進めている。

能力開発室による

人材育成の強化
福祉３ 資格の取得促進

各事業所管理職へ受験するよう 「 声掛け」 をし た。

社会福祉士・ 介護福祉士と も 、 直前の講習会を実施

し た。

社会福祉士については、 実習受け入れ委員会主催の

「 応援の集い」 を行っ た。

今年度合格者は、 介護福祉士9名（ 男性７ 名、 女性２

名）

社会福祉士 １ 名（ 女性）

評価と し ては、 合格者が少し 少ないと 感じ る。 さ ら

に受験者と 合格者が増えるよう 取り 組んでいく 必要

がある。

能力開発室による

人材育成の強化
その他

デイ センタ ーの虐待事象に際し て職員育成と し て、

当該職員の個別研修を行っ た

キャ リ アパス研修の実施メ ンバーに加わっ た。

能力開発室による

人材育成の強化

し まニチュ ード の運営事務局

社会福祉士実習受入委員会

保育実習受入委員会

事務局と し てより 効果的な実習が行えるよう 助言し

た。

能力開発室による

人材育成の強化

ボラ ンティ アおよび学生等アルバイ ト

の募集・ 集約

イ ンタ ーン生の受け入れは「 地域貢献推進部」 と 連

携し て行っ た。 星槎道都大学・ 札幌学院大学を中心

に受け入れを行っ た。



看取り 援助推進室

による取り 組み

（ 目標）

 活動体「 看取り 援助推進委員会」 の立

 ち上げ

（ 取り 組み・ 行動計画）

 ・ 北ひろし ま福祉会の看取り 援助共創

  開始

 ・ 委員が「 看取り 援助」 を語れるよう

  になるための学び・ 意見交換。

 ・ 意思決定支援における情報交換・ 意

  見交換。

委員の「 看取り 援助」 に対する考え方の育成、 ミ ッ

ショ ンの共有に時間をかけた。

事業形態が多様なため、 まずは入所施設を中心に活

動を開始し た。

サポート 完了。 東部緑の苑と し て検証中。
看取り 援助推進室

による取り 組み

（ 目標）

 看取り 援助の基礎になれる特養になる

（ 取り 組み・ 行動計画）

 高齢部門看取り 援助指針・ 援助内容の

 見直し をサポート

看取り 援助推進室

による取り 組み

（ 目標）

 介護保険「 看取り 介護」 の考え方を基

 準にし た仕組み作り

（ 取り 組み・ 行動計画）

 看取り 援助に関する基本指針（ 障がい

 分野） の作成と 活動開始

看取り 援助推進室

による取り 組み

（ 目標）

 看取り 援助の実践を経験する

（ 取り 組み・ 行動計画）

 ・ 共栄看取り 援助対象者への介入

 ・ 個別支援と し て看取り 援助実践をサ

  ポート

2月に共栄で「 看取り 援助」 の実践を行い大き な経験

ができ た。

職員の多く が仕事に対する達成感を得るこ と ができ

た。 その際に外部連携いただいた緩和ケアの専門家

である医師・ 看護師たちから も お褒めの言葉をいた

だいた。 死を間近にし た人に対し ても 単に守り に入

るこ と なく 、 大切な「 いのちの時間」 に望みを叶え

て生き きるこ と を追求する当法人の看取り 援助の支

援方針は社会に求めら れていると 考えており 、 本活

動の普及で地域貢献し ていけるこ と を確信し てい

る。

看取り 援助推進室

による取り 組み

（ 目標）

 共栄が元気で楽し い職場になる（ 職員

 の定着）

（ 取り 組み・ 行動計画）

 共栄元気プロジェ ク ト サポート

ハード 面から 始まり 、 ソ フ ト 面へと 展開中。

変わるこ と 、 変えるこ と に挑んでいる。

2月の看取り における職員間の支え合いも 大き な成果

と なっ た。

指針を完成さ せた。

今後、 法人内に策定指針、 実行し た看取り 援助を周

知し ていく 。

行政や地域、 家族会等に実践を報告し ていく 。



   

３ ． 災害に強い法人づく り

３ ． 魅力ある法人づく り

進捗状況

ICTの取組強化

介護報酬改定に伴い、 加算算定の条件と な

るDBへの入力について、 事業所がスムー

ズに行えるよう 支援を行う 。

LIFEのDB稼働をスムーズに行う こ と ができた。

以降、 必要に応じ てサポート を行っ た。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

ICTの取組強化 給与管理システム変更
システムの移行は進んではいるが、 W EB明細への取

組みに至ら なかっ た。

目標 取り 組み・ 行動計画

福祉の仕事の魅力

をアピール

近隣の社会福祉法人と の連携による

「 福祉のリ アルを知るセミ ナー」 を開催

11/13（ 土） 「 福祉のリ アルが聞けるるセミ ナー

2021」 （ ８ 法人共催） を開催。

（ 会場参加 18名・ オンラ イ ン参加 16名）

1/22（ 土） 「 福祉の世界ふれあいフ ェ ア」 （ ブラ ン

チ札幌月寒） に参加。

広報力のアッ プ 法人外広報誌「 蝦夷援護咲く 」 の作成  年間発行完了（ 前期10/31・ 後期3/31） 。

広報力のアッ プ
動画配信サービスを利用し 事業所内の様子

や取組を適宜アッ プする
Youtubeなどの動画作成や配信には至ら なかっ た。

広報力のアッ プ
法人ホームページ

Ｓ Ｎ Ｓ コ ンテンツの充実を図る

各平均週1回の更新し た。

FacebookやInstagramと ホームページを連携し 、 広

く 法人の最新情報を提供。



４ ． その他

2月 なし 2/8 1名受験

3月 なし なし

11月 ・ W EB説明会実施（ 1回）
11/11 1名受験

11/26 3名受験

12月 ・ W EB説明会実施（ 1回） 12/14 1名受験

1月
・ 福祉の世界ふれあいフ ェ ア（ 1/22）

・ W EB説明会実施（ 3回）
なし

10月 ・ W EB説明会実施（ 2回） 10/27 3名受験

採用試験実績

4/20 1名受験

なし

6/18 3名受験

7/13 5名受験

9/9  1名受験

9/24 4名受験

なし

9月

・ マイ ナビ就職イ ベント 参加（ 9/2）

・ ダイ ヤモンド 就活ナビ就職イ ベント 参加（ 9/16）

・ W EB説明会実施（ 5回）

採用関連

4月

5月

8月

6月

7月

・ マイ ナビ就職イ ベント 参加（ 4/3）

・ W EB説明会実施（ 4回）

・ W EB説明会実施（ 1回）

・ W EB説明会実施（ 3回）

・ 札幌子ども 専門学校合同企業説明会参加（ 7/13）

・ W EB説明会実施（ 3回）

・ W EB説明会実施（ 2回）

令和３ 年度 採用活動実績



令和３ 年度 経理部 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

 日常業務の処理をつう じ て職員一人ひと り のスキル向上に取り 組をし ています。 また、 中期目標に掲げ

たRPA（ Robotic Process Automation） を導入し 可能な業務の自動化ぼ拡大に取り 組みまし た。 また、 管

理部門の効率化により 職員１ 名を現場事業所に異動さ せ部門の縮小を図り まし た。 なお、 給付費請求にお

いて要件の認識不足及び確認不足から 過誤請求があり 、 経理部の視点から 事業所と 連携し て今後発生さ せ

ない様取り 組みを始めた。

事業所と の信頼関

係の強化

・ 日常の情報交換と コ ミ ュ ニケーショ ン

事業所職員と の信頼性構築までは出来てい

ないが、 徐々に改善し ていると 思う 。 より

一層信頼性を構築でき る様にコ ミ ュ ニケー

ショ ンを図っ ていく 。

・ 月次予実管理の分析と 情報提供

月次予算の執行状況についての情報提供

は、 全体と し て十分と は言えない。 情報提

供の内容や提供方法を検討し 引き 続き 取り

組んでいく 必要がある。

・ 事業所会議への出席

・ 事業所行事への参加

事業所会議や行事への会計担当者の出席に

ついては、 コ ロナウイ ルス感染症流行も

あっ たが十分と は言えない。 事業所と より

コ ミ ュ ニケーショ ンを深めるためにも 引き

続き 取り 組む必要がある。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

業務の効率化 ・ 単純業務のRPA化
RPAシステムを導入し 可能な事から 業務の

効率化に取り 組みを開始し た。



２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

３ ． 災害に強い法人づく り

３ ． 魅力ある法人づく り

十分に取り 組めていない。 コ ロナウイ ルス

感染症のの影響も あり ますが開催方法を工

夫し 引き 続き 取り 組んでいく 必要がある。

職員育成

・ 簿記資格の取得

・ 内部研修の充実

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

・ スキルアッ プのための外部研修参加

日常業務

・ 職員が休まざる得ない状況に備えて、

書類保管のルール化、 在宅ワーク 手法の

マニュ アル作成と シミ レート

在宅ワーク のツールを導入し 、 感染症発生

時などの在宅ワーク に対応し た。 マニュ ア

ル等の整備は今後行っ ていく 。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

災害対策
・ 自然災害や感染症発生時に必要な用品

の備蓄管理

物品の在庫管理をし 、 必要な時に必要な物

品が提供出来るよう にし ている。

地域活動

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

・ 地域貢献推進部活動への参加

コ ロナウイ ルス感染症の流行により 活動自

体が縮小し ているが、 一部の職員のみの参

加と なっ てし まっ た。 今後の活動へは、 職

員への告知を早め積極的に参加し ていき た

い。

・ 地域の行事、 祭り 等への参加
ほと んどの行事が、 コ ロナウイ ルス感染症

の流行により 中止と なっ た。



令和３ 年度 地域貢献推進部 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

また、 法人事業における大型駐車場用地の確保は事業継続にも 大き く 寄与し たも のと 考える。

【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

主催事業の担当がそれぞれの事業で実施

移動ほっ と 2事業＋ﾘﾓー ﾄ発信の実施

感染による事業休止のため現状維持

法人と 完全分離が必要なため要再検討

必要に応じ た助言の実施

市の予算化、 ﾗｲｵﾝｽ゙ ｸﾗﾌﾞ から の寄付

4月に実施済み。 次回を期待する声あり 。

感染対策の一環で事業延期

 

＊看護ステーショ ンおよび機能訓練

 センタ ーと 概略打合済

事業所やほっ と 、 振興会で実施中

市主催で予定し 共催を予定し たが中止

市の委員と し て活動。 懸垂幕作成

みんなde食堂 ①子ども 食堂、 子ども がシェ フ 食堂 炊出し と 兼ね実施

②高齢者食堂 炊出し 時に地域の方が手伝いに参加

③共生食堂 炊出し 兼ね1回実施

①芋煮会（ 共生食堂兼ねる）  同上

②昆虫採取

③かまく ら づく り まん延防止で中止

④ミ ニコ ンサート

⑤老人ク ラ ブと の共催事業

⑥駐車場チョ ーク アート

中止し たが参加者には昆虫のプレゼント

感染防止対策により 、 計画し ていた事業の多く が延期や中止をせざるを得なく 予定に対し 実施率は

の市の予算計上、 町内会と の災害時を想定し た協働訓練事業の実施や今後の法人と の協力関係を議

案掲載し たこ と 、 市民スポーツの普及促進に向けたコ ンソ ーシアム事業への協力、 学生の卒論研究

51.7％であっ た。 こ の要因は、 人的交流のある参加型であるるこ と や代替と し てのリ モート に対し

抵抗感がある市民が多かっ たこ と も 影響し た。 こ んな中であっ ても 、 献血事業、 子ども の居場所へ

の場の提供や大学監修の支援プログラ ム作成、 イ ンタ ーン生の採用は職員不足を補う こ と ができ た。

子ども 食堂を 展開する市内事業者と 懇談実施

みんなdeワク ワク

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

・ 介護保険・ 制度、 ・ 老化を学ぶ

（ 生活情報の提供）

みんなdeスポーツ アダプテッ ド スポーツの推進

大会の開催

・ ノ ーリ フ ト ケアを学ぶ

薬の飲み方

終活

・ 食事を考える ・ から だの仕組み

ほっ と の運営ｻﾎ゚ ﾄー 利用者アンケート の実施

移動ほっ と の実施

運営委員の拡大

補助事業の調査

共生型団体と の情報交換

事業のアド バイ ス

子ども の居場所づく り 強化

みんなの相談室 相続税の話

ツボ療法

みんなde介護 シリ ーズ化し ジャ ンル別に講座

（ 介護への準備）

コ ンソ ーシアム事業の推進



みんなde訓練 ①炊出し （ 共生食堂兼ねる） 朝日第1町内会会員有志と 実施

みんなdeﾊ゚ ﾃｨｼｪ ①親子ケーキ作り まん延防止で中止

②親子チョ コ レート 作り

③商工会も のづく り カ レッ ジ登録

ボラ ンティ ア推進 ①法人応援団の組織化と 育成 組織化には至ら ないが地域活動が認知

②年間予定に基づく 依頼 法人と し ての受入が出来ず中止

③ボラ ンティ ア団体と の交流 子ども 食堂運営者と の情報交換実施

④市観光協会事業の応援 イ ルミ ネーショ ン設置撤去協力

⑤市社会福祉協議会事業の応援 小学生対象に介護体験実施

⑥災害派遣 施設危機管理部にて対応

⑦防犯活動 防犯協会の活動が自粛中で活動ない

⑧献血活動

⑨ベルマーク 、 リ ングプル 実施中

⑩まちキレイ

⑪出前講座講師

３ ． 災害に強い法人づく り

３ ． 魅力ある法人づく り

地元小売企業の紹介を通信で実施

感染対策で交流でき ず

市民団体へテント 等の貸出2回実施

社協事業への講師派遣

スポーツ普及団体の講座に3回参加。

セルプの支援内容にも 広がる

地元小売り 業者紹介の実施。 今後拡大

目標

地域と のつながり 促進

③互助 未実施

卒論研究2件。 運動機能向上について助言

取り 組み・ 行動計画 進捗状況

①地元企業への優先発注

②町内会と 地域課題の把握を行い解決に

向けた検討実践

炊出し 時にテント 設営や食事の準備実施

まん延防止で中止

社協事業に職員派遣

予定通り ２ 回の実施。 ﾗｲｵﾝｽ゙ の協賛も あり

①退職者に対する広報誌発送 未実施

②特典付与 未実施

④出前講座派遣調整

⑦みんなdeシリ ーズの開催 一部を除いて感染対策で出来ず

⑧北教大岩見沢校と の共同研究

③物品貸出、 イ ベント 応援

⑤地域団体と 軽スポーツ交流など合同

レク リ エーショ ンの実施

⑥特典付与可能な提携店の開拓

④合同炊出し 訓練

みんなde訓練 ②災害時派遣応援 施設危機管理部にて対応

③図上訓練研修等への参加 ２ 回と も 中止と なる

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

地域と の協働 ①隣接町内会と の災害訓練 炊出し で実施

法人退職者に対す

る関わり 検討



４ ． その他

子ども 会議協力 子ども の居場所づく り の事例発表 子ども 達への講義と ほっ と 事業の案内

４ まち会議協力 参加者の推薦および告知協力 市事業への協力。 北広島市への貢献。

ｲﾝﾀ ﾝーｼｯﾌﾟ 等募集 星槎道都と の協定に基づく 学生受入 新規14名の学生と 契約。 配置基準に貢献

上記以外の大学への開拓 札幌学院大5名、 文教大1名と も 契約

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況



令和３ 年度 施設危機管理部 事業計画報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

 交通事故については職員へ自動車保険の大幅な減額について結果をフ ィ ード バッ ク し 啓蒙し ている。

冬期の異常降雪による道路状況により 車両事故が多発し た。 異常気象時の対応検討を実施し ている。

【 令和３ 年度事業計画進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

 法人設備に関し ては継続し て対応が必要なため、 今後も 対応し ていく 。

LED化に関し ては数年後に蛍光灯の在庫がなく なる為、 調査を開始し ているが業者選定にはいたっ てない。

BCP等については、 各災害、 感染委員⻑ が中心と なり 、 BCP計画が各事業所の指針になるよう 、 現在対応

をし ている。 完成はし ているが、 今後職員一人一人への周知が課題と なる。

 リ スク マネイ ジメ ント や事故対応について、 少し ずつではあるが進んでいる。 リ スク 委員間でのサイ ボ

ウズでのイ ンシデント 共有により 、 違っ た視点および対応策について共有し ている。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

安定し た設備稼働

用務係の技術の標準化 向上
感染症対応で中止し ていた高齢用務と の連携

再開。 協力作業し ている。

点検、 修理に関する業者対応および管理

業務担当者の複数化

主任への引継は職員の入院休職等により 、 部

分的進捗になっ た。 ２ 年後が目安なので順次

進める。

業者と の連携による早急な対応

今までの業者で対応が遅延する場合、 別の業

者での対応を実施し 生活上での不備を減ら し

ている。

将来的な大規模修繕計

画の策定

と みがおか・ 共栄外壁屋上防水整備

見積も り を建築業者に依頼。 令和４ 年に屋上

防水工事を実施する。 その他、 厨房エアコ ン

等必要な工事を予定。

施設の老朽化に伴う 大規模修繕の可視化 補助金が確定次第、 可視化を実施予定。

エネルギーに考慮し た

設備入れ替え

蛍光灯の市場調査を考慮し ながら 必要箇

所をLEDに変更し ていく 。 できるだけ資金のかから ない交換方法を調査

今後も 継続。東部緑の苑、 北広島デイ センタ ー、 ヴー

ル照明のLED化調査

公用車の入れ替え時の適正サイ ズと 低燃費 本部入替車両のサイ ズダウン実施。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

北広島市と の連携によ

る災害対策

東部緑の苑が福祉避難所指定のため、 非

常電源や設備を考慮し た効果的避難体制

を、 北広島市と 連携し 整備し ていく 。

消耗品およびコ ロナ禍における収容人員は確

認し ているが、 北広島市から の回答含め進ん

ではいない。

ボールパーク が災害時避難所になる計画

も ある為、 確認を行っ ていいく 。
現時点ではまだ進んではいない

災害時町内会と の連携

および本部活用

地域貢献推進部と 連携し 、 災害食や災害

対応の啓蒙実施

地域貢献推進部と 連携し た対応は未実施

本部利用については、 BCM 委員会で今後検討

をし ていく



３ ． 災害に強い法人づく り

4． 魅力ある法人づく り

非常時の安全と 生活の

確保

非常発電機の定期メ ンテナンス 毎月の可動点検実施継続

非常食の再検討と 消費計画の見直し

在庫および賞味期限の確認と 缶詰は消費。 今

後の詳細な消費と 購入計画を災害委員会で検

討実施。

災害伝言板ダイ ヤルシステムの策定
システム確認終了。 保護者周知の方法をBCM

災害委員会で検討。 継続し ていく 。

BCM 担当者による各事業所の対応手順の

標準化と 対応レベルの標準化

各事業所BCP計画策定実施。 BCP委員⻑ によ

り 各事業所確認。 今後も 改定と 職員周知を課

題と し ていく 。 。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

新型指定感染症発症時

のBCM 見直し

新型コ ロナウイ ルス等指定感染症が発症

し た場合のBCM の見直し 、 より システム

化を目指す。

感染症対策委員会で委員⻑ より 見直し 。 各事

業所作成完了。 見直し は継続

他法人発症時の物資等協力体制 本部職員協力により 、 物資協力実施。

災害時の連携協力につ

いて

災害時の連携協定の継続と 他法人と の情

報交換

北海道災害派遣チームD-WAT４ 名登録を実

施。 北海道の研修終了。 他法人と の情報交換

は未実施

感染症発症時の他法人への物資提供や応

援システムの確立

北海道介護職員派遣事業により 、 ２ 法人５ 名

ク ラ スタ ー施設に派遣。 北海道の派遣要綱に

より 実施し ている。

安心し て働ける職場

リ スク マネジメ ント に

より 事故分析をし っ か

り と 行い、 利用者およ

び職員双方のリ スク を

減ら す

法人リ スク 委員会におけるリ スク マネジ

メ ント の再構築

リ スク 委員会で気づきメ モの集計は実施し

た。 リ スク マネージャ による専門的分析は実

施でき ていない。 サイ ボウズにてリ スク 委員

での情報交換は実施。 RCA分析手法について

は、 リ スク 委員会で資料開示し ている。

リ スク マネージャ ーによる専門的事故対

策と 対策提案システム

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

安全に働ける職場 交

通事故を減少さ せる。

ド ラ イ バーズチェ ッ ク の分析 ド ラ イ バーズチェ ッ ク 実施。

事故分析による職員への注意喚起

事故件数が少ないため分析はできないが、 自

動車保険の契約時減額の数値を全体に周知。

啓蒙し ている。 また、 安全運転管理者から の

安全周知も 実施。 異常降雪による短期間での

接触事故増加に対する対応が遅く 、 件数が増

加し た。



４ ． その他

イ ンシデント 報告

①タ イ ヤ交換不備 ナッ ト の増す締め忘れ 全員に複数確認指示により 結果良好

②整備手配ミ ス リ ース入替予定車輛に車検実施 ダブルチェ ッ ク 体制で結果良好

③ろ 過装置操作不備 バルブ対応不備により 配管破損 再発防止ミ ーティ ング実施 結果良好

労災 無し



令和３ 年度 利用相談センタ ー 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

２ ． 地域福祉の推進を 図る取り 組み

訪問活動
養護学校関係、 相談支援事業所、 ご家庭へ訪

問し ニーズの調査を実施し ていきます。

コ ロ ナ感染対策により 訪問は実施でき ていないが、

事業再編に伴う 案内を 送付し 個別ケース等の問い合

わせ対応を 行っ た。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

障がい福祉サービス

申請代行業務

施設入所者のサービス更新、 変更、 障がい支

援区分の更新申請、 法人内での施設間異動、

グループホーム利用者の居宅等のサービスを

本人から の依頼に基づき申請を代行し ていき

ます。

障がい福祉サービ ス以外の申請業務と し て、 3月に交

通費助成（ タ ク シーチケッ ト ） 154件、 4月に青い鳥

郵便葉書の申請153件を期限内に行っ た。 また、 令和

3年度は、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症に対する 非課税

世帯を 支援する ための臨時特別給付金の申請業務を

入所利用者様158人分を3月に行っ た。

利用契約業務
家庭訪問をし て家庭状況などの利用者を取り

巻く 環境を確認の上で契約を行います。

各事業所の管理者、 サビ 菅、 ジョ ブの移転に伴う 事

業内容の変更箇所があり 重説データ の更新を その都

度行っ た。 また、 監査で指摘のあっ た協力歯科医院

の追記、 身体拘束の適正化についても 重説に追記を

行っ た。 令和4年度の通所事業再編に伴う 契約書と 重

説の取り 直し を 3月に約220人分対応し た。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

サービス調整会議
法人内事業所間の状況把握、 今後の事業の方

向性を全体共有し ています。

通所事業の再編については、 関係事業所で集まり 半

年間かけて利用者動向の把握と 業務内容の整理に努

めスムーズな対応を行っ た。

新規契約件数は41件、 退所手続件数は27件実施し た。 また、 見学者の対応は全体で67件（ 個人62件、 団体5件） と

予定通り に実施でき ない見学・ 実習も 多く 再調整に関わる業務が多く 発生し た。

利用者の動向においては、 居住系利用者の動き が例年になく 多い年であり 、 事務局と し て事務局調整会議と 入居

なっ た。 利用者の実習受け入れ件数は、 全体で36件（ 養護学校関係15件、 私的実習21件） と なっ た。

例年に比べると コ ロナ感染症対策のため、 見学や実習の受け入れについてはと も に大き く 制限がかかっ た状況であり 、

より 取り 組み始めた。

また、 新規利用者の契約業務においては事業所職員と 一緒にご自宅に訪問するこ と を基本と し て対応し た。

者選考委員会を各3回ずつ開催し 公平性を持っ た対象者の候補を確認でき るシステム作り と 委員会の開催を令和3年度

こ のこ と により 、 令和4年度の契約業務においては通所利用者約220名の契約は自動更新と せずに取り 直し の対応を

3月に行っ た。

下半期については、 通所事業再編に向けて事業所と 連携を 図り 調整会議を 開催するこ と で利用者動向の把握に務めた。

通所事業再編と 身体拘束の適正化の整備において、 契約書と 重説の改訂が必要であっ たため改訂版を作成し た。



３ ． 災害に強い法人づく り

４ ． 魅力ある法人づく り

入所者選考委員会

入所対象者決定の公平性、 客観性を確保する

と と も に、 施設入所支援の必要性が高い方が

適切に施設入所できるよう にし ていきます。

令和3年度はと みがおか1回、 グリ ーン パーク 1回、 共

栄1回の合計3回の選考員会を 事務局担当と し て開催

し た。 選考委員会の実施にあたっ ては、 各事業所の

ヒ アリ ン グと 地域のニーズを 確認し 入所判定会議

シート を 作成し た。 選考委員会実施による 新規利用

者3名の方が入所・ 入居し た。 選考委員会を 経て入所

のご案内を 行っ た後、 検討に時間を 要する ケースが

発生し ている ため、 利用者の日頃から の情報収集と

整理には今後の課題が残る も のと 思われる 。

短期入所調整

個々のニーズに合わせた短期入所の利用調整

を行い、 利用者と ご家族の生活を支えていき

ます。

短期入所再開に向けては、 各事業所の方針を 確認す

る打ち 合わせを 実施し ながら 受け入れについての調

整を 整えて保護者に連絡を 入れている 。 今後、 受け

入れについてはモニタ リ ン グを 実施し ながら よ り 良

い短期入所の受け入れ調整を 進めていく 。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

楽し い職場つく り

職員が、 企画・ 立案・ 実行するこ と で自己達

成感を感じ ら れ、 仕事に対する熱意を持てる

よう にし ていきます。

サイ ボウズにて「 利用相談セン タ ーでございます」

を上半期2回と 下半期2回の年4 回発信し 、 部署の役割

や業務内容を 広く 知っ て頂ける よ う に努めた。 利用

相談セン タ ーの機能や役割を 法人全体に発信する こ

と で、 よ り 責任を 持っ て業務に取り 組む姿勢へと 繋

がっ ている 。 今後は、 事業所へ直接訪問し て福祉

サービ スの制度や相談員と し ての業務の説明を 行え

るよ う に検討し ていく 。

「 苦情解決事業」 の規定通り 、 定例委員会を

年2回開催し ます。 苦情解決に仕組みを整備す

る事で、 ご本人の権利保護と 事業者のサービ

スの質の向上を目的と し た仕組みの改善に結

び付けていき ます。

9月と 3月に定例委員会を 事務局担当と し て開催し

た。 感染症対策により 、 全員揃っ ての対面会議の実

施と はなら かっ たが、 書面決裁にはせずにZoomを

使っ ての開催と し た。 3月開催の際には、 北広島デイ

セン タ ーの苦情案件が1件あっ た為、 苦情受付書の作

成を 行っ た。 今後は、 事業所のサービ ス向上を 目指

し た内容に発展でき る よ う な気づき メ モの活用や話

し 合いの場が必要になる こ と が予想さ れる 。

災害時の支援

利用者のサービス利用が多岐にわたるこ と も

あり 、 利用者や事業所の相関図を作成し てい

き ます。

利用者の計画相談を活用し 、 利用し ている サービ ス

や事業所の把握に結び付ける 情報方取集を 行っ てい

く 。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

苦情解決事業



働き やすい環境つく り

相談業務に取り 組む環境改善について検討

し 、 相談業務に必要なケース検討も 行いやす

い環境を整えていきます。

個人情報の観点から 、 机の配置を 変更し た。 今後も

ケース検討が活発に行える 環境を 整えるこ と と 、 利

用者の情報管理については改善の必要がないかを

探っ ていく 必要がある と 感じ ている 。



令和３ 年度 機能訓練センタ ー 事業報告 

【 令和3年度を終了し て（ 総括） 】

【 令和3年度実績】

職員相談 利用者相談 訓練 評価

と みがおか 14 70 8 50

共栄 21 169 61 101

就労センタ ージョ ブ 0 4 0 2

北広島デイ センタ ー 7 33 2 21

北広島セルプ 5 9 0 2

グリ ーンパーク 北ひろ 6 20 8 8

つなぐ 4 0 0 1

東部緑の苑 3 3 0 0

デイ サービスセンタ ーヴェ ール 6 6 0 5

本部関係 6 1 0 0

72 315 79 190

リ フ ト 検定（ レク チャ ー含む）  23件

コ ラ ム ４ ７ 件

福祉用具修理申請関係（ 機能訓練センタ ー内）  220件

外部への講習、 デモ等 209件

看取り のへ介入 34件

【 令和３ 年度事業計画４ 月～3月の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

目標 取り 組み・ 行動計画

ノ ーリ フ ト ケア・ 福祉用具について理解

し ながら 利用者と 職員が支援の負担軽減

に努めていく 。

各事業所から の相談対応行い必要に応

じ た福祉用具の普及と 負担軽減に努め

る。

『 身体機能』 『 ノ ーリ フ ト ケア』 『 終末期ケ

ア』 を 基本に各事業所と の調整を し ていく 。

各事業所の利用者と 職員が健康で生活でき

るよ う に助言と サポート を する。

0

2267

0

369

0

146

4336 件

令和3年度も ,昨年同様にコ ロナ禍での訪問の困難さ を抱えて開始し たが、 法人内のフ ェ ーズ等の変更に合わせ、 訪問、 対面での身体評価環境評

価等が行えたこ と で根拠ある支援への提案が充実し ていた。 福祉用具の活用も 増加傾向にあり 利用者、 職員の身体的負担軽減を推進するこ と

が出来た。 共栄での看取り については事業計画に基つき 、 身体変化に合わせた、 支援提案を実施するこ と ができ た。 その際に、 外部業者と の

関係性の中で、 法人、 機能訓練センタ ーの事業に賛同頂き 、 無償での電動ベッ ド 、 心拍等をベッ ド 上で測定可能なセンサー、 自動で体位交換

が可能なマッ ト レスのレンタ ルし て頂き 、 利用者生活の質の向上に繋げる取り 組みが出来た。 職員についても 、 緊急時に駆けつける体制（ 臨

時） や環境整備、 身体介助方法を 提案をし 、 精神的、 身体的な負担軽減につながっ たと の声を頂いている。 他の法人にはない、 機能訓練セン

タ ーが多く の利用者・ 職員にと っ て死の直前まで相談し たり 頼り にし て良いこ と を理解し て頂けたこ と が今年度と し て大き な成果だと 考え

る。 ノ ーリ フ ト ケアの推進については、 法人外部にも 活動が広がり 、 北海道医療大学より 講師依頼、 社会福祉法人光風会での福祉用具のレク

チャ ー、 身体評価の依頼があり 、 大き く 飛躍し た1年と なっ た。 次年度は多く の方に施設を利用し ても ら い運用の幅を広げていき たいと 考えて

いる。

貸し 出し 物品

564

機能訓練専門委員会、 各事業所の

役職と 連携し 個別支援計画等と リ

ンク し 、 調整を行っ た。

122

進捗状況

コ ロナ禍で事業所訪問が減少傾向

にあっ たが、 要望等を聞き 取り 適

切なデモの導入等を通じ て負担軽

減に努めた。 外部機関への介入も

多く 発展し た1年と なっ た。

0

868



２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

３ ． 災害に強い法人づく り

目標 取り 組み・ 行動計画

ノ ーリ フ ト ケアコ ーデイ ネータ ーベー

シッ ク 養成準備

日本ノ ーリ フ ト 協会と 法人の連携

継続介入者にはリ ハビリ テーショ ン計画

書を立案し 推進する。 また相談対応を行

い、 職員と 考えながら 職員育成に繋げて

いく 。

各事業所と 連携し 機能評価、 運動の提

案、 シーティ ング、 ポジショ ニングを

計画し ている。

幼少期から 終末期に至るまでにラ イ フ サ

イ ク ルに合わせた支援提案を推進し てい

く 。

現状評価から 根拠ある支援を提案し て

いく 。

法人職員の身体を守り 、 利用者に安心な

ケアを提供するためノ ーリ フ ト ケアの導

入・ 統一を図る。

利用者と 職員の腰痛対策と 事業所職員

の支援の技術の統一を目指し 普及さ せ

ていく 。

新規拠点の機能訓練センタ ーにおいて利

用者と 地域開放に向けての準備。

企業と の連携と 地域住民に向けた出前

講座の実施。 プレイ ルームに向けた準

備。

障害特性、 年齢、 安全性、 利便性

を考え、 構造、 物品の選定を行

い、 満足間のある施設と なっ てい

る。

日本ノ ーリ フ ト 協会北海道事務局設立準

備。

日本ノ ーリ フ ト 協会と の連携と 協会会

員事務所と の連携（ 北海道全域）

日本ノ ーリ フ ト 協会北海道支部設

立。 機能訓練センタ ーが事務局と

なり 、 法人内のノ ーリ フ ト 関係を

統括し ていく 。

ノ ーリ フ ト ケア普及事業 月1回のノ ーリ フ ト ケアコ ラ ムの発信。 各

事業所職員へのリ フ ト 検定資格の普及。 法

人職員への腰痛予防対策の発信。

コ ラ ムの発信を月1度以上発信中。

リ フ ト 検定はレク チャ ーも 含め実

施し ている。 （ 合格者９ 名） 大学

への講義、 法人外への講習、 デモ

の貸し 出し 等も 増加し ている。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

利用者のサービスの提供中

を想定し た災害訓練と 災害

訓練の取り 組みをし てい

く 。 法人と 地域の災害時に

おいて避難場所と し ての準

備。

災害訓練の実施。 地域の災害時での避難場所

と し ての準備を進める。

災害時訓練を共栄と 合同で実施し て

いる。

養成講座の準備と し てベー

シッ ク ・ アド バンス資格の取

得を終えている。

進捗状況

コ ロナ禍で対応困難で

あっ たため、 相談対応に

切り 替え対応し た。

今年度は看取り への介入も あ

り 、 状況に合わせた支援の提

案や環境整備等を実施し た。

ラ イ フ サイ ク ル、 身体状況を

踏まえた対応を実施。

各事業所のノ ーリ フ ト 計画に

基つき 、 必要時には修正をし

ながら 実施し た。



４ ． 魅力あふれる法人つく り

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

職員育成 委員会内での勉強会や役割分担や

リ ーダーをつけ責任ある業務を行っ

ている。 コ ロナ禍のため資格取得に

ついてはR4年に変更。 （ ベーシッ ク

資格）

機能訓練専門委員会を中心に各事業所への

ノ ーリ フ ト ケアの実施。 ノ ーリ フ ト ケアコ ー

デイ ネータ ーの資格取得。

職員自身での目標と 事

業所での目標に向か

い、 法人に貢献し てい

き 自身の達成感に繋げ

ていく 。

日々の業務を振り 返り を行い職員の提案事項

を形に出来るよう に具現化し ていく 。

朝夕のミ ーティ ング

を主体と し チームと

し ての意見交換を積

極的に進めていく 。

事業所の専門性を活かし た日々の細かい情報

共有の実施。

朝会・ 夕会の中で情報共有の実施が

出来ている。

日々のミ ーティ ングにて提案を促し

業務に反映し 形にし ている。
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令和３ 年度 と みがおか 事業報告    

【 令和３ 年度を 終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度稼働状況】

１ ． と みがおか （ 施設入所支援）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 80 30 98.7%

5 80 31 98.7%

6 80 30 98.8%

7 80 31 98.8%

8 80 31 98.8%

9 80 30 97.9%

10 80 31 99.0%

11 80 30 99.3%

12 80 31 98.8%

1 80 31 98.1%

2 80 28 100.0%

3 80 31 99.7%

98.9%

２ ． と みがおか （ 生活介護）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 80 22 98.6%

5 80 23 98.8%

6 80 22 98.8%

7 80 23 98.7%

8 80 23 98.8%

9 80 22 98.0%

10 80 23 98.2%

11 80 22 98.6%

12 80 23 99.1%

1 80 23 99.7%

2 80 20 100.0%

3 80 23 99.6%

98.9%

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

1,760 1,735 入院者１ 名

1,724 入院者１ 名

1,736 入院者１ 名

1,807 入院者１ 名

1,760

1,840 1,823 入院者１ 名

1,840 1,834

1,840 1,817 入院者１ 名

1,760

入院者１ 名

2,480 2,449 入院者1名

2,480 2,447 入院者１ 名

2,400 2,370 入院者1名

合計

2,480 2,449 入院者1名

2,400 2,350 入院者1名

合計 21,520 21,280 入院者１ 名

1,817

・ 稼働率は安定し ている状況。

 現在は9割の利用者がマスク の着用が出来るよう になっ ている。

・ 事業計画に関し ては概ね計画通り に運営出来ている。 感染症状況により 、 内容が異なる項目も

 あっ たが、 現在の感染症状況に見合っ た代用の対応が行えている。

～コ ロナウイ ルスによる帰省自粛、 一方で⻑ 期入院利用者は変わら ず。

・ 感染症と 向き 合いながら 生活し ていく 上でマスク 着用が不可欠と なっ ている。 支援を 通じ て

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

2,400 2,369 入院者1名

入院者１ 名

1,760 1,738 入院者１ 名

1,840 1,816 入院者１ 名

1,840

1,840

2,480 2,454 入院者1名

2,400 2,382 入院者1名

2,480 2,450 入院者1名

2,480 2,433 入院者1名

2,240 2,240 入院者1名

2,480 2,472 入院者1名

29,200 28,865 入院者1名

1,600 1,600 入院者１ 名

1,840 1,833 入院者１ 名



【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を 追求する事業展開

栄養ケア ICFを 用いた支援

・ 支援員、 看護師、 栄養士によるチーム支

援

～疾病と の付き 合い方と 意思決定

食事支援

多職種による栄養ケア

（ 摂食嚥下）

豊かな食事にむけて

・ 機能訓練センタ ーと のモニタ リ ング

・ 就労センタ ージョ ブと 協力し 、

 誕生日ケーキプレ ゼント

余暇支援
パート イ ベント 企画

全体行事

・ 感染症により 、 内容の変更はあるが、

 資源や職員の発想を 活かし た行事の

 立案。

～新たな楽し みの構築（ テイ ク アウト 、

 デリ バリ ーサービス）

社会参加を 目的

と し た生活介護

プログラ ム

畑作業

公園管理

創作活動

・ 活動の成果（ 創作、 野菜） を 通じ て

 社会（ 他事業所） と の交流。

・ 公園管理活動（ 除雪、 冬囲い）

ノ ーリ フ ト ケア推進
・ 福祉機器（ 歩行器） の活用

～個々の利用者に合わせた選択肢の拡大
利用者の人生のサポート

ラ イ フ スタ イ ルの追求
地域移行支援

意思形成支援

・ 地域移行会議

～居住系事業所、 利用相談センタ ー

 と の情報共有

・ グループホームの生活を 想定し た

 疑似体験【 感染症流行の為、 事業所

 内にて実施】

・ 新し い経験、 体験から 利用者の意思

 の形成を 行う

権利擁護

職員育成

実践報告

身体拘束適正化に向けた支援

資源の活用

・ 自己選択に向けた支援の可視化

～婦人科検診における自己決定

～コ ロナ禍でも 出来る自己決定

・ 医療行為による身体拘束の改善

～余暇活動の応用

～心の準備の支援

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況



２ ． 地域福祉の推進を 図る取り 組み

３ ． 災害に強い法人づく り

４ ． 魅力ある法人づく り

衛生管理 OJTの実施

・ 6月～新人職員面談

・ 7月～人事考課面談

・ 8月～人事考課面談

・ 9月～新人職員面談

・ 12月～人事考課面談

・ 1月～人事考課面談

・ 3月～職員面談

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

支援の専門性を高める 強度行動障がい従業者養成研修 ・ 今年度終了者～５ 名

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

防災 BCM 計画に基づいた運営 ・ 備蓄等の確認

職員育成 事業所内研修

・ ７ 月～虐待防止研修

・ 7月～感染症委員会

・ 9月～意思決定支援研修

・ 10月～健康リ スク 研修

地域資源の活用 出張販売・ 理容等の依頼

・ おかし のたにぽん、 理容のディ ス

 カ ウント 協力のも と コ ロナ禍における

 社会と の連携

地域と の連携
農福連携

イ ンタ ーンシッ プ受け入れ

・ 施設外就労実施（ 佐藤農園）

・ イ ンタ ーン受け入れ継続中

行政と の連携 市役所と の情報交換 ・ 選挙に向けての情報交換

医療と の連携
医療ケアの構築

看取り 援助の理解

・ 訪問診療の活用

・ 医療行為、 治療方法の調整

～事業所での採血、 点滴治療

 利用者の意思決定の伝達

・ 看取り 実践報告

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

チーム形成

健康管理

し まニチュ ード の実践

女性活躍推進委員会の実践

リ スク 委員会

排泄ケア委員会

・ 心理的安全性の波及、 実践

・ 薬による副作用を 考慮し 、 睡眠、

 排泄にも 通ずる支援の構築



５ ． その他

よろ こ びの追求 実践報告集作成

・ 意思決定支援委員会、

 権利擁護委員会にて

 実践報告集作成。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況
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令和３ 年度 共栄 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度稼働状況】

１ ． 共栄（ 施設入所）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 77 30 101.1%

5 77 31 100.8%

6 77 30 102.1%

7 77 31 101.2%

8 77 31 101.3%

9 77 30 100.5%

10 77 31 100.5%

11 77 30 100.9%

12 77 31 101.0%

1 77 31 100.0%

2 77 28 100.3%

3 77 31 99.7%

100.8%

２ ． 共栄（ 生活介護）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 77 22 99.8%

5 77 23 100.6%

6 77 22 102.5%

7 77 23 101.1%

8 77 23 100.4%

9 77 22 99.6%

10 77 23 100.8%

11 77 22 100.9%

12 77 23 99.6%

1 77 23 99.2%

2 77 20 99.0%

3 77 23 99.6%

100.3%

2,322

1,737

1,771

2,387 2,416

28,105 28,326

2,387 2,387

2,156 2,163

2,387 2,379

2,387

2,387 2,418

2,310

1,756

事業計画の柱である『 ノ ーリ フ ト ケア』 及び『 看取り 援助の実践』 においては、 年間を通し

利用者の身体介護が増えている共栄と し ては労災件数は、 ２ 件の実績と なっ ている。

共栄の看取り 援助と し て女性1名の利用者を本人の希望通り に看取る事が出来ている。

尚、 下記の5.その他の項目にて事故の発生状況及び行政の内部監査報告等を載せている。

実施。 具体的には、 職場内へ宣言書を掲げ管理者と 現場間において『 職場環境作り 』 と 『 利用者

個々へ合っ た福祉用具の提供』 をする事で利用者と 職員の相互に負担のない支援を目指し てき た。

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

2,310 2,336

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

1,694 1,691

1,782

1,694

2,387 2,406

2,310 2,359

1,790

1,771 1,764

合計 20,713 20,769

1,771 1,778

1,694

1,771 1,786

1,694

1,771

1,687

1,710

1,771

1,771

2,399

2,310 2,331

2,387 2,410

1,540 1,524

合計

1,764



【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

ボラ ンティ アと 実

習生の受け入れ

積極的な受け入れにより 社会資源と し て

の理解促進を図る。

新型コ ロナウイ ルスにより 感染症対策の

為、 外部から のボラ ンティ アを受け入れる

実績はなかっ たが、 市内の大学と の連携に

より 事業者へイ ンタ ーンシッ プ生と いう 形

で現場へ10名受け入れる事が出来た。

看取り 援助ケア

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

排泄ケア

おまかせう んチームと の連携を実施し 、

利用者個々に合っ た排泄ケアを支援し 実

施し た。

法人の排泄ケア（ おまかせう んチーム） を

基本と し て年間の利用者の下剤の使用等を

減ら し ながら 排泄に関し てのリ ズムや量な

どをの調節を看護ステーショ ンと 連携を図

り ながら 自然の排泄を追求し 取り 組んだ。

権利擁護（ 根拠の

ある支援の定着）

意思決定支援及び、 不適切な支援を起こ

さ ない為の事業所内における研修等を実

施し た。

事業所内の権利擁護委員会を中心に管理者

を始め利用者の思いの汲み取り を継続し て

き た。 また、 日々の聞き 取り を継続し なが

ら 4年度の事業計画において権利擁護プロ

ジェ ク ト を立ち上げ、 日々の支援を検証し

ていく 。

看取り 援助推進室と の情報共有及び協力

体制の実施。 保護者への看取り 援助に対

する説明と 意思確認を実施し た。

看取り 援助推進室と 連携をし て事業所内の

高齢期プロジェ ク ト が中心と なり 、 2月に

障がい分野と し て初の看取り 援助を実施し

た。

ノ ーリ フ ト ケアを通じ て職員の腰痛予防を

実施し た。 具体的には支援に入る前におい

て『 こ れだけ体操』 の実施と 月1回のノ ー

リ フ ト 会議にて利用者と 職員の支援方法を

洗い出し ながら 全職員に腰痛予防と し ての

ベルト の配布と 必要な利用者へは、 福祉用

具の対応と 準備を積極的に実施し てき た。

ノ ーリ フ ト ケアの

実践

事業所にノ ーリ フ ト ケア宣言を掲げ、 利

用者と 職員の相互に負担のない介護と 腰

痛予防の実践及び職場環境作り を実践し

た。



３ ． 災害に強い法人づく り

４ ． 魅力ある法人づく り

４ ． その他

③感染症の集団発

生状況
1件

1月にて男性パート で10名のノ ロウイ ルス

感染症を発症し 、 パート 閉鎖をし た。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

上半期は、 防犯対策に不十分な点があり 職

員のロッ カ ー以外にも 現場内に鍵付き の貴

重品入れを用意し て職場環境の整備に努め

た。

感染症対応の職員周知及び、 防犯、 防災

に向けた情報発信を実施し 、 利用者と 職

員の安全確保に努める。

災害、 防犯、 感染

症への対応

入職から 数年経過し た職員も 安心し て働

けるよう に面談を通し て、 聞き 取り を行

いながら 情報の共有を実施し た。 また、

異動職員に対し ても パート ナー制を実施

し て孤立化さ せない対応と 業務へのス

ムーズな取り 組みが出来るよう に職場環

境の整備を実施し た。

働き やすい職場環

境の整備

具体的には再度、 職員に対し 業務の明確化

と 役割を再確認し ても ら い、 プロジェ ク ト

での自ら の提案と 実施に達成感を感じ ても

ら いながら 職場環境を変えていく 事に取り

組んでいる。

⑦行政監査の結果 事業所サービスに対し て、 石狩振興局より 文書にて適正に執行と の返答あり 。

10月25日10時30分に石狩振興局の実地指導を実施済

②虐待・ 身体拘束

の状況
0件

福祉用具を使用し ている利用者と 保護者か

ら 同意書も ら い、 事業所内での月1回福祉

用具の使用状況記録を管理し てモニタ リ ン

グをし ている。

4月→1件（ 裂傷）  5月→1件（ 裂傷）

6月→1件（ 裂傷）  9月→2件（ 薬・ 骨折）

11月→1件（ 裂傷）

➀事故の発生状況 6件

④車両事故の発生

状況
0件 今後も 継続し 啓発に努める。

⑤労働災害の状況 ２ 件
➀利用者支援にて腕を捻ら れる。

②利用者の身体介助にて両腕の肉離れ

⑥内部監査の報告
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令和３ 年度 就労センタ ージョ ブ 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度稼働状況】

１ ． 就労センタ ージョ ブ（ 就労継続B型）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 34 22 128.1%

5 34 23 106.9%

6 34 22 133.8%

7 34 23 123.3%

8 34 23 105.5%

9 54 22 80.7%

10 54 23 79.8%

11 54 22 78.2%

12 54 23 78.6%

1 54 23 72.4%

2 54 26 54.8%

3 54 23 79.0%

88.1%

２ ． 就労センタ ージョ ブ（ 就労移行支援）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 6 22 48.5%

5 6 23 49.3%

6 6 22 33.3%

7 6 23 32.6%

8 6 23 27.5%

9 6 22 33.3%

10 6 23 32.6%

11 6 22 33.3%

12 6 23 34.1%

1 6 23 34.1%

2 6 26 24.4%

3 6 23 31.9%

34.4%

138 38

132

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

132 64

44

44

138 45

132

138 47

138 47

68

132 44

138 45

138

・ 11月に無事移転を終えている。 市内限定ではあるが、 送迎を開始し ており 、 ８ 割の方が送迎を

プレオープンを実施し 、 準備を進めるこ と ができ た。

・ 材料費含めて物価の上昇に伴い、 弁当価格、 GHの食事価格を見直し 、 ４ 月より 値上げを行う 。

令和4年度に7名の利用者の確保を行う こ と ができ ている。

利用し ている。

・ 4月のレスト ラ ングラ ンド オープンに向けて、 製造部門の試作を行ないながら 、 法人職員向けの

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

748 958

782 964

782 836

1,242 991

1,188 929

1,242 976

1,242 899

1,404 770

1,242 981

12,590 11,089

パンの価格変更も 行う 予定である。

・ 9月に事業所の定員の変更を実施。 40名定員を、 60名に変更し て利用者の確保を行う 。

156 38

138 44

合計 1,650 568

748 1,001

合計

782 825

1,188 959



【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

新規利用者の獲得

利用相談センタ ーと 連携し 高等養護学 校

や就労相談事業所にむけて、 移転後 の案

内やPR活動を行います。 また、 私的実習

や体験会の機会を増やし 、 利用に繋げて

いき ます。

・ 7名の新規利用者を各所の協力をいただ

き 、 利用につながっ ている。 私的実習や学

校実習生を積極的に受け入れ、 今後の利用

につなげていく 。

安定し た稼働率の

確保

利用者が仕事に誇り をも っ て休まず来 ら

れるよう に、 し まニチュ ード の考え方 で

ある「 見る・ 触れる・ 話す」 を実践 し て

いき ます。 全体の平均稼働率115% を目指

し ます。 利用者のケースに職員全体で向

き 合 い、 根拠ある実践ができ る職員集団

を 目指し ます。 そのためにも 、 関係機関

や専門職と の連携体制を強化し ます。

9月より 、 定員を60名に変更し ている。 そ

の後も 、 利用者はほぼ休むこ と なく 通所で

き ているが、 12月・ 1月の雪害での公共交

通機関の運休に伴い、 市外の利用者が通所

し てこ れず人数が減少し ている。

利用者のケースについて、 部門ごと 把握で

と どまっ てし まい、 全体職員での検討に至

ら なかっ た。

し まニチュ ード の「 見る」 「 話す」 「 触

れる」 を用い、 優し さ を伝える支援を実

践し ます。 職員同士、 「 思いやり 」 を持

つコ ミ ュ ニケ ーショ ンを進めます。

・ 作業の合間を見て、 利用者と の面談を実

施。 作業し ながら の会話ではなく 、 環境を

変えて面談を行う こ と により 、 「 見る」

「 話す」 を行いながら 、 本人の思いを傾聴

するこ と を継続し ていく 。

し まニチュ ード の

実践

企業等への就職

一般就労に向けた講習プログラ ムを提 供

し ます。

法人の就労支援マニュ アルの活用 *画一

的なプログラ ムと セレク ト 講習 を組み合

わせ、 有期限の中で成果を出せる仕組み

をつく り ます。

 今までの雇用先と のつながり を大切に し

ていき ながら 、 職場への定期訪問な ど定

着に積極的に取り 組みます。

  

・ 雇用先への訪問・ 雇用契約の継続等の手

続き など、 企業と 確認を行いながら 訪問等

を実施。 今後も 企業や相談支援事業所等と

連携を継続し ていく 。

権利擁護への高い

意識レベルを持つ

取り 組み

・ 権利擁護を全ての支援の基本に捉える

チームづく り をする。 その実践の振り 返

り を通し て実践力の向上を図り ます。

・ 権利擁護ミ ーティ ングを月1回開き 不適

切支援への気づき の向上を図り ます。

・ 権利擁護研修に職員参加を行い、 権利擁

護会議の時間に周知を行なっ ている。

・ 不適切な支援につながり かねない事象な

どをユニッ ト 内で話し 合い、 権利擁護ミ ー

ティ ングで周知し ている。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況



２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

３ ． 災害に強い法人づく り

３ ． 魅力ある法人づく り

ノ ーリ フ ト ケアの

推進

事業所内のノ ーリ フ ト ケア計画を作成し

ます。 作業環境面の確認を行い、 機能訓

練センタ ーと 連携を図り 、 腰痛予防に努

めていき ます。 また、 新規建物内の作業

環境についても 安全に配慮さ れた、 身体

にやさ し い環境を作り 上げます

・ 数名ではあるが、 機能訓練センタ ーに協

力を頂き 利用者さ んの階段昇降の方法等ア

ド バイ スを頂いている。 腰痛予防体操を利

用者と 一緒に実施。 今後も 継続し ていく 。

職員の知識向上

目標管理シート 等の面談を通し て、  自己

研鑽に努めている項目を確認し て、 職員

の研修派遣でき る機会を増やし ます。

有給休暇の取得

働き やすい職場である為に、 リ フ  レッ

シュ 休暇以外でも 有給休暇を 取得でき る

よう に80% 以上の取 得を目指し ます。

研修派遣を実施し ている。 研修後職員会議

の場で報告を行い、 他職員に周知し てい

る。

有給取得率は、 86％で、 ５ 日以上の日数を

取得でき ている。 今後も 継続し ていく 。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

防災対応の準備

法人のＢ Ｃ Ｍに基づき 、 マニュ アルの整

備と 年2回計画的な防災訓練を実施し ま

す。

備蓄品の準備と 管

理

事業所内の災害用備蓄品を準備し ま す。

新型コ ロナウイ ルスをはじ めと す る、 流

行性感染症への予防対策、 初動を迅速に

進めるため、 備品等の確認を定期的に行

います。

・ 災害備蓄の購入には至っ ていません。 移

転に伴い、 非常用発電機が導入さ れ、 停電

時のプレハブ冷凍庫の保存が可能と なる。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

・ 地震から 火災を想定し た防災訓練を２ 回

実施済。 次年度も 継続し ていく 。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

地域と のつながり

農福連携の稼働日数の向上

竹内農園以外にも 、 中村農園と の契約を行

い、 竹内農園終了後も 作業日数を伸ばすこ

と ができ た。

市内農家から の食材確保のため連携を強

化し 、 また必要に応じ て契約するこ と で

地産地消を推進し ていき ます。

・ 市内の農家より 購入さ せていただき 、 弁

当の食材に使用し ている。 食材の契約は行

わず、 食材に使用でき るも のを都度購入し

ている。

ボールパーク への販売

・ パンの販売を実施。 認知度も 高まり 、 固

定のお客様が増えている。 次年度も 依頼が

あり 、 継続し ていく 。



楽し い職場づく り

新規事業に向けて意見交換を行い、  職員

の提案をでき る限り 具現化で き るよう に

職員全員でサポート し  ていき ます。

・ レスト ラ ンのオープンや、 新規事業（ 生

活介護） の準備、 全利用者対象にし た送迎

体制を含めて、 部署間を超えての意見交換

を実施。 今後も 職員の意見を具現化でき る

よう に継続し ていく 。
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令和３ 年度 北広島デイ センタ ー 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度稼働状況】

 北広島デイ センタ ー（ 生活介護）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 60 22 119.5%

5 60 23 110.4%

6 60 22 119.5%

7 60 23 117.0%

8 60 23 113.3%

9 60 22 117.7%

10 60 23 116.5%

11 60 22 112.4%

12 60 23 118.5%

1 60 23 112.8%

2 60 20 90.3%

3 60 23 115.5%

113.8%

DC本体、 ﾁｱﾌﾙ事業停止（ 1/14～17）

1名退所

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

1,320 1,577

1,553 1名入所

1,484

1,380 1,608 1名退所

1,320

1,380 1,635 1名入所

1,380 1,557

・ 新規事業所開設に向けた準備と し て、 3部門編成で展開し てき た。 準備室が設立さ れてから は、

・ 新型コ ロナウイ ルス感染拡大防止による事業停止（ 5月…いんく る5日間、 11月…DCと チアフ ル3日間、

 デイ センタ ー本体と 北広島コ ラ ボ（ R4年度新規事業所） で各支援課⻑ を中心に役割分担し 展開

 する事で令和4年度を見越し て準備を進めるこ と ができ た。 （ 以下、 デイ センタ ーをDCと 記す）

1,524
いんく る事業停止（ 5/10～14）

2名退所

1,320 1,577 1名退所

1,380 1,615

1,380

1,380 1,564 1名入所

1,320

1,200 1,084 Ｄ C本体一部活動室閉鎖（ 2/10～17）

1,380 1,594

合計 16,140 18,372

 解決第三者委員会で報告し 、 見守り カ メ ラ の設置や利用者へのアンケート について進めている。

・ コ ロナ陽性者が判明し た際の対応は、 法人内の危機管理部、 看護師と も 連携し 事業所や活動室の

 部分閉鎖、 PCR検査等の対応により 、 令和2年度のよう な大き なク ラ スタ ー（ 利用者33名と 職員

 16名の陽性者、 事業停止3週間） までには至ら ずに事業を再開でき た。

・ コ ロナ禍での短期入所も 利用相談センタ ーと 受け入れ先の事業所（ グリ ーンパーク 北ひろ 、 共栄）

 と 調整し 、 利用者状況の引継ぎや必要に応じ てDC職員が遅番、 早番対応を行なう 事で、 GHでの

 1月…DCと チアフ ル3日間、 2月…DC一部5日間） と 再開後も 濃厚接触者の健康観察期間での

 ポジメ モや事業所内の権利擁護や障害特性の勉強会、 管理職と の定期的な面談などを実施し 、

 欠席と 感染予防の欠席により 稼働率は113.8％と 低下し 、 目標の平均稼働率119％を下回っ た。

・ 利用者入退所では5月に共栄に1名入所、 10月にと みがおかに1名入所。 5月、 6月、 1月に他法人の入所

・ 4月に1名と 年度途中（ 8月、 9月、 1月） で3名が利用開始し 、 年間新規入所利用者４ 名と なっ た。

・ 10月14日に職員が利用者に対し ての暴言による事象発生。 北広島市へ報告し 、 関係者への聞き 取り で、

 心理的虐待と 判断さ れる。 現在、 事業所の対応と し て、 職員がその日の支援を自他共に振り 返る

 施設へのサービス変更で退所者3名で年間退所利用者5名と なっ た。

 再発防止に努めている。 また、 上記の件で対象と なっ たご家族から の苦情・ 要望を法人の苦情

 受け入れが可能と なり 、 緊急性のある4名の利用者の短期入所に応えるこ と ができ た。

・ 利用者家族がコ ロナ陽性と なっ た際、 相談事業所と 北広島市役所と も 連携し 、 支援体制を整える

 こ と で家族を含め本人の服薬や食事などの生活支援ができ た。



【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

①6/18…TEACCH研修（ 1名）

 6/17,24…おがるアド バンス研修（ 1名）

 9/9…サビ管更新研修（ 1名）

 9/24…サビ管更新研修（ 1名）

 10/9,10…実習指導者講習会（ 1名）

 10/12…障がい者虐待防止研修会（ 1名）

 12/11…社会福祉士実習指導者研修（ 2名）

 障がい者虐待防止研修受講者による報告会の実施

 ⇒今後も 職員会議内での報告を継続し ていく 。

②行動援護従事者研修

・ 6/21～24…1名

・ 12/8,9,22,23…1名

 事業所全体では4名の受講ができ た。

 ⇒職員の異動に伴い、 来年度は新たに2名以上を

  予定。

③気付き メ モの積極的な活用と 朝夕会やサイ ボウズ

での発信による統一支援の周知体制が図れた。 ま

た、 活動室毎での利用者ケースは、 都度担当・ 活動

室職員・ 役職者等で検討し 実践する風土体制が整っ

てき た。

⇒利用者送迎後から のケース会議と なる為、 対象職

員の出勤時間を遅ら せる等の工夫を行っ ていく 。

計画的な外部研修（ W EB研修） への派遣と 研修後に

は、 会議等の場で事業所内へフ ィ ード バッ ク する時

間を設ける。

・ 行動援護従事者研修…年間3名

（ 重度障害者支援加算算定要件）

支援の課題は、 その日のう ちに改善策を決め、 夕会

で周知する。 日頃から 端的に議論し 決定する訓練を

行う 。

事業所内各委員会によ

る事業所内の支援実践

の向上と 支援の標準化

を確立する。

職員は事業所内委員会に所属し 、 各委員会での活動

を通し 、 個人の学習やチームでの情報共有を経て、

会議や朝会、 サイ ボウズで、 事業所全体へ波及し 、

実践と 評価を繰り 返し 、 支援の標準化を図る。

事業所内の権利擁護委員会では、 毎月の会議で支援

目標の設定、 評価により 職員の支援意識向上を図っ

てき たが、 10月に虐待事象が発生し 、 事業所の報

告・ 周知体制を整備し 、 管理者面談やポジメ モによ

る職員の思いを吸い上げる形を取っ ている。

⇒令和4年度は取り 組み内容を事業所内委員会と も 検

討し 、 事業所内研修を増やし 、 支援の標準化、 支援

力向上に力を入れる。

リ スク 委員会ではサイ ボウズ内で日常のKYTト レ ー

ニングを実施し た。 職員のリ スク に対する意識付け

に繋がり 、 気づきメ モを上げる風土が作れた。

⇒令和4年度も 継続し 、 事業所内研修などで分析力の

向上を図っ ていく 。

個々職員の専門的な知

識・ 技術の向上と 、 そ

の実践での評価・ 検討

を繰り 返し 、 より 良い

支援を追求する体制の

構築を図る。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

DC本体



２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

関係機関と の連携の強

化を図る。

困難ケースを支援する上で、 関係機関と の情報共有

や検討を積極的に行い、 必要に応じ て相談事業所

に、 はたら き かけてケース会議を実施する。

セルフ プラ ンの場合でも 事業所発信で他機関と の情

報共有や相談を実施し ていく 。 また、 ケースによっ

ては相談事業所と のつなぎを行う 。

9月に利用者の同居家族で新型コ ロナウイ ルス陽性に

なっ たケースを相談事業所みら いと 市役所福祉課と

連携し 、 利用者の服薬支援や食事の配送サービス等

の生活支援も フ ォ ローする事ができ た。

⇒今後も 関係機関と の連携を意識し 、 職員のソ ー

シャ ルワーク 的な支援体制の理解を図る。

地域福祉、 地域貢献活

動を意識し た日中活動

の展開。

日中活動（ 体力活動・ 軽作業活動・ 芸術活動） で、

地域福祉や地域貢献を意識し た取り 組みを行う 。

・ 体力活動…地域ク リ ーン活動

・ 軽作業活動…リ サイ ク ル作業の拡大

・ 芸術活動…交通安全などのポスタ ーの作成

日中活動での地域参加は不足し ていたが、 個別支援

計画で市内の店舗に買い物へ行っ たり など実践でき

た。

⇒令和4年度は、 コ ロナ禍でも 実践でき る工夫をし て

地域参加を取り 入れた日中活動を展開し ていく 。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

安定し た稼働率の確保

を目指す。 （ 60名定員

による平均稼働率

119％）

事業所全体の平均稼働率119％を部門毎で意識化で

きるよう に各部門の実現可能な定員数を設定し 目標

と する。

・ Ｄ Ｃ 本体…部門定員36名

・ チアフ ル…部門定員 5名

・ いんく る…部門定員19名

毎月の部門会議で前月の稼働率を部門毎で確認し 、

職員の意識化を図る。

欠席し た利用者へは担当から 状況確認の連絡を行

い、 ⻑ 期欠席を繋げない。

体調不良での欠席時には症状を確認し 、 感染症によ

る感染拡大が予想さ れる場合には、 自宅静養をお願

いする。

利用者、 保護者に安心し て利用し ても ら えるよう に

月一回の通信の発行や送迎時の丁寧な引継ぎを意識

し 、 事業所状況や取り 組みを伝えていく 。

新型コ ロナウイ ルスの感染拡大防止で事業所または

一部活動室の閉鎖により 、 稼働が下がっ た月があ

り 、 目標の平均稼働率を下回っ た。

退所利用者が5名いたが、 年度途中で新規利用者3名

の獲得や他事業所と 併用し ている利用者が感染予防

の為、 一定期間の当事業所だけの利用があり 、 大幅

な稼働率低下には至ら なかっ た。

欠席さ れた利用者には夕方に様子確認の電話を行

い、 ⻑ 期欠席に繋げないよう 丁寧な支援を心掛けて

きた。

⇒令和4年度も 引き続き 、 ご家族と の連絡を丁寧に行

い、 信頼さ れる事業所を目指す。

館内の環境美化の意識

向上と 徹底。

事業所内に感染症対策委員会を設置し 、 清掃マニュ

アルの整備と 周知徹底を行う 。

日頃から 掲示物による注意喚起や互いに声に出し 、

整理整頓の意識を高める。

事業所内で感染症対策委員会が設定できず、 法人内

委員による発信でと どまっ てし まっ た。 感染症に対

し ては、 事業所内の対策を周知さ せて事業運営を行

い、 5月、 11月、 1月、 2月に新型コ ロナウイ ルス感染

拡大防止の為、 事業所または活動室の一部を停止す

る事があっ たが、 3～5日の閉鎖で抑えるこ と ができ

た。

⇒令和4年度は法人内施設入所看護ステーショ ンや危

機管理部と も 連携し 、 感染防止に取り 組む。



３ ． 災害に強い法人づく り

３ ． 魅力ある法人づく り

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

有休休暇の計画的な取

得やノ ー残業デーの継

続。

管理者は職員の年間取得有休休暇を管理し 年間5日

間を必ず取得する。

上半期終了後、 リ フ レ ッ シュ 休暇、 及び有休休暇取

得に関し て、 取得でき ていない職員へ計画的な取得

を促し ていく 。

毎月給料日をノ ー残業デーと し 、 自分や家族の時間

も 大切にする。

有休休暇の平均取得率は80% を超えた。

事業所独自のノ ー残業デーは、 職員家族にも 周知さ

れ、 普段残業が多い役職者などは意識し てすぐ 帰る

こ と が定着し てきた。

⇒個別支援計画作成時や行事、 年度末などの忙し い

時期にこ そ、 ノ ー残業デーを職員の休養と なるよう

計画的な業務遂行を促し ていく 。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

災害時避難計画の周知

徹底を図る。

事業所内でBCM 委員会組織を設定し 、 災害時の避

難計画を訓練により 見直し 、 事業所職員に周知す

る。

・ 地震避難訓練…年間1回

・ 水害避難訓練…年間1回

・ 火災避難訓練…年間1回

避難訓練の実施だけでは、 事業所内のBCPを職員へ

周知するまでには至ら なかっ た。

⇒事業所内に災害対策委員会を設置し 、 避難訓練計

画及び事業所内研修、 安否確認システムの定期的な

活用により 、 職員の防災意識向上を図る。

感染症対策・ 予防のマ

ニュ アル整備と 職員へ

の周知徹底。

事業所内の感染症対策委員会が中心と なり 、 法人の

感染症対策委員会と 感染症BCPに基づき 、 事業所内

研修や訓練を実践し 、 事業所のマニュ アルの検討、

及び改正を行い、 職員の意識向上と 対策の周知徹底

を図る。

①事業所内研修、 訓練

②感染症対策備品管理

③朝会、 会議での注意喚起と 情報発信

④事業所感染症マニュ アルの見直し

事業所内の法人感染症委員、 Ｂ CM 委員による必要時

の都度発信だっ た為、 ト ッ プダウンの形で終わっ て

し まい、 マニュ アル整備まで職員への周知には至ら

なかっ た。

⇒事業所内に感染症対策委員会と 災害対策委員会を

設置し たこ と で、 両委員会のマニュ アルの整備を実

行し ていく 。

災害時の地域と の連携

づく り 。

事業所から 地域の防災研修に参加する。

ふれあいステーショ ンほっ と と の合同避難訓練を実

施する。

感染防止の観点から 東部防災教室の参加は出来な

かっ た。

ふれあいステーショ ンほっ と と の合同訓練までは実

施でき なかっ た。

⇒感染予防は継続し ながら 、 東部防災教室等の地域

の研修は現場職員も 含め計画的に参加し ていく 。

防災備品の準備と 管

理。

事業所内BCM 委員会が中心に防災備品の準備と 定

期的な管理を行う 。

事業所内のBCM 委員会を設置できず、 法人内委員に

よる在庫確認で終わっ てし まっ ていた。

⇒令和4年度は、 事業所内の災害対策委員を設置し 、

備蓄品及び在庫管理の徹底と 事業所内研修等による

職員への注意喚起を図る。



「 わく わく する楽し い

職場」 づく り を追求す

る。

職員一人一人の価値観を尊重し 、 他職員の努力を賞

賛し 、 感謝でき る職員集団を目指す為、 職員の頑張

り を管理者から 発信するこ と を増やす。

年度開始時に支援の一本柱と 自ら の特技を設定し 、

業務上でその特技を活かせる環境を作る。

年度開始時に職員の特技を支援の一本柱と 共に掲示

し ている。 行事では職員の特技（ 歌や創作、 パソ コ

ン動画編集など） を活かし 、 業務を行なう 事で、 得

意なこ と を周り から 頼ら れる仕事の仕方になり 、 自

然と 職員同士で賞賛さ れる機会が増えた。 担当し た

職員も やる気を持っ て取り 組んでいる姿が見ら れ

た。

⇒令和4年度も 継続し 、 特に1年目の職員は得意なこ

と を活かせる仕事を任せていく 。

自分の考えを話し 易

く 、 相手の考えを肯定

し 聴く 風土をつく る。

事業所内の業務は小グループでの担当制と し 、 4～5

名程度のグループ組織の中で、 定期的な話し 合いの

場を作り 、 同じ 目的を持つチーム内での自分の役割

機能を知り 、 業務上のコ ミ ュ ニケーショ ン能力を身

に着ける。

現場間で相談し ながら 解決し ていく こ と を繰り 返

し 、 職員一人一人が等し く 判断でき る力をつける。

各活動室や事業所内委員会等での小グループでの会

議は、 年代に関係なく 自分の意見を話せる風土に

なっ てき たが、 日常支援の中では言い難いこ と （ 支

援上の指摘など） は、 相手の反応を気にし て言えず

にモヤモヤし ている職員も いた。

⇒利用者の権利擁護の視点での指摘は、 現在はポジ

メ モを活用し 、 モヤモヤで終わら ないよう に役職

者、 管理職が話を行い解決へ繋げている。 今後は現

場間でも 正し く 議論できるよう な風土作り を図る

為、 支援上で相手に改善を求める事と 、 良いと こ ろ

は賞賛し 伝える事を役職者間でも お手本になるよう

実践し ていく 。

社会福祉士、 介護、 保

育実習生が充実し た実

習と 感じ ても ら えるよ

う な環境をつく る。 ま

た、 ボラ ンティ アやイ

ンタ ーンシッ プ制度の

確立を図る。

感染症対策を徹底し た上で、 学校と 連携し ながら 受

け入れていく 。

事業所内に実習生担当を配置し て、 期間中の指導や

相談を担う 。

保育実習でも 他事業所には無いよう な個別の支援や

企画を実践し ても ら い成功体験と し て振り 返るこ と

で、 障がい分野への興味関心を図る。

ボラ ンティ アやイ ンタ ーンシッ プに関し ても 法人内

ボラ ンティ ア委員会と 連携し 、 事業所の体制を整備

する。

実習

・ 8/16～20…

 北海道医療大学3年生 1名（ 社福）

・ 8/17～28…

 国際短大 2名（ 保育）

・ 9/27～10/7…

 北翔短大こ ども 学科 2名（ 保育）

・ 10/12～11/12…

 道都星槎大学3年生 1名（ 社福）

・ 10/25～11/6…

 北翔短大 1名（ 保育）

・ 11/25～12/3…

 北翔短大 2名（ 保育）

・ 2/14～18…

 北星学園2年生 1名（ 社福リ モート ）

実習場所の活動室を固定するなどの工夫を行い、 事

業所内の担当者が中心と なり 実習計画を作成し 、 相

談援助実習（ 基礎実習含む） 3名、 保育実習 7名の

実習生を受け入れて指導し た。 実習生には必要な指

導内容だけでなく 、 有意義に実習ができるよう に担

当職員以外も 積極的に声を掛けてき たこ と も あり 、

保育実習生で障がい者施設に興味を持っ て頂き 、 法

人の採用試験を受けた人も いた。 （ 北広島デイ セン

タ ーで採用）

⇒今後も 学生に法人の取り 組みに興味を持ち、 働き

たいと 思っ ても ら えるよう なワク ワク する実習を実

践し ていく 。



４ ． その他

チアフ ル

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

利用者の「 し あわせ」

と は何か、 常に考え行

動する職員集団にす

る。

・ 各々の利用者の生き てき た物語を大切にする為、

個別支援計画の成育歴既往歴、 お薬情報、 アセスメ

ント シート など常に確認し 更新する。

・ 新し い事への取り 組みによる経験の場、 意思形

成、 意思表出、 意思決定を大切なプロセスと し て毎

日を支援する為に個別の特性に応じ た活動場面を提

供する。

新鮮な経験が積めるよう にフ ラ ワーアレンジメ ント

やアク セサリ ー作り 、 販売などを行い意思形成の土

台を作るなど家庭ではでき ないこ と の内容での取り

組みを行えた。

・ 支援の課題は、 その場、 その日のう ちに改善策を

話し 合い周知さ せて、 早急に対応する。 日頃から 端

的に議論し 決定する意識と 決まっ たこ と を共有し

チームでの支援が出来るよう に朝会・ 夕会での確認

と 業務指示に記入欄を作り 見返すこ と が出来るよう

にする。

夕会、 朝会と 業務指示の欄を活用し 確認し ていく 事

で伝達ミ スなども 減り 統一し て情報を整理するこ と

が出来た。

統一し たチーム支援を

提供する。

保護者の方に信頼さ れ

る活動室にする。

・ 安心し てご利用頂ける様に普段から の活動内容な

どの情報提供、 提案、 ご家庭から の情報収集を通

し 、 利用者の伴奏者と し ての立ち位置を忘れず、 ご

家族にも 寄り 添う 為に毎日の朝会夕会の引継ぎ内容

を確認し 送迎に臨む。

・ チアフ ル通信を月2回発行し 日中の様子や月の予

定をお知ら せする。

チアフ ル通信の発行により 日常の様子が伝わり やす

かっ たが月の予定は見逃さ れるこ と も 多く 書式の工

夫は必要と 考える。

イ ンシデント

レ ポート 報告

イ ンシデント レ ポート 作成において、 事業所内リ ス

ク 委員会での原因分析と 対応の周知。

○イ ンシデント レポート

4月…4件、 5月…3件、 7月…1件、 9月…4件、 10月…

2件、 12月…2件、 1月…1件、 2月…3件、 3月…2件

計…22件

○事故報告書

7月…1件（ 落薬）

9月…1件（ 服薬忘れ）

10月…1件（ 不適切支援）

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況



２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

３ ． 災害に強い法人づく り

職員の自己研鑽の場が

確保さ れ仕事にやり が

いを持てるよう にす

る。

・ 職員は事業所内委員会に所属し 、 重症心身障害者

に特化し た内容ばかり ではなく 、 計画的な外部研修

（ W EB研修） への派遣と 研修後には、 会議等の場で

事業所内へフ ィ ード バッ ク する時間を設ける。

・ 支援に対する根拠を持ち職員の自信と 次のステッ

プへのやる気を持つ為に必要性、 方法についての根

拠など調べ確認し て知識と する習慣をつける。 また

当たり 前に行う 毎日の支援も 必要時には夕会での確

認を随時行い必要な支援か改善が必要か話し 合う 。

zoom等を利用し ての研修には参加し やすく 日中の時

間に現場を抜けて参加でき る機会がたびたびあっ

た。

また支援の根拠と いう 話題を毎日の支援の中や職員

ミ ーティ ングでも 沢山行なえていた。 考える際の習

慣化と し ては定着し つつある。

・ 10/2…全道重症心身障害研修会（ 複数名）

・ 10/12…障がい者虐待防止研修会（ 1名）

・  9/7,8,21,22…行動援護従事者研修（ 1名）

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

チアフ ル独自の入浴体

系の確立

・ 利用者のＱ Ｏ Ｌ 向上の為、 生活を豊かにする入浴

を遂行する

・ 今までフ ィ ッ ト マンで行っ ていた水曜日の入浴

サービスをチアフ ル独自の事業と し て行う 。

デイ センタ ー内では申請の関係上設置でき なく 実施

でき ていない。

ボラ ンティ ア・ 外部講

師の活用

・ ボラ ンティ ア委員と 連携し 、 入浴の際のド ラ イ

ヤー、 車椅子の掃除等を行っ て頂けるボラ ンティ ア

を募集する。

・ 市役所や社協に協力頂き 、 外部講師を呼ぶ機会を

持つ。

実施でき ていない

関り のある他法人事業

所と の連携を日常から

行いネッ ト ワーク の強

化を図る。

・ 他サービス事業所の利用一覧の作成。

・ 有事の際にも 活用できる情報、 ネッ ト ワーク の整

理をする。

コ ロナ禍でも 連絡を取り 合い連携をと る事が出来て

いる。 一覧表の作成は実施済み

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

サービス利用中を想定

し た災害訓練を行う 。

事業所内でBCM 委員会組織を設定し 、 災害時の避

難計画を訓練により 見直し 、 事業所職員に周知す

る。

・ 地震避難訓練…年間1回

・ 水害避難訓練…年間1回

・ 火災避難訓練…年間1回

合計3回の訓練を実施し た。

養護学校実習生の受け

入れを積極的に行う

・ 近郊の養護学校と 連携し 、 実習生の受け入れ、 見

学などの対応を行う 。

・ 感染症時にも 対応可能、 また実際に利用さ れてい

る方が案内役と なるビデオ通話形式の見学も 行う 。

（ 共栄分校）

共栄分校と 連携し 、 ご家族の見学やQRコ ード を使っ

た取り 組みなどを実施し 連携を深めるこ と が出来

た。



３ ． 魅力ある法人づく り

社福、 介護、 実習生が

充実し た実習と 感じ て

も ら えるよう な環境づ

く り

・ 大学、 専門学校の社福、 介護、 保育実習は積極的

に受けていく 。

・ 実習生が考えた個別の支援や企画を実践し て、 成

功体験と し て振り 返るこ と を期間中に行う 事で、

「 こ の法人で働いてみたい」 と いう 気持ちになれる

よう な実習計画を作り 実践する。

実習生をチアフ ルにて受けるこ と がなかっ たため未

実施

わく わく する「 楽し い

職場」 づく り

・ 仕事と 趣味、 子育て等プラ イ ベート の両立を大事

にする風潮を浸透さ せるため、

 計画的な有休消化を進める。

・  「 タ イ ムマネジメ ント 」 が出来ているか毎月の

部門会議前に個別に確認する。

・ 様々なケースに対し て話し 合う 機会を作り 利用者

支援については職員みんなでの共通認識を進め支援

する。

・ 職員にと っ て「 心理的安全性」 が確保さ れ、 有効

な意見交換が出来るよう 最低1か月に1回の１ on１

ミ ーティ ングを実施する。

・ 枠にはまら ない独創的な行事などアイ ディ アを生

かし た楽し い活動を計画する。

有休取得を進めるこ と が出来た。

安心安全な労働環境

・ 重症心身障害者の利用者の支援にはノ ーリ フ ト 支

援が根底にあり 設備投資が必要になる。 ノ ーリ フ ト

ケア事業計画を基に利用者、 職員双方に安心安全な

支援を行う ために必要な福祉用具の準備、 購入を積

極的・ 計画的に行う 。

ノ ーリ フ ト を意識し 積極的に考えていく 事が出来

た。 特に移乗介助以外の支援時の姿勢などにも 着目

し 中腰姿勢で行わないと いう 意識づけが出来た。

計画的な有給取得

・ 翌月の勤務表作成時に管理者から 事前の有休希望

を確認し 、 毎月15日までに取り まと める。

・ 上半期が終了し 、 リ フ レ ッ シュ 休暇、 及び有給休

暇を取得でき ていない職員へ計画的な取得を促し て

いく 。

計画的な有休取得の案内は出来た。

効率的な日常業務の整

理

・ 通常業務での掃除や記録の時間を短縮でき るよう

業務の分担制や書式の変更、 時間の使い方等を改

善、 整理をする。

・ 各会議は報告ではなく 、 検討事項を中心と する。

・ 毎月、 職員の給料日及び週末をノ ー残業デーと す

る。

タ イ ムマネジメ ント を意識し 働きかけ改善する意識

を持つ集団と なるこ と ができ た。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

緊急時に対応できるよ

う 定期薬などの準備確

認をする。

各利用者の日中の定期薬のみでは

なく 、 1日に必要な薬の準備等保護者と

確認し 通所バッ ク に用意し ていただく 。

通所バッ ク に準備頂けた。 又は預から せて頂けた。



４ ． その他

いんく る

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

除草、 除雪作業の顧客

満足度向上を目指す。

昨年度までの顧客リ スト をも と に営業活動を実施す

る。

依頼がない時には事業所周辺での除草や除雪の作業

技術向上を目的と し た練習を行う 。

4～6名グループでの出張作業と し ていく 。

個人宅の除草の依頼は少なめであっ たが、 除雪の作

業は大雪の影響も あり 連日の申し 込みがあっ た。 あ

り がと う と いう 言葉を頂いた場面は沢山あっ たが、

技術の向上には至っ ていない。

他事業所や関係機関と

の連携の強化を図る。

支援上の課題については、 事業所内での検討だけで

なく 、 解決困難な場合には他事業所や他機関と の連

携、 相談を積極的に行う 。 また、 必要に応じ てケー

ス会議や関係者会議を積極的に実施し ていく 。

関係する事業所や機関と の情報共有を適宜行っ てい

く こ と で関係性の構築を図る。

おがると の連携や令和4年度の新規事業所開設に向け

て、 相談事業所と の関わるケースも 多く 連携の強化

を図るこ と が出来た。

機能訓練センタ ーと の

連携強化。

令和４ 年度の新規事業所設立後のサービス提供を見

越し て、 高齢や障がい特性による身体機能の衰えを

専門職と の連携で改善し 、 個別性の支援力が向上で

きる支援体制の整備を行う 。

数名の利用者さ んの機能訓練の取り 組みを依頼する

など連携は取れた

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

職員の専門的な知識、

技術の向上を図る。

計画的な外部研修（ W EB研修） への派遣と 研修後に

は、 会議等の場で事業所内へフ ィ ード バッ ク する時

間を設ける。

・ 行動援護従事者研修…年間1名

（ 重度障害者支援加算算定要件）

行動援護従事者研修は、 1名取得するこ と が出来た

・ 5/10～13…行動援護従事者研修（ 1名）

・ 10/12…障がい者虐待防止研修会（ 1名）

はたら く 生活介護と し

ての支援力の向上を図

る。

他の就労事業所の見学を行い、 障がい特性に合わせ

た工夫や作業展開方法などを学ぶ。

法人の就労支援専門委員会に職員を委員と し て派遣

し 、 利用者の作業意欲、 技術の向上について学ぶ。

学んだこ と を事業所に合わせた形と し て実践する。

なかなか取り 組みが進まなかっ た。 新し い作業種を

模索するためのセルプや他の業者さ んと の打ち合わ

せなどは行えた。

進捗状況

イ ンシデント

レ ポート 報告

イ ンシデント レ ポート 作成において、 事業所内での

原因分析と 対応の周知。

○イ ンシデント レポート

 6月…2件、 9月…1件 計…3件

目標 取り 組み・ 行動計画



３ ． 災害に強い法人づく り

３ ． 魅力ある法人づく り

有休休暇の計画的な取

得やノ ー残業デーの継

続。

職員は毎月15日までに翌月の有休申請を行う 。 管理

者は職員の年間取得有休休暇を管理し 年間5日間を

必ず取得する。

上半期終了後、 リ フ レ ッ シュ 休暇、 及び有休休暇取

得に関し て、 取得でき ていない職員へ計画的な取得

を促し ていく 。

毎月給料日をノ ー残業デーと し 、 自分や家族の時間

も 大切にする。

計画的な有給取得は出来た。

ノ ー残業デイ についても 意識を持つこ と は出来た。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

蜜蝋キャ ンド ル、 缶

バッ チの商品認知度の

向上を図る。

地域の販売イ ベント への参加や法人ホームページ等

のSNSを活用し た宣伝を行う 。

店頭で当商品を販売し ている提携店は、 計画的に訪

問し 、 在庫確認や商品の交換により 回転さ せるこ と

で、 「 あっ 、 新し いも のがある」 「 今度来た時、 何

があるかな」 と いう 常連客の“気になる”“楽し い”を

目指す。

作業し やすい道具の購入や作業工程の工夫を模索し

ながら 、 利用者が理解し やすく 携われる工程を増や

す。

自分の子供が作っ ている商品を保護者向けに宣伝

し 、 保護者から も 商品の良さ を周囲に拡散し ても ら

う 。

みつろ う キャ ンド ルは新商品の展開が出来たが、 提

携店舗への計画的な訪問までは行えなかっ た。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

災害時避難計画の周知

徹底を図る。

災害時の避難計画を訓練により 見直し 、 マニュ アル

を周知する。

・ 火災避難訓練…年間1回

・ 地震避難訓練…年間1回

訓練は北広島セルプと 合同で実施する

合計２ 回の訓練実施は出来た。

地域ボラ ンティ アと の

連携強化

農業経験者や知識がある地域ボラ ンティ アに協力し

ても ら い、 いんく る農園のアド バイ スをも ら う 。
実施でき ていない。



４ ． その他

作業を通じ て地域と の

関り の機会を増やし 、

地域の方にも 事業所の

こ と を知っ ても ら う 。

農家、 企業、 地域住民から の委託作業を請け負う

際、 “元気な挨拶”“礼儀やマナー”“丁寧な対応”を心

掛ける。

地域住民から の委託は、 電話対応マニュ アルを作成

し 、 誰が受けても 丁寧に対応でき るよう に準備す

る。

活動内容を定期的に法人ホームページに掲載する。

・ 毎月、 職員の給料日及び週末をノ ー残業デーと す

る。

外部の企業と 接する際のマナーには気を付けて行く

こ と が出来たが、 ホームページなどを利用し ていく

事は出来ていない。

社会福祉士、 介護、 保

育実習生の実習期間を

増やす。

実習生は本体だけでなく 、 学校と 相談の上、 いんく

るを実習先と し て受ける。

本体同様に実習担当を配置し 、 指導と 相談を丁寧に

行う 。

・ 枠にはまら ない独創的な行事などアイ ディ アを生

かし た楽し い活動を計画する。

実習生をいんく るで受けるこ と は出来ていない。

イ ンシデント

レ ポート 報告

イ ンシデント レ ポート 作成において、 事業所内での

原因分析と 対応の周知。

○イ ンシデント レポート

 8月…1件 計…1件

「 わく わく する楽し い

職場」 づく り を追求す

る

職員の努力をお互いに声に出す。 また、 本体やチア

フ ル職員へ発信する。

年度開始時に支援の一本柱と 自ら の特技を設定し 、

業務上でその特技を活かせる環境を作る。

いんく るから の発信はなかなか出来ていない。 特技

を生かし ながら 働く こ と の出来た場面はあっ た。

社福、 介護、 実習生が

充実し た実習と 感じ て

も ら えるよう な環境づ

く り

・ 大学、 専門学校の社福、 介護、 保育実習は積極的

に受けていく 。

・ 実習生が考えた個別の支援や企画を実践し て、 成

功体験と し て振り 返るこ と を期間中に行う 事で、

「 こ の法人で働いてみたい」 と いう 気持ちになれる

よう な実習計画を作り 実践する。

いんく るで実習を受けるこ と は出来ていない。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況
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令和３ 年度 北広島セルプ 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度稼働状況】

１ ． 北広島セルプ ： 就労継続支援B型

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 60 22 105.8%

5 60 23 72.6%

6 60 22 106.9%

7 60 23 106.0%

8 60 23 105.5%

9 60 22 105.8%

10 60 23 104.8%

11 60 22 104.4%

12 60 23 102.0%

1 60 23 98.0%

2 60 20 96.9%

3 60 23 100.0%

100.7%

２ ． 北広島セルプ・ ガンバ ： 就労移行

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 6 22 29.5%

5 6 23 22.5%

6 6 22 30.3%

7 6 23 31.2%

8 6 23 29.7%

9 6 22 31.1%

10 6 23 22.5%

11 6 22 16.7%

12 6 23 0.0%

1 6 23 0.0%

2 6 20 0.0%

3 6 23 0.0%

17.8%

0

138 31

132 22

1,380 1,352

1,200 1,163

1,380 1,380

31

132 40

138 43

138

1,320 1,396

1,380 1,456

1,320 1,396

1,380 1,002

1,320 1,411

利用者稼働については、 5月のグループホームでのコ ロナ対応による利用者の欠席が強く 影響し 稼働が

作業面においては、 新規作業を積極的に受け入れたこ と で利用者への作業提供が停止するこ と はなかっ

たが予算通り の収入は得ら れていない。 製袋については、 喜茂別町、 蘭越町分を作製。 現場での機械

操作および詰折作業も 確実な実績を作るこ と ができ た。

大き く 落ち込んだ。 また、 蔓延防止措置や緊急事態宣言での社会的な行動の制限・ 自粛による精神的な

ダメ ージを受けた利用者が休んだこ と が稼働率に影響し ている。

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

合計

合計 1,614 288

132 39

41

1,380 1,463

16,140 16,251

1,380 1,446

1,320 1,378

1,380 1,408

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

120 0

138

138 41

132

138 0

138 0



３ ． 北広島セルプ・ ト ラ イ  ： 自立訓練（ 生活訓練）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 10 22 100.5%

5 10 23 83.0%

6 10 22 103.2%

7 10 23 92.2%

8 10 23 91.3%

9 10 22 93.2%

10 10 23 91.7%

11 10 22 91.8%

12 10 23 90.0%

1 10 23 90.4%

2 10 20 92.5%

3 10 23 94.3%

92.8%

４ ． 北広島セルプ ： 全体

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 76 22 99.0%

5 76 23 70.0%

6 76 22 100.4%

7 76 23 98.3%

8 76 23 97.7%

9 76 22 98.0%

10 76 23 96.6%

11 76 22 95.8%

12 76 23 92.4%

1 76 23 89.2%

2 76 20 88.7%

30 76 23 91.4%

93.1%

1,348

1,748 1,597

230 208

200 185

230 217

230 211

220 202

230 207

220 205

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

220 221

230 191

1,672 1,639

合計 20,444 19,032

1,748 1,615

1,748 1,560

1,520

合計 2,690 2,496

1,748 1,688

1,672 1,602

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

1,672 1,656

1,748 1,224

1,672 1,678

1,748 1,718

1,748 1,707

220 227

230 212

230 210



【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

次年度の稼働を想定し たシミ ュ レ ーショ ンおよび構

想の確定。

①定員に変更なく セールスポイ ント と 連動さ せ実施

でき た。

②請負での作業種を拡大し たこ と により 能力開発に

繋げら れる機会を得るこ と ができた。

③フ ロアの配置転換を中心に建物の機能を活かす取

り 組みができ ている。

サービス種別定員・ 新

規事業の検討

新規就労作業の開拓と

展開
積極的な営業

協会から の募集に応募し 新規作業を獲得・ 実施。 また、 製

袋も 新規の自治体分を作製。

①作業開拓より も 、 作業の質に拘り 各業者と 打ち合わせる

時間が多く なっ た。 その中で収入が前年度を大き く 上回る

企業も 増えた。 さ ら に展開方法の工夫で費用対効果も 含め

改善するこ と ができ た。

②製袋事業を見据えて今年度は各事業所への業務移管を進

め、 経過良好と 捉えている。

③⓵同様に各企業と の打ち合わせを多く 設け対応でき たと

捉えている。

④今年度は特に動き はあり ませんが、 製袋機の運用に対し

て必要に応じ て訪問や出向し ても ら い対応し ている。

⑤今年度に関し ては、 進展はあり ませんでし たが、 北海道

日本ハムフ ァ イ タ ーズが進めているイ ンク ルージョ ンボー

ル事業への参画をし ている。 まだ、 軌道には乗れていない

が、 次年度も 取り 組む予定である。

事業所のセールスポイ

ント を深める

就労移行・ B型・ 自立訓練の３ サービスについての

特徴的な差別化を見出すこ と 。

B型については、 製袋を はじ め新規作業種の拡大により 、 特

徴的な位置づけが確立し てき ている。 自立訓練は、 下半期

にて活動内容の選定が確立し 、 次年度体制への準備を整え

るこ と ができ た。 就労移行は対象利用者が確保でき ず次年

度以降は廃止の決定をし ている。

①新型コ ロナウィ ルス感染症により 、 実習先へのアプロー

チを自粛し ていまし たが、 その中で実践に近い状況を創作

し 、 事業所内で工夫を凝ら し 実践し ている。

②作業種は大き く 変わり はないも のの、 質量を多く するこ

と で、 責任感、 達成感がより 感じ ら れるよう になっ た。

③市内のスポーツ行事がほぼ中止になり 思う よう な活動参

加はでき ませんでし たが、 情報収集をし ながら 、 次年度に

繋がるよう 展開し た。

④窓口は広げていたが、 魅力ある事業所と し ての課題が

残っ た。

稼働率の維持・ 向上 在宅ワーク の確立・ 実践

在宅ワーク は適用せず経過中。 今後も 検討。

①移行 17.8％ B型 100.7％

自立 92.8％で推移し ている。

②新型コ ロナウィ ルス感染症で企画し た内容はほぼ中止に

し ていますが、 その中でも 現場職員の呼びかけで、 規模を

縮小し て数回のﾚｸﾚ ｼーｮﾝを開催でき た。

③実績なし 。



施設外就労 市内の農家と の連携、 工賃の交渉

農家1軒、 清掃1軒、 食品加工補助1軒実施。 農家2軒を他事

業所へ紹介。

①昨年度同様に縮小を余儀なく さ れたが、 法人内での呼び

かけにデイ センタ ーと と みがおかで後を引き 継いで頂い

た。

②単価交渉を進め、 ほぼ取引し ている企業の単価の上昇に

繋がっ た。

③企業と のタ イ アッ プで作業環境から 改善を試みて実践に

近い形で作業展開でき たと 感じ ている。

家庭と の連携 連絡ノ ート 、 広報誌、 臨時の便り の発行

定期的に実施中。

①情報共有のため継続し ている。

②実施でき ているが、 工夫が必要。

③今年度は単独での行事に留まり 、 参加を集う こ と は出来

なかっ た。

④リ モート での面談も 活用でき た。

企業等への一般就職 積極的な企業訪問と 求職活動

職業センタ ーにて本人のアセスメ ント を実施。 未だ実績は

 なし 。 ①高齢化、 重度化により 人材が集まら ない状況が続

いている。

②滞り なく 進めてき たが、 就労へ移行する方は今年度はお

り ません。

 ③2名体制で実施。

通所サービスの向上 送迎サービスの拡大、 感染・ 防災対策の実施。

エリ ア別による事業所単独での運行を実施中。 居住が変更

し た方への送迎サービス実施。 ①ご家庭の状況や感染症に

対応し た送迎実施のため変更を かけながら 、 送迎のサービ

スの継続でき た。

②感染症対策委員会と 連携し 、 情報を共有し ながら 、 大き

な混乱も なく 運営でき ていた。

③感染症の影響も あり 、 事業所単独での研修実施にと ど

まっ た。 情報共有は継続的にでき ていた。

工賃の向上 新規作業の受け入れおよび単価の賃上げ交渉

積極的なアプローチにて経過良好。 工賃向上計画の時給と

し ての目標は3年度140円、 4年度162円、 5年度212円と し て

おり 、 総支給額から 算出し ているが、 5年度には20,000円を

達成でき るよう 進めていき たい。 3年度実績では時給141円

と 推移し 目標には到達し ている。 ①～④を継続し ながら 、

製袋事業を軌道に乗せら れるよう 取り 組んでいく 。



２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

３ ． 災害に強い法人づく り

４ ． 魅力ある法人づく り

住みやすい町づく り の

ための地域と の連携
地元の企業および関係機関と の積極的な協同

可能な限り 実施中。

①積極的な呼びかけは出来なかっ たが、 依頼に関し ては対

応でき るよう に知恵を出し 合い対応し た。

②事業所周り の環境美化には意識し て取り 組み、 近隣住民

と も 交流を図り 関係性は良好。

③人、 モノ を貸し 出し は出来る限り 対応でき た。

④感染症の状況を考慮し 自粛し た。

⑤企業をはじ めと し た、 関係者には状況や事業所の持つ役

割や利用者の未来なども 話を織り 交ぜ理解促進に繋がり 、

多く の作業提供ができ た。

⑥実績なし

⑦研修等の申し 込みはし ていたが、 ほぼ中止と なっ た。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

商工会青年部、 スポーツ推進委員、 地元飲食店や企業と の

連絡・ 連携を強化し 実施展開でき た。

①昨年同様に可能な限り 、 地域の委員会などに参加し 、 情

報交換や交流を実施し 優先購入に繋げた。 また、 事業所の

特性などへの理解も 深まっ た。

②①同様

③①同様

④販路拡大には至ら なかっ た。 SNSなどの活用により 販路

拡大につなげたい。

非常時の対応 マニュ アルの整備・ 点検、 防災訓練への参加等

下半期にて実施。

①BCM 担当者と の連携により 、 感染対策や緊急時の見直し

は常時展開で来ていた。

②見直し を含め、 実践に対応でき るよう に会議内での告知

を実施。

③地域と の確認には至ら なかっ たため、 次年度へつなげた

い。

平常時の対応 可燃物の配置、 各所の点検等

常時実施。

①点検時のみの対応が見受けら れるため、 平時から 意識で

き るよう に周知や構造化が必要。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

地域活動
地元での活動を意識し 、 事業に関わら ず多く の関係

者と 協同する機会を設ける。



職員育成
細かな情報提供や打ち合わせ等を通し 、 意識の啓発

と 実践を行う 。

ｺﾛﾅ禍での制限はあっ たも のの、 積極的な展開を実施。

①介護福祉士、 社会福祉士の試験に挑戦し 、 それぞれ1名づ

つ合格者がでた。

②ﾘﾓー ﾄの研修に関し ては、 一部の職員し か参加でき なかっ

たため、 次年度は積極的に呼びかけをし たい。

③特休や有休を駆使し 、 優先的に取得に向けた業務形態を

と るこ と ができ た。

④参加する職員に偏り があっ たため、 育成の観点と し て、

人選を行い目的や将来性を見据えて声掛けし ていき たい。

⑤今年度は研修発表まで結びつかなかっ たため、 次年度へ

の課題と し たい。

⑥随時責任感を持っ て委員会や会議に参加するこ と を推奨

し ていたため、 会議内や朝会時に報告が増えた。

⑦職員の動向や収支の状況を確認し 、 次月に改善でき るこ

と は早めに対応でき た。

⑧呼びかけはするも のの、 継続し ない状況が伺える為、 工

夫が必要。

⑨部門と し ての設置を試みるが、 各々ｺ ﾃーﾞ ｨﾈｲﾄ不足が目立

ち、 中途半端な状況も 垣間見えたため、 見直し が必要。

⑩少数であるため、 ⑩を武器に事業運営を継続し たい。

ノ ー残業デーの設定 毎週水曜日に実施。

概ね予定通り 。 現在も 継続実施中。

①継続し た試みは出来ていたが、 委員会により 、 対応でき

ない職員も おり まし たが個別に曜日をずら し 対応し ても

ら っ た。

情報の発信 体験会や見学会の実施。 広報誌の発行。

体験会および見学会は未実施。 今後の課題と する。

①新型コ ロナウィ ルス感染症の影響を受けて、 実施には至

ら なかっ た。 その分次年度はし っ かり と し た感染対策を講

じ て実施し ていき たい。

②毎月第3金曜日に合わせて発行し ていた（ セルプ通信） 。

有休の計画的取得 計画的な設定と 働き かけが必要。

人によっ て偏り がある。 職員減により 目標達成が厳し い見

通し も ある。

①計画的な有休を推奨し ていまし たが、 目標値までには届

かなかっ た。

職員確保 積極的なボラ ンティ アおよび実習生の受け入れ

ボラ ンティ アおよび実習生の受け入れ実績あり 。

①実習受入事業所と し て、 実習生のプラ イ ベート にかかわ

る不適切な事象が生じ てし まっ た事を重く 受け止め、 今後

の受入の際は反省を生かせるよう 展開し ていく 。

②事業所内では紹介に至ら なかっ た。

③広報誌を活用し 、 事業所および法人の状況をお知ら せし

ていた。

④思う よう な結果には繋がっ ていない。

⑤ボラ ンティ アの受け入れは可能と し ていまし たが、 感染

症の状況を見ながら の対応と し ていた。



５ ． 就労および事業収入の維持向上を図る取組

６ ． 安定的な事業運営資金の確保

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

ロスの削減 加算の確保および経費の削減

節電等でき るこ と を実施中。

①経理部と の情報共有や状況確認を多く 持つこ と で改善で

き ると 感じ ているので次年度は更なる効果を出し ていき た

い。

②①同様

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

ノ ーリ フ ト ケアの推進
情報の収集や各所への相談等にて環境の見直し を行

う 。

作業台の作製や環境の配置転換を試みながら 実施し てい

る。

①計画し た通り の活動は出来ませんでし た。 腰痛予防を始

めと し て、 作業に関するノ ーリ フ ト ケアのあり 方を模索し

ていき たい。

②①同様

③委員会と の情報交換を多く 設けて次年度につなげたい。

運営会議による情報の

共有
主任以上での情報共有と 対策の立案

概ね経過良好。

①運営会議時に共有するこ と ができ ていたが、 具体的な改

善策や状況把握が弱かっ た。

②即効性のある事象はあり ませんでし たが、 継続的に結果

が出せるよう に試みた。

③現場職員への周知が弱く 、 欠席対応時加算の取り こ ぼし

が生じ ている。
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令和３ 年度 グリ ーンパーク 北ひろ  事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

・ 支援区分見直し 、 変更～平均支援区分3.8

・ 各加算見直し 、 変更～重度障害者支援加算（ 30名） 、 夜間支援体制加算（ 65名）

・ 新規グループホーム開設準備～図面の作成、 新規受け入れ、 利用者配置、 必要物品関係の確認、 想定、 見積等

【 令和３ 年度稼働状況】

１ ． グリ ーンパーク 北ひろ

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 116 30 98.5%

5 116 31 95.9%

6 116 30 97.4%

7 116 31 95.9%

8 116 31 96.8%

9 116 30 97.6%

10 116 31 97.5%

11 116 30 97.6%

12 116 31 96.5%

1 116 31 95.7%

2 118 28 97.5%

3 118 31 97.5%

97.0%

【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

3,220

3,658 3,568

医療体制 コ ロナウィ ルス感染症対応 医療と の連携強化（ 係り つけ医の選択） 、 コ ロナワク チン接種推進

権利擁護 定例会議における し まニチュ ード の実践 不適切な支援を出し 合える環境づく り 、 利用者さ んの笑顔の取り 組み

高齢化、 重度化を想定し た生活支援 関わり 方と 生活の実現（ 意思決定支援プロセス）生活支援

短期入所 短期入所、 体験利用の受け入れ 緊急時ケースの受け入れ実施

当事者活動支援 みんなの会の見直し 感染症に対する当事者活動の検討

生活講座 交通安全、 身だし なみ、 性講座 各ホームで開催

・ コ ロナウィ ルス感染症ク ラ スタ ー発生（ 5/8～28） 利用者3名＋職員3名＝計6名

・ イ ンシデント 、 事故報告～3件（ 行政報告含む）

・ 定員変更（ 単身型GH移行の為） ～118名（ 令和4年2月より ） ※体験利用数含む

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

3,480 3,427

3,596 3,450

3,596 3,449

3,480 3,391

合計

3,596 3,480

3,480 3,395

42,458 41,196

3,596 3,507

3,480 3,398

3,596 3,470

3,596 3,441

3,304

個別支援計画 定例会議の開催、 毎月のモニタ リ ング アセスメ ント による支援根拠と 目標設定の結びつき

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況



２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

３ ． 災害に強い法人づく り

４ ． 魅力ある法人づく り

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

地域資源 市役所や警察署と の関わり 継続 各機関の連絡体制や助言等

広報誌発行 利用者と 保護者へ広報誌発刊 大型連休などのGHの取り 組みやGHでの過ごし 方中心に発信

地域活動 町内会活動の参加 町内会一斉清掃への参加(ホーム周辺のゴミ 拾い活動を 実施)

実習生・ イ ンタ ーンシッ プ 実習生、 イ ンタ ーンシッ プ生、 傾聴バイ ト の受け入れ 両エリ ア(エリ ア1 2名、 エリ ア2 1名)に傾聴バイ ト の受け入れ

進捗状況

防災 避難訓練の実施 各ホーム年間2回（ 消防署の体制変更によ り 通報訓練なし ）

防災 防災備品の個人配置/確認 年1回全利用者確認

就労支援 各企業と の電話連絡 利用者の就労状況の確認と 課題等(感染対策により 企業訪問未実施)

定例会議での職員レ ク チャ ー（ 看護師より 現場職員へ）

毎月10日までに各自希望休暇を所定フ ァ イ ルに打ち込み休暇を取る

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

目標 取り 組み・ 行動計画

人材育成 育成計画に伴う OJTの実施 新卒及び中途職員について本人と 頻度を 決め実施

計画的休暇 計画的休暇の推進（ ホワイ ト パーク プロジェ ク ト ）

感染症 感染症PPE脱着レ ク チャ ーと 救命講座の開催
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令和３ 年度 フ ィ ッ ト マン 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度稼働状況】

１ ． 居宅介護

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 29 1 186.2%

5 29 1 134.5%

6 29 1 182.8%

7 29 1 169.0%

8 29 1 193.1%

9 30 1 163.3%

10 29 1 165.5%

11 29 1 162.1%

12 29 1 158.6%

1 29 1 144.8%

2 29 1 151.7%

3 30 1 183.3%

166.3%

２ ． 移動支援

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 35 1 111.4%

5 35 1 74.3%

6 35 1 74.3%

7 35 1 108.6%

8 35 1 117.1%

9 35 1 114.3%

10 35 1 108.6%

11 35 1 105.7%

12 35 1 111.4%

35 41

35

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

35 39

40

37

29 56 内行動援護42件

30 49 内行動援護37件

26

35 26

35 38

35

35 38

35

35

29 49 内行動援護36件

29 39 内行動援護28件

29 53 内行動援護41件

・ 新型コ ロナウイ ルスの感染予防を徹底し ながら 、 利用希望に寄り 添っ たサービスを提供し ている。

・ 5月、 1月はコ ロナの感染拡大（ いんく る， DC本体の停止等） やその予防（ こ ちら から の利用の自粛要

計画作成段階で屋外での実施や人数制限等の感染対策を工夫するこ と で実施を検討し ていたが、 変

も 実施でき ていない。

法人内、 法人外問わず、 サービスを受けるこ と ができ ない方々の「 受け皿」 と し てニーズが増加し て

行動援護、 日中一時支援の件数が増加し ている。

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

請や利用者から のキャ ンセル） によっ て各種サービスの利用件数及び収入は目標より 下回っ た。 移

動支援以外のサービスにおいては5月以外の月では目標件数より 上回っ ていた。

・ 新型コ ロナウイ ルス感染拡大の防止の観点から 予定し ていた「 すまいる」 は実施し ていない。 事業

異株による感染拡大等があり 、 今年度の実施を見送っ ている。 それに伴っ て、 ボラ ンティ アの受け入れ

29 48 内行動援護37件

29 47 内行動援護35件

29 46 内行動援護31件

29 42 内行動援護28件

29 44 内行動援護30件

30

合計

39

55 内行動援護36件

350 582 内行動援護419件

29 54 内行動援護38件



1 35 1 62.9%

2 35 1 85.7%

3 35 1 125.7%

100.0%

３ ． 日中一時

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 196 1 125.5%

5 195 1 95.4%

6 196 1 132.7%

7 196 1 121.4%

8 196 1 128.6%

9 196 1 134.2%

10 196 1 140.8%

11 196 1 117.3%

12 196 1 134.2%

1 195 1 102.1%

2 196 1 100.5%

3 196 1 143.9%

123.1%

【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

35 22

合計 420 420

196 263

利用さ れる方のお仕事から 家庭までの余

暇時間を大切し ます。 お仕事の後のほっ

と するひと 時、 それぞれの楽し み方（ み

んなでの会話やテレビ,個別の音楽鑑賞や

ゲーム） 等、 1人1人が希望さ れる過ごし

方をサポート し ます。

→日中一時支援

職員が「 環境面」 、 「 余暇グッ ズ」 をそれ

ぞれ担当し ている。 「 環境面」 においては

平時は過ごし やすい配置で、 感染症が拡大

し ている際は、 所属事業所毎で過ごせるよ

う に工夫し ている。 また、 夏に備えて冷風

機を部屋毎に用意し ておく こ と で猛暑も 体

調不良者等を出すこ と なく 実施でき てい

る。

「 余暇グッ ズ」 は職員の空き 時間や在宅勤

務時に作成し ている。 個々の好みに合わせ

て作成さ れており 、 バリ エーショ ンも 増え

ている。

186

196 260

196 238

196 252

196 276

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

196 246

35 30

35 44

195

196 230

196 263

195 199

196 197

196 282

合計 2,350 2,892

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

法人内の通所事業

所と 連携、 協力し

ながら 通所事業所

の営業時間外の利

用ニーズをサポー

ト し 、 ご本人と 合

わせてご家族を含

めてサポート でき

る体制を構築し ま

す。

ご家族も ほっ と 休めるひと 時の為の利用

を提案し ていき ます。

→日中一時支援、 移動支援、 行動援護

こ ちら から 提案するこ と で、 今では積極的

に利用を希望さ れる様になり 、 ご家族の負

担の軽減、 気持ちのリ フ レッ シュ になっ て

おり 、 感謝さ れる機会が増えている。



２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

1人では不安,ご家族だけでは受診が困難な

時にサポート し ます。 ケースによっ ては

事前に計画立てて実施し ます。

→通院介助、 行動援護

定期での利用は順調に実施でき ている。 急

遽、 依頼が来たケースはDCの職員に応援

に入っ ても ら う こ と で実施でき ている。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

“すまいる”の案内文

書や実施中の様子

を事業所広報紙と

し て毎回実施後

に、 ご家族や関係

施設・ 行政機関へ

情報を発信し 、 周

知を図り ます。

魅力的な内容で楽し んで参加さ れている

様子を可視化するこ と で、 地域での交流

の場と し てのフ ィ ッ ト マンの活動を広く

宣伝し ていく 。

初めて福祉サービスを利用する方やその

保護者にも 安心し て気兼ねなく 、 参加し

てみたいと 思っ ていただく こ と で、 新規

利用者さ んの確保につなげていき ます。

事業活動を通し て

利用者の社会参加

の機会をサポート

し ます。

「 1人で行ける様になり たい」 と いう 希望

をお手伝いし ます。 公共交通機関の利用

方法、 困っ た時の解決方法、 ヘルプコ ー

ルの掛け方,掛ける時等、 実施の外出時に

一緒に経験するこ と でそれぞれの方法を

学び、 自信につなげていき ます。

→移動支援

コ ロナ禍の為、 公共交通機関の利用はでき

ていない。 外出プラ ンを一緒に検討し 、 外

出中の場面（ 会計等） で助言し ながら 経験

し ていただく 。

1人暮ら し の方の「 苦手な事」 、 「 1人で

は出来ない事」 等をお手伝いし ます。

→居宅介護

利用を喜ばれている。 週1回だけの利用予

定だっ た買い物支援も 好評で週2の利用に

変更と なっ ている。

楽し みな外出（ 映画やコ ンサート 等） 、

健康の為の外出（ 散歩やプール、 体育館

等） 、 生活に必要な外出（ 食料や日用品

等の買い物等） を一緒に楽し みながら お

手伝いし ます。

→移動支援、 行動援護

コ ロナ禍の為、 映画鑑賞等の要望は実施す

るこ と はでき ていない。 し かし 、 感染の状

況に合わせて外出プラ ンを相談するこ と

で、 要望に近付けたサービスの提供ができ

ている。

利用者に関わる全

ての関係機関と 積

極的に連携し 、 在

宅での生活を継続

するための一助を

担います。



３ ． 災害に強い法人づく り

フ ィ ッ ト マン専用のスマート フ ォ ンにて優

先度の高いご家族（ 特に高齢や単親世帯）

がヘルプコ ールでき る仕組みを検討し てい

る。

災害に備えての準

備

緊急時のご家族と の連絡、 連携、 協力を

視野に入れていき ます。

“すまいる”には、 積

極的にボラ ンティ

アを募り 、 地域の

方々と の交流の場

や機会と し ます。

また、 フ ィ ッ ト マ

ンの事業内容の理

解促進につなげま

す。

ボラ ンティ アと 参加者の交流を職員が

フ ォ ローし ていき 、 徐々に交流の輪を広

げて行く 様にし ていく 。

フ ィ ッ ト マンの事業や普段の様子等を写

真や動画等で見ていただき 、 フ ィ ッ ト マ

ンの地域における役割を知っ ていただく

こ と で「 またボラ ンティ アに来て協力し

たい」 と 思っ ていただく 。

新型コ ロナウイ ルス感染拡大の防止の観点

から 予定し ていた「 すまいる」 は実施し て

いない。 事業計画作成段階で屋外での実施

や人数制限等の感染対策を工夫するこ と で

実施を検討し たが、 変異株による感染拡大

等があり 、 今年度の実施を見送っ ている。

それに伴っ て、 ボラ ンティ アの受け入れも

実施でき ていない。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

ボラ ンティ アを市

社協の協力要請の

他、 北広島西高校

をはじ めと する近

郊の学校（ ボラ ン

ティ ア部） と の連

携を強め、 受け入

れていき ます。

事業所イ ベント に

参加さ れた利用者

と の様々な活動

（ 創作・ 調理な

ど） を通し て“福祉”

に携わる事の“楽し

さ ”や“やり がい”を

見出し ても ら える

様に関わっ ていき

ます。

継続的にボラ ンティ アに来ていただく 為

に、 計画的にボラ ンティ アを受け入れて

いき ます。 学生のボラ ンティ アには楽し

み、 やり がいを持っ てボラ ンティ アに参

加し ても ら う こ と で、 継続的にボラ ン

ティ アに来ていただき 、 将来的に福祉の

担い手と し て働き たいと 思っ ても ら う こ

と を期待し ます。

法人内のBCM を基に事業所内のマニュ ア

ルを整備し ます。 また、 法人各事業所・

部署の災害後方支援に携わる事を視野に

入れ、 BCM に反映し ます。

連絡系統等を含めて現在調整中。



4． 魅力ある法人づく り

４ ． その他

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

指定居宅介護事業

所と し てのサービ

ス提供

年間の目標件数～350件

内〘行動援護（ 250件） 、 家事援助（ 100

件） 〙

総利用件数は582件であっ た。 令和2年度よ

り 139件の増加。

・ 行動援護は、 前年度（ 299件） に比べ、

120件増加し ている。 前年度、 コ ロナ感染

の拡大で自粛さ れていた方が、 感染リ スク

の少ない内容（ 散歩等） での実施で利用を

再開さ れたこ と や生活介護の利用がなかな

かスムーズに移行でき ていない人が週3～4

程度利用し ているこ と が増加の要因であ

る。

※令和4年度は生活介護の利用日数が増え

ていく こ と が見込まれている為、 件数は減

少するこ と が予想さ れる。

・ 家事援助は定期利用の増加（ 冬季間のみ

の予定であっ た買い物支援が毎週2回と

なっ た） し たこ と によっ て件数も 増加し て

いる。

業務の整理（ 直接

支援以外での残業

を軽減）

月間予定の中で、 会議録等の直接支援以

外の業務を勤務内で行える様に業務指示

に反映さ せていく 。

連携や工夫、 調整にて現場職員の直接支援

以外での残業は減少し ている。

職員1人1人の経験

を尊重し て活躍で

き る場をみんなで

作っ ていき ます

各職員の前職や過去に所属し ていた事業

所での経験やこ れまで人生で培っ たスキ

ル（ 公的な資格でなく ても ） を生かせる

活躍でき る場をみんなで作っ ていき ま

す。 行事等のその時々の内容から 車両の

整備等常日頃関わる業務においてそれぞ

れの得意な分野で活躍でき る場を考えて

いき ます。

「 余暇グッ ズの作成」 、 「 外出先のマッ

プ」 の作成や活動室の環境整備等、 担当し

た職員の知識や経験、 得意な事を生かし た

役割分担で利用者さ んやその保護者から も

好評である。

❛学び❜から 実践での

成功体験につなげ

る

利用者の生活支援や余暇支援をサポート

し ていく 上で必要不可欠と なるご本人の

“意思を汲み取るための支援”（ 意思決定支

援） について、 学習する機会を四半期に

一度の頻度で設けていき 、 利用者と 共に

職員も ワク ワク 出来る様な成功体験へと

つなげていき ます。 また、 そう いっ た成

功体験を重ねていき ながら 、 帰属意識を

高めつつ楽し い職場づく り へと つなげて

いき ます。

意思決定支援については上半期は個々で学

習し て下半期に学んだ事を会議の場で発表

し ていた。

外出先を選びやすいよう に写真付き のマッ

プ（ 恵庭,千歳,苫小牧） を作成し て、 必要

な方に使用し ている。 今後、 江別,札幌（ 厚

別,清田） を作成し ていく 。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況



日中一時支援 年間の目標件数～2350件

・ 前年度に比べて、 581件の増加と なっ て

いる。 増加の要因と し て、

①法人内の短期入所を利用でき ないこ と

や、 法人外のサービスを受けるこ と ができ

ない為、 「 代替え」 と し ての利用が増え

た。

②つなぐ 利用後にご家族の帰宅まで日中一

時を定期で利用する方が増えた。

・ 週に3回利用し ている方が、 ご家族（ 主

たる介護者の兄） の⻑ 期入院に伴い、 9月4

週目より 兄が退院するまで毎日利用するこ

と になり 、 退院後も フ ィ ッ ト マンをほぼ毎

日利用し ている（ 朝、 夕の服薬をお手伝い

し ている） 。

・ 法人内外の短期入所事業の再開によっ て

令和4年度の件数は減少する見込みであ

る。

移動支援事業 年間の目標件数～420件

 総利用件数は420件であっ た。 令和2年度

より 6件の増加。 し かし 、 通学支援を除く

と 令和2年度より 27件の減少。

・ 定期利用を含め、 新型コ ロナウイ ルスの

感染拡大に伴い、 利用を見合わせる方が多

く いた。

・ 感染予防の為、 映画館やボウリ ング等の

施設が使えない、 外食ができ ない等、 希望

に添えない状況であっ たが、 ド ラ イ ブス

ルーやテイ ク アウト 、 屋外の散歩等、 感染

リ スク の少ない内容を展開し ている。
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令和３ 年度 つなぐ  事業計画報告    

【 令和３ 年度を終了し て】

【 令和３ 年度稼働状況】

１ ． つなぐ  児童発達支援・ 放課後等デイ サービス 多機能型

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 10 22 82.3%

5 10 21 83.8%

6 10 23 89.6%

7 10 22 100.9%

8 10 23 97.4%

9 10 22 104.5%

10 10 22 100.0%

11 10 22 97.7%

12 10 23 100.4%

1 10 21 101.9%

2 10 20 100.0%

3 10 23 105.2%

97.0%

【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

210 214

200 200

230 242

220 220

220 215

230 231

2,640 2,561

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

児童発達支援利用児

童５ 名と 契約を 結び

ます。

放課後等デイ サービ

ス利用児童３ 名と 契

約を 結びます。

北広島市こ ども 発達支援センタ ーへの事業所

パンフ レ ッ ト の配布と 四半期ごと に定期的に

利用ニーズの調査を 行います。

→四半期ごと の利用ニーズの調査を 毎月に変更

し て令和3年度は取り 組みまし た。 つなぐ の利

用契約数の観点から 、 毎日の利用が難し い部

分が利用契約につながら なかっ たり 、 見学に

つながら ない要因かと 分析し ています。 7月の

契約を 最後に新規契約はあり ませんでし た。

7月に目標稼働（ 10人/日） が達成でき てから R4

ほぼ稼働率100% を 維持でき ているが、 平均稼働

率は約100％であり 、 思っ たほど伸びていない

状況である。

定期的な通院や体調不良（ てんかん発作） が稼

働率低下の要因であり 、 現場の力でコ ント ロ ー

ルし づら い部分でも ある 。

契約曜日以外で利用を 希望する 方は、 利用人数

のバラ ンスを 観ながら 積極的に受け入れを し て

いき たい。

・ 下半期は定員×稼働日数に対し て11月以外は稼働率がすべて100％を超えるこ と ができ 、 黒字化

に入り 、 利用者の稼働も 安定期に入っ てき たので、 令和4年度から は支援力の強化、 保護者の

養育能力の強化に着手し ていく 。 職員が子ども と 向き 合う ための価値観の土台を形成し ながら 、

専門的な知識や技術を学び、 チームでの取り 組みに必要な連携の強化を行いたい。

を期待し たが、 あと 一歩届かない状況あっ た。 次年度は黒字化を達成でき そう なので、 どれだけ

貯金を稼げるかに目を向けて経営を進めていき たいと 思う 。 支援現場の方では事業も 4年目

いずれは市内の他事業所から 一目置かれる存在になれるよう 努めていく 。

合計

230 224

220 230

220 222

210 176

230 206

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

220 181



法人のサービス管理

責任者を 招集し て、

将来法人のサービ ス

利用を 希望する子ど

も 達の情報共有の場

を 設け、 スムーズな

ラ イ フ ステージの移

行を 目指し ます。

・ 子ども の個別支援計画書を 基に情報共有を

し ていき ます。

・ ご家族が将来の福祉サービスを イ メ ージで

き るよ う 、 各事業所の現状を 把握し てつなぐ

から ご家族に発信し ていき ます。

利用相談セン タ ー主催の支援調整会議の場で、

将来法人サービスにつながり そう な子ども の情

報提供を 行っ ていく 。

令和3年度に高校を 卒業する 男子生徒1名と デイ

センタ ーに引継ぎを し てラ イ フ ステージのス

ムーズな移行を 行う こ と ができ た。

就業体験プログラ ム

を 通し て、 将来“働く ”

こ と を イ メ ージする

こ と ができ る。

・ 学校の⻑ 期休みや土曜稼働日に当法人障害

福祉サービス（ ジョ ブ、 セルプ、 デイ セン

タ ー） の日中活動を 体験でき るよ う な活動を

取り 入れていき ます。

・ ジョ ブやセルプの作業に関し ては作業受

注・ 納品・ 販売までの一連の流れを 体験さ せ

ていただく こ と で作業の流れや社会の仕組み

を 理解するこ と につなげていき ます。

・ 目的に合わせて外部研修へ積極的に派遣し

ていき ます。

・ 外部研修での学びは、 職員会議等で他職員

へ必ずフ ィ ード バッ ク し ます。

・ 法人の看護師、 理学療法士、 管理栄養士な

どの専門職と の連携。 また法人内の発達支援

技術研究会と 連携し 、 １ 人ひと り のケースと

向き 合う 力を つけます。

強度行動障害支援者養成研修等へ職員を 派遣で

き たこ と で、 強度行動障害児支援加算の取り こ

ぼし がなく なる。 研修等で得た知識を 他の職員

へ波及さ せて支援力の強化につなげていき た

い。

専門的な知識、 技術

の向上を 目指し

利用児童にと っ て適

切な支援を 考えら れ

る事業所を 目指し ま

す。

意思決定支援の土台

と なる コ ミ ュ ニケー

ショ ン を 日々の支援

の中で培っ ていき ま

す。

・ PECSやおめめどう の支援グッ ズを 用いなが

ら 、 音声言語だけのやり 取り だけではないコ

ミ ュ ニケーショ ンの能力を 高めていく 。 幼児

期から コ ミ ュ ニケーショ ン する力や選択する

力を 養えるよ う 、 日々のかかわり の中から 意

識し て取り 組んでいき ます。

意思決定の基礎と なるコ ミ ュ ニケーショ ンする

力を 実践の柱に掲げて取り 組んでいる 。 今年度

から コ ミ ュ ニケーショ ン の表出と 合わせて選択

活動にも 力を 入れて取り 組んでき た。 まだまだ

選択活動が子ども たちの中で十分にでき ている

状況ではないが、 選択の機会を 設ける と いう 意

識を 職員が持ちながら 視覚的な支援の定着（ お

めめどう のメ モ帳を 使っ て） を 図っ ていき た

い。

利用し ている子ども

と き ょ う だいが、 一

緒に過ごす時間が楽

し いも のだと 感じ ら

れるよ う なイ ベン ト

を 企画し ていき ま

す。

利用し ている 子ども のき ょ う だいも 一人の子

ども と し てその子ら し く 育っ ていける よう 、

⻑ 期休みや土曜日イ ベント の時間を 活用し て

利用し ている 子ども たちと 楽し く 参加でき る

イ ベン ト を 企画し ていき ます。

保護者の養育能力の

底上げし ていく ため

に、 保護者向けの研

修・ 講習・ 茶話会を

運営し ていき ます。

ご家族への個別懇談を 半年に1度開催し 、 日々

の支援の説明を 映像や支援環境の説明を 交え

ながら 丁寧に説明し 、 保護者への支援内容の

理解を 促進し ていき ます。 個別懇談は両親参

加型を 目指し 、 父親の子ども への理解を 促進

し ていく はたら き かけを し ていき ます。

保護者勉強会は開催でき ていないが、 個別懇談

の際に家庭での暮ら し を より 充実さ せていく た

めの支援グッ ズの提案を さ せていただいた。 現

在４ 名のご家庭で支援グッ ズを 取り 入れてく れ

ている 。

上記2つの目標はコ ロ ナの感染拡大防止の観点

から 他事業所と の交流はでき ていない。



ノ ーリ フ ト 支援の視

点を 支援現場の中に

浸透さ せていき ま

す。

移乗方法や介助が必要な場面を 洗い出し 支援

方法を 見直し ながら 、 子ども が心地よ く 介助

を 受けら れる よう な介助方法を 職員会議や朝

会の場で意見を 出し 合いながら ノ ーリ フ ト 支

援の視点に基づいて議論を 進めていき ます。

子ども を 安易に抱き かかえないと いう 取り 組み

を 実践し ている。 どの場面でも 抱き かかえない

と いう こ と は難し いが、 極力子ども が自発的に

行動でき るよ う に支援者側から の情報提供の質

を 高めていく こ と に重点を おいて取り 組んでい

く こ と で、 子ども を 抱っ こ する 場面が減少し て

いる。

 こ れだけ体操（ 腰痛予防） を 1月から 取り 入

れて実践し ている。 まだまだ声掛けが必要な段

階だが、 継続し て取り 組みながら モニタ リ ン グ

を し ていく 。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

２ ． 地域福祉の推進を 図る取り 組み

ボラ ン ティ アの登

録。

学生や市民向けのボラ ンティ アシステムを 作

り 、 ボラ ンティ アを し た人が情報を 得やすい

よう なシステムづく り を 法人内ボラ ン ティ ア

推進委員会と 連携し て作り 上げていき ます。

学校の単位取得にボラ ン ティ アの参加が必要な

学生を 3名受け入れた。

北広島市自立支援協

議会発達支援部会へ

参加し 、 地域の発達

支援の現状把握及び

情報収集を 行い、 児

童発達支援立ち上げ

の土台を 作り ます。

障がい者自立支援協議会こ ども 支援部会に参

加し 、 市内の実情把握を 行います。

子ども 発達支援セン タ ー（ 事務局） には打診し

ている が、 現時点で定例の会議には参加でき て

いない。

地域資源の活用

他の福祉施設と の

パート ナーシッ プを

結び双方にと っ て事

業所の垣根を 超えた

地域福祉の協働を 目

指すこ と のでき る 土

台を 作り ます。

他の事業所の見学や共同でイ ベン ト を 開催し

ながら 、 つなぐ を 利用する 子ども たち にと っ

て必要な情報を 集めます。 それを 基に事業内

容を よ り 充実し たも のにつなげていき ます。

コ ロナの感染拡大防止の観点から 他事業所と の

交流はでき ていない。

大学と 連携し て、 新

し い療育アイ デアや

臨床心理の視点を 療

育の中に取り 入れま

す。

音楽療法、 運動療育、 芸術などを 得意と する

大学に協力を 依頼し 、 専門的な知識を 支援に

生かし ていく 。

・ 臨床発達検査などの取り 組みのある 大学と

連携し 、 実践に結び付けら れるよ う な知識を

取り 入れていく 。

 岩見沢教育大学と の連携で、 子ども の運動発

達の相談やつなぐ の運動プログラ ムへのアド バ

イ スを いただいている。 また、 大学生の卒論研

究の協力依頼があり 、 今後も 連携し ながら 取り

組みを 継続し ていけそう である 。

３ ． 災害に強い法人づく り

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況



法人及び事業所の魅

力を 社会に発信し て

たく さ んの人の関心

を 引き 寄せ、 事業所

の利用契約や職員雇

用につなげていき ま

す。

フ ェ イ スブッ ク やホームページを 定期的に更

新し 、 事業所の取り 組みが魅力的だと 感じ て

も ら えるよう な情報発信を し ていき ます。

・ 情報は毎月月末に更新し ていき ます。

フ ェ イ スブッ ク やホームページの更新が滞っ て

し まっ た。 フ ェ イ スブッ ク やＩ ｎ ｓ ｔ ａ ｇ ｒ ａ

ｍは保護者が頻繁にチェ ッ ク し てく れている の

で、 令和4年度から は更新頻度を 毎月に設定し

て取り 組んでいく 。

“大切なも のがあるか

ら 、 がんばれる”職員

集団を 目指し 、 職員

の満足度調査で前年

度の数値を 上回り ま

す。

・ 職員1人ひと り が大切にし ているも のを 理解

し 合う こ と で、 休みがと り やすく 尊重し 合え

る風土を つく り あげていき ます。

・ 職員の満足度調査の結果を 分析し 、 つなぐ

のセールスポイ ント と 、 ウィ ーク ポイ ント の

洗い出し を 行いながら 、 職場環境の整備を し

ていき ます。 ・ 令和2年度の有給を すべて消化

し ます。

休みの取り やすさ や休んだと き にチームと し て

カ バーし 合える土台が形成さ れている と 感じ て

いる。 今年度は令和2年度の有給は完全消化

（ でき れば令和3年度分も 完全消化） を 目指し

取り 組みまし た。

社福、 介護、 保育実

習生の受け入れを 行

い、 実習後にアルバ

イ ト 登録やボラ ン

ティ ア登録し てく れ

る学生を ３ 名確保し

ます。

大学、 短大、 専門学校の社福、 介護、 保育実

習は積極的に受け入れていき ます。 保育実習

に関し ては保育実習Ⅲはつなぐ がメ イ ンで実

習先と するこ と ができ ますが、 保育実習Ⅰに

関し ては登録するこ と ができ ないため、 他事

業所で保育実習し ている学生さ んが実習期間

中につなぐ で実習が行える よう なシステムを

法人内保育実習受け入れ委員会と 連携し て作

り 上げていき ます。

前期に2名の保育実習生を 受け入れし ている。

今年度のアルバイ ト 登録は4名の学生が新規で

採用さ れ。

年度末で3名が退職と なっ た。

3月にセルプから 保育実習中の見学で学生が1名

訪問し てく れた。

GPから 2名のアルバイ ト 生が春休みを 利用し

て、 つなぐ のアルバイ ト に来てく れた。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

防災対応の準備のた

め、 備品の管理やマ

ニュ アルの整備を 行

い、 災害発生時に対

応でき るよ う 準備を

進めていき ます。

法人Ｂ Ｃ Ｍを も と に事業所と し ての役割を 会

議で職員周知し 、 マニュ アルを Lineでそれぞ

れが閲覧でき るよう に整備し ていき ます。

・ 緊急時に備え、 保護者と の連絡や避難場所

の明確化など保護者と の緊急時の情報ツール

を 確立し ていき ます。

BCM マニュ アルの整備、 シミ ュ レ ーショ ン を 職

員会議で確認し ている。 有事に備えて各職員が

迅速に対応でき るよ う 今後も 訓練を 定期的に実

施し ていく 。

つなぐ の防災Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ を 立ち上げ、 学生も 含め

て、 全職員の防災への意識付と 、 災害が起こ っ

た際の初動の確認を 定期的に行っ ていく 。

災害時の地域連携の

意識を 強化するため

に、 様々な研修に参

加し ていき ます。

地域の中にある福祉事業所と し て、 どのよう

な役割が担えるのかを 検討し ながら 、 災害時

マニュ アルを 整備する。

・ 事業所と し ても 地域の防災研修に子ども 達

と 参加し ていく 。

今年度は実施でき ていない。

３ ． 魅力ある法人づく り



４ ． その他

職員がスキルアッ プ

するこ と で、 利用し

ている 子ども たち に

最善の支援や環境を

提供し ていき ます。

・ 法人内外の各種研修会への参加を 促進し て

いき ます。

・ いつでも 支援内容を 確認し 合える関係づく

り を 目指し 、 わから ないこ と を わから ないま

まにし ない風土を 築いていき ます。

チームで様々なケースに対し て向き 合い、 統一

し た支援を 心がけて実践を 積み上げていく こ と

ができ た。 外部機関（ おがる） から コ ンサル

テーショ ンを 定期的に実施し ていただき 、 支援

力が向上し ていると 評価を いただいる 。

 フ ルタ イ ム職員の支援力は確実に向上し てい

ると 思う 。 こ れを パート タ イ ムやアルバイ ト の

職員にいかに伝承し ていく かがカ ギと なる。

今年度はつなぐ のＬ Ｉ Ｎ Ｅ に“勉強部屋”と いう

グループを 作成し 、 毎日支援のマイ ン ド の基礎

と なり そう な記事を 掲載し たり 、 有益な研修の

案内を 行っ ている。 令和4年度も 継続し て取り

組んでいく 。

③感染症の集団発

生状況
1件 3月にコ ロナウィ ルス陽性者が4名発生。

④車両事故の発生

状況
1件 9月： 前方不注意による追突事故

⑤労働災害の状況 1件
5月： 自転車通勤時に転倒し 、 けがを負っ

たこ と による労災

➀イ ンシデント の

発生状況
3件

9月： 1件（ 他者への危険行為）

10月： 1件（ 器物破損）

11月： 1件（ 館内での所在不明）

②虐待・ 身体拘束

の状況
0件

パニッ ク 時の対応で身体拘束の同意書につ

ながり そう なケースが1件あり 、 同意書を

かわす必要があるか保護者や相談支援事業

所と 検討中。



 

 

障がい者就労支援センター 

めーでる 
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令和３ 年度 障がい者就労支援センタ ーめーでる 事業報告  

【 令和３ 年度を終了し て（ 総括） 】

【 令和３ 年度事業計画４ 月～３ 月の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

目標 取り 組み・ 行動計画 4月～３ 月進捗状況

相談支援

利用者支援で間違っ た方向にいかないよ

う 他機関の支援力の底上げに協力し 、 共

に支援力をつけていく 。

他機関のケースに相談支援専門員と し て

ケース会議に参加し 、 事業所都合で利用者

を動かし ていないか・ 不利益になるよう な

支援を行っ ていないか気付き に繋がげるよ

う 助言し た。

支援の方向性が不適切な支援につながっ

ていないか振り 返る。

上記のケースを事業所内でも 振り 返り を

行っ た。 自分たちの支援が支援者側の都合

になっ ていないか、 ご本人の意思に寄り 添

えているかを内部でも ケース会議で検討し

た。

人権の尊重

目標 取り 組み・ 行動計画 4月～3月進捗状況

余暇支援 在職者のレク レーショ ン企画。 実施には至っ ていない。

自立支援協議会

就労部会、 精神障がいプロジェ ク ト チー

ムに参加。

就労部会では職業訓練校と 連携し ながら 学

習会を企画する事務局と し て活動。 プロ

ジェ ク ト チームは当事者の声を会議で発信

でき る場をつく っ た。

令和３ 年度相談事業の相談件数4.052件、 サービス等利用計画1.118件、 総件数5.170件と なり 、 前年度と 比

較し 400件増加し た。 コ ロナ禍でも 転職を希望さ れ求職活動をする方が増え、 就労実績２ ６ 件と なり 、 前年

度と 比較３ 件増加し た。 自立生活を目指す方や家族関係の悪化等を理由にグループホームへの転居希望を

さ れる方が増加傾向であっ たり 、 体調面では精神科の入退院を含め医療機関と 連携するケースが多かっ

た。 福祉サービスを利用する方の計画相談は、 計画137件、 モニタ リ ング235件と なり 前年度と 比較し ８ 件

増加し た。 新規の計画作成依頼は14件あっ たが、 既存の方で就職等でサービスを終了するケースも ある

為、 大き な件数増加には繋がっ ていない。

コ ロナの状況を見ながら 在職者のレク レーショ ン企画を進めていたが、 コ ロナ感染者数の増加や蔓延防止

措置の決定などで開催を延期せざるを得なく 、 今年度は実施する事は出来ていない。 利用者から は開催を

希望する声も ある為、 次年度は感染対策をし ながら 開催出来る方法を検討し ていく 。

北広島市内の各就労事業所と 情報交換会を行う 予定だっ たがコ ロナ禍で開催する事が出来ていない。 今後

は感染状況を確認し ながら リ モート も 取り 入れ開催し ていく 。



３ ． 災害に強い法人づく り

４ ． 魅力ある法人づく り

サービス等利用計画

住み慣れた地域で継続し て生活するため

に、 本人の希望や課題など生活全体を総

合的に捉えて具体的支援を明確にし サー

ビスを調整する。

イ ンフ ォ ーマルな支援を含めたサービス

『 等』 利用計画を作成し た。 ZOOM やLINE

等のオンラ イ ンを活用し ながら 毎月予定し

た計画・ モニタ リ ングを行いながら 収入を

確保でき るよう に計画的に遂行する事が出

来た。

職員育成

法人内委員会や外部講習に参加し 理解を

深める。

各研修にリ モート で受講参加し た。 受講し

た内容を事業所内部で報告、 学習会等を行

い、 職員全体で必要な知識を学ぶ機会を設

けた。

災害時の対応

災害時連絡優先リ スト の整理。 リ スト は作成し ているが都度更新する事が

出来ておら ず古い状況のままと なっ ている

為、 更新を行う 必要がある。

働き やすい職場つく り

業務過多になら ないよう 業務の見直し や

勤務調整を行う 。

業務過多になら ない様に業務分担を行っ

た。 業務上超勤になり 得る事がわかっ てい

る際は遅番に勤務変更し たり 、 妊娠中の職

員にも 業務量や環境にも 配慮し た。 個別に

職員の困り ごと の聞き 取り も 行いながら 心

理的安全性が保たれる職場になるよう 努力

し た。

目標 取り 組み・ 行動計画 4月～3月進捗状況

目標 取り 組み・ 行動計画 4月～3月進捗状況
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令和３ 年度 相談室こ こ に 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て】

【 令和３ 年度事業計画の達成状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を 追求する事業展開

２ ． 地域福祉の推進を 図る取り 組み

相談支援
対象利用者や当該事業所、 ご家族の要望や解決が必要な課

題が生じ た場合に迅速に対応する よ う 心掛ける 。

各関係機関と の連携を行いながら 地域資源の開拓・ 把握に努

め、 イ ンフ ォ ーマルな資源を含めたサービス調整・ 支援を

行っ た。 児童のケースでは必要に応じ て学校や関係機関、 高

齢者の対象ケースにおいては、 居宅介護支援事業所と の連携

など行い、 それに伴っ た加算（ 集中支援加算・ 居宅介護支援

事業所等連携加算） 等を 取得し た。

に受講し 、 令和4年1月よ り 加算を 取得開始する こ と ができ た。 下半期には、 他機関から を 含む７ 件の新規計画ケースを 受け入れた。

加えて、 法人内利用者の障害支援区分認定調査の受託業務（ 3件） と 行動障害支援体制加算の算定が可能になる 為の研修を 積極的

実施予定であっ た計画更新（ 154件） 、 モニタ リ ン グ（ 534件） の実施状況については計画更新（ 173件） 、 モニタ リ ン グ（ 537件）

と 、 事業計画によ る 実施予定件数を 上回っ た。 年度を 通し てコ ロ ナ感染対策によ り 、 サービ ス提供時モニタ リ ン グ加算が請求でき

ない状況が続いていたため、 市から 依頼があっ た児童の新規ケース（ 14件） の受け入れを 積極的に行っ た。

予定し ていた件数を 確実に行い、 予定収支を プラ ス収支にて終える こ と ができ た。

目標 取り 組み・ 行動計画 達成状況

基本相談業務 サービ ス提供事業者と の連絡調整連携

障がい福祉サービ ス利用時におけるサービス等利用計画作成

はご本人を 中心と し た意思決定を 根拠と し 、 サービ ス提供事

業所などと 連絡調整を行いながら 支援を 進めた。 また、 必要

に応じ てサービス担当者会議を 開催し 、 必要な情報の共有と

ご本人の最善の利益のために、 ご本人を 応援する「 チーム」

を結成でき る よう 取り 組んだ。

サービ ス等利用計画 障がいによ り 言語でのコ ミ ュ ニケーショ ンが難し い方につい

ては、 非言語コ ミ ュ ニケーショ ン で表出さ れる ご本人の意思

を大切に、 意思決定支援を 行う 支援者から も 情報を く み取り

ながら 計画書に反映さ せた。 また、 児童についてはご家族の

思いが先行し すぎてし まわないよ う 、 ご本人・ ご家族の思い

を丁寧に聞き 分け、 計画書に記載する よ う 努めた。

モニタ リ ン グ

サービ ス等利用計画

作成

目標 取り 組み・ 行動計画 達成状況

障害支援区分認定 他市町村から の依頼を 受けて受託。 法人内利用者の障害支援区分認定調査を 3件受託し た。

職員体制
北広島市のみなら ず、 市外のケースにおいても 、 内部で検

討を し ながら 積極的に新規を 受けていく 。

体制が整っ た5月以降から は3名での職員体制で計画相談支援

を遂行。 年間14件の新規児童受け入れ、 移管ケース3名、 施

設入所に伴う セルフ プラ ン から の新規計画4名、 就労アセスメ

ント 1名を 受け入れた。 （ 市外ケース含む）

児童関係研修会 研修会や茶話会の開催

感染症対策や社会情勢によ り 、 未実施。

法人内ででき るこ と と し て就労支援セン タ ーめーでる と 共同

し 、 互いの事業所ケースを 用いた合同の勉強会（ 7月） の開催

や、 令和3年度報酬改定にかかわる 勉強会（ 9月） を 開催し

た。



３ ． 災害に強い法人づく り

４ ． 魅力ある法人づく り

５ ． その他

目標 取り 組み・ 行動計画 達成状況

災害時 災害時の連絡、 協力体制

法人内事業所で新型コ ロ ナウイ ルス陽性者が発生し た際の支

援協力に応じ た。 その他コ ロナワク チン 接種の予約開始時に

は、 利用者から の問い合わせに対応すべく 、 対応方法やアナ

ウン スの内容を就労支援センタ ーめーでると 協力し て統一す

るなど体制を 整えた。

目標 取り 組み・ 行動計画 達成状況

働き 方・ 研修 個々の職員のスキルアッ プ研修ヘの参加

・ 相談支援専門員初任者研修（ オンラ イ ン） 、 相談支援専門

員現任研修（ オン ラ イ ン ） 参加

・ 行動援護従事者研修（ オンラ イ ン 11/29～12/2） 参加

・ 第2回北広島市発達支援講演会（ オン ラ イ ン ）  10/1

（ 金） 参加

・ 障害者虐待防止研修会（ オン ラ イ ン ）  10/12（ 火） 参加

・ 全道知的障がい関係職員研究大会（ オンラ イ ン）  10/27

（ 水） 参加

・ 権利擁護セミ ナー（ オン ラ イ ン ）  11/19（ 金） 参加

・ 相談支援セミ ナー（ オン ラ イ ン ）  12/7（ 火） 参加

・ 相談支援・ 就業支援セミ ナー（ オン ラ イ ン 11/25～12/10）

視聴

・ 第2回北広島市障がい児支援事業交流会（ オン ラ イ ン ）

12/16（ 木） 参加

・ 北広島市主催計画相談支援事務打ち 合わせ（ 北広島市役

所） 2/10（ 木） 参加

・ イ ン シデン ト の発生状況： １ 件

令和4年1月のイ ン シデン ト については、 計画相談支援給付費請求において、 人事異動に伴い精神障害者支援体制加算の体制が整わな

いにも かかわら ず、 加算を 算定し 取得し ていたこ と から 、 過誤の請求と し て各自治体に加算を 取り 下げる 事象があっ た。 その後モニ

タ リ ン グを 行い、 請求担当事務職員と の加算要件の確認や給付費のチェ ッ ク など 今一度整理し て進めていく こ と と なっ た。 今後も 部

署内、 他部署間での連携強化へ向けて進めていく こ と で再発防止に努めていく 。
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令和３ 年度 東部緑の苑（ 特別養護老人ホーム/短期入所生活介護） 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度稼働状況】

１ ． 特別養護老人ホーム（ 事業名 例： 施設入所支援）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 100 30 98.2%

5 100 31 98.4%

6 100 30 98.3%

7 100 31 98.9%

8 100 31 98.7%

9 100 30 99.1%

10 100 31 97.1%

11 100 30 98.8%

12 100 31 97.1%

1 100 31 97.3%

2 100 28 98.7%

3 100 31 97.3%

98.1%

※当該加害職員は10月22日付けで諭旨退職し た。

Ⅱ． 新型コ ロナ関連では、 緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置が解除さ れている時期に、 エント ラ ンスでの面会を再開し た。

外泊や居住区への外部の方々の入室は法人の感染予防基準に沿っ て再開し ていない。 罹患状況と し ては、 入居者の感染者数は0人・ 職員の

罹患者数は3人であっ た（ 時期は8月、 9月、 3月） 。 また、 ワク チン接種については関係行政や医療機関の協力のも と 、 3回目接種を終えて

いる入居者が80% 弱、 職員が90% と いう 状況である。

Ⅲ． 今年度から 開始さ れたLIFE（ 科学的介護） について、 算定活動を進めているが、 フ ィ ード バッ ク の具体的な内容がなく 、 仕組みと し て

滞っ ている状況である。

Ⅳ． 4階ひすいユニッ ト にて4月20日に職員1名が入居者1名に対する不適切な支援が発生し た（ 内容： 入居者がト イ レ以外の場所で

し てし まっ た排便の処理を当該入居者に手伝わせていた） 。 本件について、 ①当該スタ ッ フ への継続し た教育的指導のoff JT実施②全職員を

対象と し た“高齢者虐待”に関する再確認の機会づく り ③全スタ ッ フ 対象に“適切な支援を選択するための基準”ツールを活用し た合意形成の

機会と し た。

※4月20日市高齢者支援課に報告済み。

※本件の対象職員は10月4日の加害職員と 同一職員である。

目標稼働率： 98.５ %

3,100 3,065 入院2人： 合計33日/入居1人退居1人

3,100 3,051 入院3人： 合計46日/入居3人退居3人

3,000 2,950 入院2人： 合計20日/入居3人退居3人

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

3,000 2,945

3,100 3,061 入院1人： 合計22日/入居2人退居2人

3,000 2,972 入院4人： 合計27日/入居1人

36,500

入院3人： 合計36日/入居2人退居3人

Ⅰ． 10月4日、 4階ひすいユニッ ト 入居者1名に対し 、 職員1名による傷害事件及び身体的虐待事案が発生し た。 当該入居者は12月13日に

再発防止計画に基づく 活動を法人権利擁護委員会と 協働し ながら 実践し 、 モニタ リ ングを重ね、 継続し て取り 組んでいる状況である。

傷は完治さ れると 共に、 当該入居者なら びにご家族・ 関係機関に対し 、 信用を損なう 事案と なっ た。 10月7日～27日の期間で関係行政

なら びに捜査機関から の監査及び聴取を受け、 1月26日、 関係行政から 介護保険法に基づく 再発防止に向けて勧告・ 指導を受けた。

3,100 3,016 入院5人： 合計31日/入居3人退居5人

2,800 2,764 入院2人： 合計8日/入居3人退居3人

3,100 3,016 入院2人： 合計10日/入居3人退居3人

3,100 3,010 入院5人： 合計78日/入居1人退居2人

3,000 2,963 入院4人： 合計39日/入居2人退居3人

3,100 3,009 入院7人： 合計79日/入居2人退居2人

合計 35,822
入院日数延べ429日（ 目標792日

（ 66日/月） ） ： 入居27人退居30人



２ ． 短期入所生活介護（ 事業名 例： 生活介護）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 20 30 81.7%

5 20 31 78.7%

6 20 30 76.2%

7 20 31 72.1%

8 20 31 71.1%

9 20 30 69.5%

10 20 31 75.5%

11 20 30 69.2%

12 20 31 69.4%

1 20 31 80.6%

2 20 28 87.7%

3 20 31 76.3%

75.6%

【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

稼働率の維持①

各ユニッ ト 四半期毎行動計画に

到達目標を設定

中核症状や行動心理症状にフ ォ ーカ スをあてたアセスメ ント 技術の未習得・ 不安の解消につな

げら れていない現状と 評価。

ユニッ ト 会議を活用し た勉強会を開催。

認知症ケア研修に複数名を派遣。 翌月のユニッ ト 会議内で伝達研修を実施。

身体拘束ゼロへ運営委員会による

啓発活動及びモニタ リ ング機能

①最低月に1度センサー関連の使用状況のモニタ リ ングを実

施。 継続。

②7月に身体拘束が生じ そう なケースが発生。 フ ローチャ ー

ト に基づく 対応の周知・ 実践。 継続。

外部研修に派遣し 、 伝達研修の開催
①9月13日～9月21日道社協主催の高齢者虐待防止研修（ オンデマンド ） に8名参加。

②③1月15日、 3月15日にいずれも 高齢者虐待防止・ 身体拘束訂正化をテーマにし た研修職員を

派遣。 研修内容の伝達研修を翌月の各ユニッ ト 会議で実施。

“適切な接遇の習慣化・ 実践”

権利擁護関連

①5月、 丁寧語の使用だけではなく 、 ホスピタ リ ティ を 合わせるこ と ・ 法人し ま

ニチュ ード 委員会が提唱する技術の実践に評価内容を 変更し た。

②毎月開催するリ ーダー会議なで取り 組みを モニタ リ ングし てき た。

認知症ケア

月間総定員（ 人）

目標稼働率： 90%

合計 7,300 5,517

488

600 457

620 447
7月13日ケアプラ ンセンタ ー東部緑の

苑と の営業戦略会議の実施。

620

620 468

600 415

地域活動 入居者と の交流事業の受入れ・ 出前講座の請負
リ モート を 活用し た地域サーク ルと の交流を 12月、 1月、 2月に開催。

地域団体と 共に市内小学校の車椅子体験事業に参加（ 10月、 11月） 。

人材の確保① 外国人人材・ 実習生受入から の人材の確保 相談援助実習生を 7月、 9月に受入。 就職にはつながら なかっ た。

入居者待機者の情報整理と 新規利用希望調査

介護現場の生産性向上 イ ンカ ム端末（ ipod touch） の導入・ 活用 10月18日よ り 導入。 職員の身体的、 精神的孤立予防に効果あり 。

①特養は年度を通し て30人の退所（ 内24人看取り 退所） 27人新規入所があっ た。 入退去期間の

平均日数が11.2日であり 、 目標稼働の達成に至ら なかっ た。

②隔月に特養相談員と 短期入所相談員の協働で医療機関への営業活動に効果あり 。 待機者の情

報整理を 半期に1回実施。 待機者数管理に対策を講ずる。

③短期入所は新型コ ロナを警戒し 、 新規契約活動が滞っ た。 目標稼働の達成に至ら なかっ た。

対策を講ずる。

特養と 短期入所の稼働を 補完的に作用する

空室を8日以内にする

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

ノ ーリ フ ト ケア

ユニッ ト ケア推進 衣・ 食・ 住の“住”にフ ォ ーカ スをあてた推進活動
対象入居者を 選定し て“住み慣れた居住空間”づく り を 計画的に実践。 3月に3つ

の事例（ も えぎ・ う ぐ いす・ ひすい） を事業所全体で共有し た。

年度末に全スタ ッ フ が“スラ イ ディ ングシート ・

ボード ・ グローブ”の活用方法の習得

月に1度の衛生委員会で実践研修を実施。 各ユニッ ト から 選出さ れたスタ ッ フ が各ユニッ ト 会議

にて伝達研修の実施。

結果、 目標の達成に至ら なかっ た。 用具の使用より も 効率化や介助の所要時間の短縮が優先さ

れている 現状。 課題である。

560 491

620 473

看取り 介護加算算定要件に準ずる

活動（ 支援） の実践

今年度新設さ れた看取り 援助推進室と 活動を タ イ アッ プし 、 基本指針・ 同意

書・ フ ローチャ ート ・ カ ンフ ァ レ ンスの頻度等の内容を 再評価。

内容を 一部改定し 、 順次導入し た。

看取り 援助

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

老健入所1人・ 特養入居2人

620 430 ⻑ 期入院2人・ 特養入居2人

620 500

620 441
8月26日～9月9日新型コ ロナ関連イ エ

ローゾーン対応。

600

延利用者数（ 人） 備考

600 490

417 特養入所1人



３ ． 災害に強い法人づく り

４ ． 魅力ある法人づく り

５ ． その他

○特養： 入院期間延べ429日（ 令和2年度225日） 。 空床日数延べ340日（ 令和2

年度139日） 。 入院者数は23人で、 入院要因が転倒8人、 肺炎4人と 半数を占め

た。

○短期入所生活介護： 新型コ ロナ関連のキャ ンセル数が27人。 定期利用さ れて

いた利用者の内、 18人が特養入居、 2人が老健入所、 11人が⻑ 期入院に至っ てい

た。

稼働率の維持②

拡大ケースカ ン フ ァ

レ ンスの標準化

多様なアセスメ ント を根拠にし た

支援実践の習慣化

対応が困難な入居者支援や家族対応について、 ユニッ ト 間

で類似し たケースを多角的に検証や実施対応策を講ずる仕

組みを取っ てき た。 今後も 継続が必要である。

広報誌の発行 事業活動の透明性の確保

行事広報委員会が月に1度広報誌を発行し た。

10月4の事案以降、 委員会メ ンバーが活動意義を再確認し 合

い、 家族や地域団体に的を射た広報活動を実施し た（ 11

月： 全職員紹介記事・ 3月： ご家族向け情報ニーズ調査の実

施） 。

PDCAサイ ク ルの習慣化 到達目標を 明確に掲げ、 チームで共有し 活動する
各部門に四半期毎の運営計画の策定義務付けて活動し た。

現状に見合っ た活動にする。 対策を講ずる必要あり 。

楽し い職場づく り
有給休暇80% 取得・ 資格取得の応援・

イ ベント を通し ての“やり がい”づく り

法定取得日数以上の取得がさ れたいた。

資格取得については、 1人が介護支援専門員合格。 2人が介

護福祉士合格し た。

イ ベント は各ユニッ ト 単位で随時開催。 また、 7月緑苑祭・

9月敬老会・ 12月も ちつき ・ 1月獅子舞巡行・ 2月地域サー

ク ルイ ベント など、 新たな生活様式に合わせた形式で実施

でき た。

スタ ッ フ の“やり がい”の評価が困難な状況。 今年度は10月4

日の事案の影響で1人が退職。 職場内人間関係関連で2人が

退職、 1人が異動し た。

中途採用7人（ 内パート 1人） 。 法人内人事異動2人。 退職8

人（ 内パート 職員（ 2人） 。

スタ ンダード 研修・ 事業所内OJTマニュ アルの

実践・ 目標管理シート 面談の活用

介護技術・ 摂食嚥下知識・ 看取り 援助に関する知識技術・

認知症ケア知識技術・ 排泄ケアアセスメ ント 知識等に関す

るし ての明確な習得段階掲げら れていない。

対策を講ずる必要がある。

人材の育成

非常時対応の準備

福祉避難所の整備 行政及び法人施設危機管理部と の連携管理 未実施。

感染症予防及び対策訓練の実施
PPE着脱訓練実施。 ゾーニングマニュ アルの検証。

ゾーニング補助金の申請認可（ 10月9日設置） 。

備蓄品の情報更新と 補充 7月17日管理栄養士監修のも と 対応済。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

市消防本部と 連携し た訓練の実施

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

新型コ ロナ関連感染予防に伴い、 自主訓練と なっ た（ 7月27日、 1月25日実

施） 。
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令和３ 年度 デイ サービスセンタ ーヴェ ール 事業報告    

【 令和３ 年度を終了し て(総括） 】

【 令和３ 年度稼働状況】

１ ． デイ サービスセンタ ーヴェ ール（ 通所介護事業）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 25 26 72.5%

5 25 26 72.2%

6 25 26 71.8%

7 25 27 71.7%

8 25 26 75.8%

9 25 26 78.6%

10 25 26 79.4%

11 25 26 79.2%

12 25 26 77.1%

1 25 25 73.8%

2 25 24 67.7%

3 25 27 74.4%

74.5%

２ ． デイ サービスセンタ ーヴェ ールいなほ（ 通所介護事業サテラ イ ト ）

月 定員 稼働日数 稼働率（ ％）

4 #DIV/0!

5 #DIV/0!

6 10 26 0.0%

7 10 27 0.0%

8 10 26 0.0%

9 10 26 1.9%

10 10 26 2.7%

11 10 26 3.1%

12 10 26 8.1%

1 10 25 6.8%

2 10 24 9.2%

3 10 27 9.3%

4.1%

260

650 516

650 515

650 501

625 461

600 406

675 502

引き 続く コ ロナ禍の影響を受けた中、 事業計画の進捗と し ては概ね計画通り に進むこ と ができ た。 ただ、 6月より 新規開設し たサテラ イ ト

（ 新規利用内訳： ケアプラ ンセンタ ー東部緑の苑7名、 外部居宅支援事業所12名） 。

事業全体の対予算収支差額は約△8,000,000円、 サテラ イ ト 事業のマイ ナスがそのまま反映さ れており 、 次年度は引き 続き 本体事業所を高い

稼働で安定さ せつつ、 サテラ イ ト 事業所の稼働増に向けた取り 組みに尽力し ていく 。

事業の稼働が計画を大き く 下回る結果と なっ た。 き た、 ひがし 高齢者支援センタ ー（ 地域包括センタ ー） を中心に新規利用の問い合わせは

ヴェ ール本体の稼働は、 目標の稼働率76％に対し 74.5％と 目標に近い数字と なっ ており 、 新規利用契約も 19名（ 終了18名） と 健闘し た

7,775 5,796

あるも のの、 「 ひと り め」 になるこ と の抵抗感が想定を大き く 上回り （ 相談のあっ た利用者はヴェ ール本体にて契約） 、 ９ 月によう やく 新

規利用1人目と なっ た（ き た高齢者支援センタ ー） 。 その後わずかながら 契約数を増やし 、 最終的には5名が契約と なっ ている。

合計

650 493

650 511

675 484

650 469

650 467

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

650 471

月間総定員（ 人） 延利用者数（ 人） 備考

0

5

260

260 0

270 0

0

260 7

260 0

240 22

270 25

8

260 21

250 17

合計 2,590 105



【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

対象利用者は5名（ 4月時点では8名） で、 看護職員による口

腔ケア、 指導が行われている。 年度中に嚥下機能の低下、

誤嚥性肺炎のケースはなく 取り 組み経過は良好。 算定額は

約200,000円と なっ ている。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

口腔機能が低下し ている、 またはそ

の恐れのある利用者に、 個別で口腔

機能の向上・ 維持を 目的と し た口腔

清掃の指導や、 摂食・ 嚥下機能に関

する訓練等の取り 組みで、 喉つま

り 、 誤嚥性肺炎等の感染症による入

院、 体調不良の防止に努める

口腔機能向上加算Ⅰを算定

年２ 回の「 ご利用者様満足度アンケート を実施

調査内容の速やかな提供サービスへの反映

事業所評価と し て開示（ 掲示）

9月、 3月にアンケート を 実施。 各項目平均満足度（ 「 と ても 満足し ている」

「 まあまあ満足し ている」 の合計） は99% と 高い満足度を 維持し ているも のの、

「 と ても 満足し ている」 の割合が73.7% と 、 前回の80.4% を 大きく 下回っ てい

る。 自由記載欄にあっ た意見を 速やかにサービスに反映すると と も に、 提供プ

ログラ ムの細かい見直し 、 実施結果を ホームページ上で開示予定。

事前に在宅での看取り 意向の確認が出来ていた一部ご家族を 対象に、 冊子『 人

生を「 生き き る」 を 支える～最期のと きまで利用でき るデイ サービスセンタ ー

ヴェ ール』 を 準備し 事業所の取り 組み周知に努めている。 早急な対応が必要と

思われたケースにはケアマネジャ ーを 通じ 担当者会議を 設定、 主治医を 交えて

改めての意向確認と 各サービスの連携を確認、 事業所と し てはじ めての「 同意

書」 を 取り 交わし ている。 経過から 情報共有を 行っ てき た職員理解が一部進ま

ないこ と も あっ たが、 今後も 繰り 返し の話し 合いと 利用者、 家族にと っ て安

心、 安息で安全な環境づく り に取り 組んでいく 。

契約者７ ０ 名、 ２ ５ 名定員における

充足率７ ６ ％（ １ 日あたり １ ９ 名稼

働、 う ち要介護利用者１ ８ 名） 達成

を 目標と する

市内福祉従事者向け研修の開催、 市

内事業所交流会の運営に積極的な役

割を 果たし 、 タ ウンミ ーティ ング、

子供や高齢者を 対象と し た各種イ ベ

ント （ ふれあいの集い、 社会見学

等） の運営にも 積極的に関り 、 地域

福祉の推進に貢献する

新規利用開拓のため、 居宅介護事業所へのＰ Ｒ 活動並びに

事業内容の公開を継続、 事業所と し ての信頼を高める

北広島市介護サービス連絡協議会（ き たひろ サービスネッ ト ） と の連携

北広島市東部たすけあい会議と の連携

コ ロナ禍の影響を受け、 こ の期間中の各研

修、 イ ベント は行われていない

年度中の本体事業所の稼働率は74.5% と 概ね目標に近い数字と なっ た。 4～7月

（ 稼働率約72% ） はコ ロナ禍の影響が強く 市内の介護保険全体が停滞し てると の

こ と であっ たが、 8月中には徐々に動き も 活発になり 新規利用の相談も 増え、 9

月～11月は約79% と 高い稼働と なっ た。 し かし 、 1月以降は介護度の高い利用

者、 複数回利用者が相次ぎ利用終了、 2月には大雪の影響で利用者がゼロと なる

日がある等、 大きく 稼働を 下げるこ と と なっ た。

利用者、 家族、 居宅支援事業所へのサービス内容の周知

利用者及び家族への延命処置に関する書面による意向確認

医療機関及び訪問診療、 関係サービス提供事業所と の連携

職員の意識、 知識、 技術の一層の向上を 目的と し た勉強会

顧客満足度の向上を 目的と し た利用

者及び家族への年２ 回のアンケート

を 実施する（ 各項目平均満足度９

５ ％以上、 「 と ても 満足し ている」

７ ５ ％以上）

終末期を 迎えた場合であっ ても 自宅

での暮ら し を 望む利用者及びその家

族に、 安心、 安息で安全な介護サー

ビスが提供さ れる環境を 充実さ せる

低栄養状態にある利用者、 またはそ

の恐れのある利用者に、 栄養状態の

改善を目的と し た個別の栄養に関す

る食事相談等の栄養管理に取り 組

み、 低栄養による入院、 体調不良の

改善と 防止に努める

栄養改善加算を算定

「 介護・ 看護職の腰痛予防対策」 、

「 利用者の自立度を 考慮し た福祉用

具の使用による移乗」 を 主旨と し た

ノ ーリ フ ティ ングケアを 定着さ せ、

利用者、 家族、 職員、 すべての人に

と っ て安全・ 快適なケアを 実現する

基本動作の習慣化（ ボディ メ カ ニク スと パワーポジショ ン）

スラ イ ディ ングシート ・ スラ イ ディ ンググローブの積極的な活用

重度化に備えた利用者の福祉用具活用体験

家族への福祉用具活用の啓発活動

対象と なる利用者、 希望さ れる利用者がお

ら ず、 年度中の算定はない

機能訓練専門委員会を中心に基本動作の確認、 福祉用具の

活用に取り 組んでいる。 利用者の福祉用具活用体験はコ ロ

ナ禍で見合わせ、 家族への啓発活動はケアマネジャ ーと の

連携で数件の結果が残せている。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況
利用者が生活を 営むう えで必要な身

体機能の維持、 なんら かの理由によ

り 使われるこ と の少なく なっ た残存

機能の引き 出し を目的と し た積極的

な機能訓練、 生活訓練の取り 組み

で、 転倒、 転落、 機能低下による入

院、 体調不良の防止に努める

個別機能訓練加算Ⅰロ及び運動器機能向上加算を算定

機能訓練指導職員による個別の機能訓練、 介護職員による

生活訓練を中心に取り 組みを行う 。 当初計画し ていなかっ

た個別機能訓練加算Ⅱも 体制を 整え算定、 年度中の算定額

合計は約3,600,000円と なっ ている。



３ ． 災害に強い法人づく り

３ ． 魅力ある法人づく り

４ ． その他

取り 組み・ 行動計画

  感染症等の集団発生なし

 ①事故の発生状況

 ②虐待及び身体拘束の状況

 ③感染症等の集団発生状況

  なし

  イ ンシデント 報告： 6件（ 転倒： 3、 薬： 2、 その他： 1）

目標

  事故報告    ： 2件（ 薬： 2) 誤薬、 落薬それぞれについて対策実施、 経過良好

コ ロナ禍の影響を受け、 こ の期間中の取り

組み、 進展はない

予定、 申し 込みをし ていた実践者講習はコ ロナ禍の影響を

受け中止、 基礎研修は10月に1名の受講が出来ている。

進捗状況

新型コ ロナウイ ルスやイ ンフ ルエン

ザを はじ めと し た感染症の脅威か

ら 、 利用者、 職員及びその家族の生

命と 安全を 守るための予防対策強化

を 図る

法人感染症予防対策委員会と の連携

感染症予防対策関係研修への参加

利用者の食事等環境の整備

スタ ンダード プリ コ ーショ ンの徹底、 習慣化

特にスタ ンダード プリ コ ーショ ン、 利用者の食事環境の整備に注力し た。 館内

の消毒や清掃、 換気はも ちろん、 送迎車内の使用毎の消毒、 対面での食事にな

ら ないよう 利用者への協力の呼びかけ等に取り 組んだ。 期間中の利用者、 職員

の新型コ ロナウイ ルス罹患はなく 、 目標は達成さ れたと 評価でき る。 イ ンフ ル

エンザの流行する下半期にも 罹患者はなく 経過し た。

利用者のサービス利用中を 想定し た

災害訓練、 在宅時を 想定し た災害へ

の備えについての講習等継続し た取

り 組みを 行う

様々な災害を 想定し た各高齢者支援

センタ ー及び居宅支援事業所と の連

携、 情報共有、 家族サポート の体制

について、 サービスネッ ト 研修等を

通じ て一層の強化を 図る

火災避難訓練

火災避難講習

災害避難訓練

災害避難講習

関係機関と の連携

サービスネッ ト 研修

5月に火災、 10月に地震、 3月に水害を 想定し た避難訓練を 実施。 同日に防火管

理者による、 在宅時の災害を想定し た日頃の備え等についての利用者向け講習

を 行っ ている。 サービスネッ ト 研修は期間中の開催なし 、 各高齢者支援セン

タ ー及び居宅支援事業所と は情報共有を密に行っ ているも のの、 災害に特化し

た家族サポート 等の話までは出来ていない。

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

会議や面談、 打ち合わせに限ら ず、 日常的に現場職員から

直接役職、 管理職を問わず提案、 相談、 報告が行われてい

る。 同時に管理職から 直接現場職員に相談、 情報共有する

こ と も 日常的に行われており 、 それぞれがやり がいを感じ

主体的な取り 組みを見せてく れていると 評価し ている。

国際協力と し ての技能移転を目的と

する外国人技能実習生受け入れに向

けた準備を 進める

関係研修への参加、 派遣

法人委員会での協議・ 検討

事業所内での情報共有

事業所内でのサテラ イ ト 開設運営チームによる準備（ 物

品準備、 運営シミ ュ レーショ ン、 書類作成等）

北海道及び北広島市への申請書類の確認、 提出

物件の内外設備の確認、 契約、 必要に応じ た改修

町内会及び周辺地域への説明、 挨拶周り

各高齢者支援センタ ー及び居宅支援事業所への開設告知、 広報活動

新規利用者契約

収支シミ ュ レーショ ン

介護度や居住地により サービス利用

機会のない高齢者への日中活動、 入

浴、 運動、 交流機会の場の提供を 目

的と し たサテラ イ ト 事業所を、 令和

３ 年６ 月を 目処に開設する

行動計画に基づいて早々に準備を開始、 当初の想定より 建

物の老朽化が激し く 、 開設前の修繕・ 整備による支出は約

1,000,000円と 大き く 膨ら んだ。 開設は予定通り 6月と なっ

たが、 新規利用の見込みが甘く 、 また、 介護保険の停滞や

ひと り めの利用者確保の難し さ 等に直面し 、 3ヶ 月を経過し

ても 利用者がいないと いう 事態と なっ た。 9月から は地域貢

献室の協力や本体事業所と の柔軟な連携で新規契約はあっ

たも のの、 数字と し てはまっ たく 振るわなかっ た。

職員ひと り ひと り が協調性を持ち、

かつ主体的な取り 組みでやり がいを

感じ るこ と の出来る職場環境を 実現

する

職員から の提案には積極的に具体化を目指し 全員が成功を サポート する

定期的な個別面談での提案の吸い上げと 取り 組みの振り 返

り を行い、 ひと り ひと り が具体的な目標を持てるよう サ

ポート する

役職や職種、 年齢、 経験を 問わず意

見の言い合える職場関係を 実現する

事業所特性を活かし た毎日の細かい情報

共有と 職務連携

認知症についての理解のも と で利用

者主体の介護を 行い、 認知症の人の

尊厳の保障を 実現し ていく 観点か

ら 、 すべての職員の認知症の対応力

向上をはかる

認知症介護基礎研修の受講

認知症介護実践者研修の受講



 ⑤労働災害の状況

 ⑥内部監査の報告

 ⑦行政監査の結果

  令和３ 年度の行政監査はなし

  特になし

  労働災害1件： 7月に物品運搬中の腰痛発症、 約2週間の加療を行っ ている。

  車両事故4件： 3月の雪害によるバンパーやスラ イ ド ド アの破損が4件続いた。 今季は車が通れないで

 ④車両事故の発生状況

         あろ う 狭く なっ た住宅街を走ら なければいけない状況や、 積み上げら れた雪の壁にやむ

         を得ず寄せなければなら ない状況が続き 、 送迎にはと ても 厳し い状況であっ た。
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【 令和３ 年度を終了し て】

【 令和３ 年度利用実績】

１ ． 給付実績 単位： 件

月 介護 要支援 月 介護 要支援

4 96 5 10 117 10

5 94 4 11 112 10

6 97 3 12 116 10

7 89 3 1 113 8

8 94 5 2 119 10

9 122 7 3 122 8

合計 592 27 合計 699 56

２ ． 認定調査

月 件数 月 件数

4 4 10 23

5 1 11 9

6 0 12 22

7 8 1 15

8 11 2 4

9 9 3 1

合計 33 合計 74

３ ． 法人内事業所紹介率

月 月

4 10

5 11

6 12

7 1

8 2

9 3

46.3 52.9

51.1 46.7

単位： ％

62.5

46.0 42.9

44.4 46.7

45.7

年間合計 1,332.5

年間計 107

ヴェ ール

124.0

126.0

727.00

東部緑の苑短期入所

43.2 66.7

合計（ 要支援0.5換算）

122.0

117.0

121.0

117.0

70.0

46.7

47.7

56.7

53.3

ヴェ ール

56.3

54.8

44.4

64.3

東部緑の苑短期入所

年度前半はコ ロナウイ ルス感染症の流行があり 自宅訪問などが十分に行えずケアマネと し ての役割を十分

に果たすこ と が出来ていなかっ た。 また、 職員の⻑ 期療養、 退職、 新規採用など十分な動き が出来ていな

かっ た。 ９ 月以降は体制が整い給付実績が示すと おり 数値的にも 向上し てき た。 し かし ながら 、 事業を運

営し ていく には不十分で今後はより 一層の件数を取り 扱っ ていかなければなら ない。 法人内事業所への紹

介はニーズが合わない事も あっ て減少し た。 今後は、 事業所担当者と の連携を更に図り 利用拡大に取り 組

む。 北広島市から の認定調査については積極的に引き 受け上半期と 比較し て倍以上の件数と なっ ている。

合計（ 要支援0.5換算）

98.5

90.5

96.0

98.5

605.5

96.5

125.5

66.7

50.0

54.5



【 令和３ 年度事業計画の進捗状況】

１ ． 幸福（ し あわせ） を追求する事業展開

２ ． 地域福祉の推進を図る取り 組み

３ ． 災害に強い法人づく り

３ ． 魅力ある法人づく り

職員育成
・ 主任介護支援専門員資格取得

・ 国家資格の取得

希望する場所で最期

まで暮ら せる支援
・ 看取り 支援推進委員会と の連携

・ 終末期や難病等医療ニーズの高い方へ

の積極的な支援

医療と の連携

目標 取り 組み・ 行動計画

退職や短時間勤務により 、 主任ケアマネが

配置基準を満たすこ と が出来ていないが、

１ 名が年度末に資格を取得、 短時間勤務と

なっ ていた１ 名も ４ 月から は通常勤務に戻

る

社会福祉士国家資格取得に１ 名が挑戦し た

が残念ながら 不合格であっ た

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

担当利用者の把握

・ 担当する利用者の生活状況を把握更新

し 、 災害時にサポート 出来るよう に情報

を整理管理

市内地図に利用者の自宅を入れたも のを作

成し 非常時に直ぐ に対応でき るよう にし た

職員間の意思疎通

・ 気兼ねなく 報告、 連絡、 相談が出来る

組織の形成

・ 明るく 活発な雰囲気の醸成

下半期になり 体制が落ち着き 良い状況と

なっ た

担当職員の入院退職により 参加する事が出

来なかっ た。 今後、 積極的に参加し ていく

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

チームと し ての取

り 組み実践

・ 困難事例等はチームと し て対応、 互い

にフ ォ ローする体制構築

職員の入院、 退職などの事態や困難ケース

についても 全員でフ ォ ローし 取り 組めた

目標 取り 組み・ 行動計画 進捗状況

進捗状況

・ 地域拠点病院と の連携強化
北広島病院と 非常に良い関係性が構築さ れ

た

コ ロナウイ ルス感染症の流行、 事業所の体

制が整わず取り 組めていない。 次年度に向

けて取り 組んでいく


